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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 証 語 語 庫 誠 DD 


総合 企画 専門 委員 会 の 取組 と 地域 創 生 


岩手 大 学名 誉 教 授 、 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 委員 長 


齋藤 徳 美 


総合 企画 専門 委員 会 の 立ち 上 げ 及 び 活 動 の 経緯 

農 災 発生 か ら 混迷 の 10 日 が 過ぎ 、3 月 21 日 、 達 増 拓也 岩手 
県 知事 か ら 、 県 政策 地域 部 に 復興 計画 策定 の 指示 が 出さ れ た 。 

筆者 は 、 昭 和 53(1978) 年 4 月 に 岩手 大 学 に 赴任 し て 以降 、 
三陸 治 岸 の 宿命 と も いえ る 津波 防災 に つい て 、 実 践 的 に 取り 
組ん で きた 。“ 地 方 大 学 の 役割 は 地域 に 役立つ 研究 を する こ ど " 
を 基本 に 据え 、 産 学 官 の 任意 連携 組織 で ある 「 岩 手 ネッ トワ ー ク 
シス テム (INS) 」 の 活動 を 通じ て 、 岩 手 県 職員 と も 交流 の 絆 を 強 
くし て いた 。 増田 寛 也 前 知事 の 時 代 に は 県 の 総合 計画 の 起草 
委員 長 を 務め 、 平 成 10(1998) 年 に 直面 し た 岩手 山 の 噴 火 危 
機 対応 等 を 通じ て 、 岩 手 県 の 各部 局 と も 本 音 の 付き 合い が で き 
る 関係 が 醸成 され て いた 。 

発 災 直後 か ら 県 災害 対策 本 部 の 司令 塔 を 担っ た 小山 雄士 
総合 防災 室長 (当時 ) 、 越 野 修三 防災 危機 管理 監 ( 当 時 ) と は 
ツー カー の 仲 で 、 災 対 本 部 内 で も し ば し ば 意見 交換 を し て いた 。 
また 政策 地域 部 の 大 平 沿 政策 監 (当時 ) と は 旧知 の 間柄 で 、 平 
山健 一 元 岩 手 大 学長 と 共に 復興 の 在り 方 に つい て 頻繁 に 協 
議 を 行っ て いた が 、 農 災 直 後 か ら 県 土 整 備 部 を は じ め 各 部 局 で 
も 事業 推進 の た め の 委員 会 の 設置 を 計画 し て いた た め 、 縦 割り 
で の 事業 が 走り 始め る と 収拾 び が つか な く な る と の 危 恨 を 抱い た 。 
そこ で 、 各 機関 の 代表 か ら な り 計画 を オー ソラ イズ する 役割 を 担 
う 復興 委員 会 の も と に 、 県 庁 各部 局 を 束ね て 全体 の 復興 計画 
を 取り まとめ て 起草 する 「 総 合 企画 専門 委員 会 ] が 必要 と の 認 
識 が 共有 され た 。 

委員 に は 、 齋 藤 、 平 山健 一 元 岩手 大 学長 の 他 、 本 委員 会 
立ち 上 げ を 想定 し て 、 被 災 地 視察 に 同行 し た 岩手 大 学 の 広田 
純一 (地域 計画 ) ・ 南 正昭 (都市 計画 ) 両 教授 、INS で 親交 の 深 
い 谷 藤 邦 基 岩 手 経済 研究 所 主席 研究 員 ( 当 時 ) 、 岩 手 県 立 大 
学 総合 政策 学部 の 豊島 正幸 教授 (当時 )、 そ し て 水産 関係 に 詳 
し く 大 植 町 を 拠点 と し て いた 北里 大 学 海洋 生命 科学 部 長 の 緒 
方 武 比 古 教授 (当時 ) の 7 名 が 就任 し 、 齋 藤 が 委 員 長 を 務め る こ 
と に な っ た 。 速 や か な 復興 計画 の 策定 や 体制 の 構築 に は 、 岩 手 
で 培 わ れ て きた 産学 官 連 携 の 実績 が 大 きく 寄与 し た と 思う 。 

農 災 の 発生 か ら 1 か 月 後 の 4 月 1 1 日 に 、「 岩手 県 東日本 大 岩 
災 津 波 復興 委員 会 ] ( 親 委員 会 ) が 発足 し 、 同 月 30 日 に 「 同 ・ 総 
合 企画 専門 委員 会 ] が 活動 を 始め 、 復 興 へ の 取組 が スタ ー ト し 


た 。 齋 藤 は 、 復 興 の 柱 は 安全 の 確保 と な り わ い ( 生 業 ) の 再生 で 
ある こと を 確信 し て いた 。 三陸 沿岸 は 過去 に 何 度 も 大 津波 の 被 
害 を 受け 、 い つか は わか ら な い が 近 い 将 来 に 再び 津波 に 襲わ れ 
る こと は 確実 で 、 今 回 の よう に 死者 (直接 死 及 び 関 連 死 ) ・ 行 方 
不明 者 合わ せ て 6 千 名 を 超え る 犠牲 者 を 再び 出し て は な ら な い 。 
また 、 こ の 地 に 人 が 住む の は な り わ い を 得る こと が で きる が 故 で あ 
り 、 壊 滅 的 に な っ た な り わ い の 再 生 は 必須 で 、 そ の 上 で 暮らし が 
再建 され る こと に な る 。 

「 総 合 企画 専門 委員 会 ] は 、 平 成 23(201 1 ) 年 8 月 4 日 まで 5 
回 の 委員 会 で “いのち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さ 
と 岩手 ・ 三 陸 の 創造 ] を サブ タイ トル と し た 「 岩 手 県 東日本 大 震 
災 津 波 復興 計画 復興 基本 計画 ] を 策定 、 復 興 の 3 原則 |「 安 
全 の 確保 」 に 2 つ 、「 な り わ い の 再 生 」 に 3 つ 、「 暮 らし の 再建 」 に 
5 つの 合計 10 の 具体 的 な 事業 計画 を 掲げ た 。 平成 31 (2019) 
年 4 月 に は 新しい 総合 計画 が スタ ー ト する こと に 合わ せ て 復興 
期間 は 8 年 と し て 、 第 1 期 「 基 盤 復興 期間 ] 、 第 2 期 「 本 格 復興 
期間 ]、 第 3 期 「 更 な る 展開 へ の 連結 期間 ] と 位置 づけ て 、 具 体 
的 に 取り 組む 施策 や 工程 表 な ど を 示す 「 同 ・ 復 興 実 施 計画 ] も 
策定 し 、 折 々 に 親 委員 会 に 提案 し た 。 

専門 委員 会 で は 、 県 の 各部 局 か ら 提案 され る 個々 の 事業 に つ 
いて 激しい 意見 交換 が な され た 。 こ の 際 と ば か り 出 て くる 平常 時 
で も で き な い よう な 事業 に 対し て は 、" 日 常 で も で き な い こと を 非 日 
常に 持ち 出す な ! い ま 必 要 な こと は 安全 と な り わ い " と 上 厳しい 方 針 
で 議論 を 牽引 させ て いた だ いた 。 正規 の 委員 会 の 他 に も 事務 局 
と 委員 と の ざっ くば らん な 意見 交換 の 機会 も 多く 設け た 。 岩手 再 
生 へ の 忌 憧 の な い 、 本 音 の 協議 が 行わ れ た こと は 、 従 来 か ら 培 わ 
れ て きた 関係 者 の 顔 の 見 える 関係 で 信頼 感 が 醸成 され て きた 故 
で あり 、 岩 手 の 特徴 が 反映 され た 計画 づく り で あっ た と 考え る 。 

また 、 か つて の 行政 は 、 計 画 を つく れ ば それ で 終わ り 、 総 括 も 
反省 も な くま た 次 の 計画 を つく る こと が 一 般 的 で あっ た 。 計画 の 
遂行 に は 進行 管理 が 必要 で 、 そ れ に よっ て 以降 の 実施 計画 の 
微 調整 も 可能 と な る 。 専門 委員 会 は 、 定 期 的 に 進捗 状況 の 報 
告 を 受け 、 課 題 を 掘り 起 し 、 以 降 の 実施 計画 に 反映 させ る こと と 
し た 。 また 、 県 民 の ウォ ッ チ ャ ー 調 査 で 復興 状況 へ の 県 民 の 認識 
を 探る と と も に 、 現 地 調査 に よる 事業 の 進捗 状況 の 把握 、 被 災 
者 と の 直接 対話 に よる 課題 の 抽出 な ど に よっ て 、 計 画 の 達成 状 
況 の 評価 に 取り 組ん だ 。 


i 復興 の 現状 と 課題 


復興 計画 の 8 年 を 終え て 、 計 画 の 3 原則 と し て 、「 安全 の 確保 」 
「 な り わ い の 再 生 」 [暮らし の 再建 ] を 掲げ けた こと は 間違っ て は い 
な か っ た と 考え る 。 親和 要員 会 の 中 に は 、 な り わ いと いう 言葉 の 野 
暮 っ た さ ? に 異論 も あっ た と 聞く が 、 な り わ い は 人 が 生き る 原点 で 
ある 。 情報 技術 の めまぐるしい 進展 の 中 で 見 失い が ち で ある が 、 
な り わ いと いう 言葉 が 全国 的 に も 広がっ て いる こと に 安 載 感 を 覚 
えて いる 。 

は 令 和 2(2020) 年 度 ま で の 10 人 年 間 で 総額 30 兆 円 を 超え 
る 復興 予算 を 組み 、 ま た 、 全 国 各地 の 自治 体 や 住民 の 方 々 か ら 
は 多く の ご 支援 を 頂い た こと に 、 被 災 県 民 の 一 人 と し て 深く 感 講 
し て いる 。 一 方 で 、 平 成 23 年 度 の 補正 予算 で 創設 され た 復興 交 
付 金 は 、 国 の 5 省庁 の 40 事 業 に 限ら れ 、 地 域 が 復興 まち づく り に 
自由 に 使え る 資金 が 余り な か っ た こと は 、 復 興 計 画 を 立案 し 遂行 
を 目指 し た 専門 委員 会 の 委員 長 と し て は 大 変 残念 で あっ た 。 

「 安 全 の 確保 」] の 柱 で は 、 釜 石 湾口 防波堤 の 修復 も 完了 、 各 
地 で の 防潮 堤 の 建設 も 進め られ 、 陸 前 高田 市 や 大 植 町 な どの 
土地 の 口上 げ も 進み 、 三 陸 の 産業 の 活性 化 や 安全 に 貢献 する 
沿岸 縦貫 道 や 、 内 陸 と 沿岸 を 結ぶ 高 規格 道路 も 完成 の メド が 
た っ た 。 釜石 自動 車道 は 平成 31 年 3 月 に 全線 が 開通 し 、 内 陸 と 
の 時 間 距 離 は 飛躍 的 に 短く な っ た 。 「 な り わ い の 再 生 」 で は 、 全 
て の 漁港 も 復旧 が 完了 し 、 漁 船 や 工場 な ども 復活 し て いる 。 「 暮 
らし の 再建 ] で は 、 災 害 公営 住宅 も 内 陸 避 難 者 対応 を 除い て 全 
戸 が 完成 し 、 住 宅 の 高台 移転 な ども 進ん で いる 。 一 方 で 、 漁 業 
の 不振 の 追い 打ち も あり 休業 中 に 販路 を 失う な ど し て な り わ い 
の 再生 は 厳し い 状 況 に ある 。 ハー ド の 整備 は 目 に つく も の の 、 海 
岸 堤防 は 国 が 設定 し た 基準 で ある L 1 津波 (数 十 一 百 数 十 年 に 
一 度 の 頻度 の 津波 ) に 対応 し て 整備 が 進め られ て お り 、 今 回 の 
津波 め よ うに L1 を 上 回 る L2 津 波 ( 千 年 に 一 度 の 頻度 の 津波 ) 
は 、 三 陸 沿 岸 で は 数 十 年 ご と に 襲来 する 可能 性 が ある こと も 気 
が か り で ある 。 高 上 げ を し た 土地 に は 空き 地 が 目立ち 、 仮 設 で 営 
業 し て きた 個人 商店 は 本 格 営業 に 移 れず 廃業 する 店 も 少な く な 
い 。 災害 公営 住宅 に 住む 多く の 高齢 者 は 、 生 き が い の 衰 失 、 孤 
立 が 危 健 され 、 コ ミュ ニテ ィ の 衰 失 は 地域 社会 の 存亡 に 関わ る 
重要 な 課題 で ある 。 ま た 、 昭 和 の 津波 以降 、 様 々 な 防災 対策 を 
進め な が ら 何 故 6 千 名 以上 の 犠牲 を 出し た の か の 検証 は 十分 
で な く 、 二 度 と 災 褐 を 繰り 返さ な いた め に な すべ き 施 策 を 模索 し 、 
災害 文化 の 醸成 を 図る 取組 を 忘れ て は な ら な い 。 津波 伝承 施 
設 な ど に は 、 地 域 の 安全 を 守る た め の 施 策 を 進化 させ る 未来 志 
向 の 役割 を も 期待 し た い 。 


復興 と 地域 創 生 は 表裏 一 体 


巨額 の 復興 予算 を 投じ た 国 の 復興 計画 は 、 成 功 で あっ た の 
か 。 安全 の 確保 を 目的 に ハー ド 整 備 を 行っ て きた 8 年 と いう 年 月 
は 、 こ の 地 で な り わ い を 営ん で きた 人 々 の 暮らし の 再建 を 妨げ て 
は いな か っ た の か 。 特 に 高齢 者 に と っ て は 、8 年 の 年 月 は 取り 返 
し の で き な い 時 間 で ある 。 小 生 に は 、1990 年 代 以降 の 「 脱 公共 
事業 ]、「 上 意 下 達 か ら 官 民 協 働 ・ 住 民 参 加 の 政策 形成 ] へ の 
転換 が 、 先 祖 帰 り を し て し まっ た の で は な いか と の 疑念 を 拭い き 
れ な い 。 

岩 災 以降 、 被 災 市 町 村 の 人 口 減少 は 特に 著しい 。 岩 災 が な 
く て も 人 口 減 で 疲 幣 す る 「 地 方 ] を 右 肩 下がり の カー ブ の 上 に 復 
旧 さ せ て も 、 先 は な い の で ある 。 すなわち 、 復 興 の 課題 は 地域 創 
生 の 課題 で あり 、 復 興 と 地方 創 生 は 表裏 一 体 と いえ る 。 鑑み れ 
ば 、 繁 栄 する 首都 圏 で 使っ て いる 電気 は ほとん ど 地 方 か ら 送 ら 
れ 、 住 む 人 の エネ ルギー で ある 米 ・ 肉 ・ 魚 ・ 野 菜 は 地方 で 生産 され 
て いる 。 地方 な か り せ ば 首都 圏 成り 立た ず 、 首 都 圏 な か り せ ば 日 
本 成り 立た ず 、 即 ち 地方 な か り せ ば 日 本 成り 立た ず 。 地方 創 生 
は 日 本 創 生 と 同義 な の で は な いか 。 本来 、 復 興 の 資金 は 被災 地 
の な り わ い を 創り 出す べく 地方 が 自由 に 使え る も の で ある べき で 
は な か っ た か 。 住民 の 自治 を 国 が 支え る 、 被 災 地 域 か ら 未 来 地 
域 へ 国 と 地方 と の 新しい 関係 を 築く チャ ンス で は な か っ た か と 残 
念 に 思う の で ある 。 

そう は いっ て も 、 我 々 も 自ら 労 を 取る 必要 が ある の は いう まで も 
な い 。 [三陸 鉄道 を 動脈 と し て 、 金 平 征 の よう な な り わ い を 有する 
コン パク トビ レッ ジ が 連なる 三陸 」 を 目標 と し て 沿岸 市 町 村 が ビ 
ジョ ン を 共有 し 、 希 望 を も っ て 前 に 進め た ら と 願っ て いる 。 そ の 先 
に ある の は 、 賢 治 が 理想 卿 と し て 描い た イー ハト ー ブ な の か も し 
れ な い 。 中 越 地震 か ら 15 周 年 の 講演 に 訪れ た 旧 山 古志 村 で 、 
「 復 興 と は 、 そ こ に 住む 人 が 幸せ に 死ね る と 思え た 時 」 と 聞き 、 復 
興 と は 何かと 思う 悩み に 、 一 つの 示唆 が 得 ら れ た よう な 気 が し て 
いる 。 

温暖 化 に 伴い 経験 し な か っ た 豪雨 災害 は 確実 に 多発 する 。 
世界 有数 の 変動 帯 で ある 日 本 で は 地震 ・ 火 山 噴火 は 繰り 返し 
発生 する 。 た っ た 140 年 余 し か 観測 実績 の な い 私 た ちの 経験 を 
越え る こと を 想定 外 と し た ら 、 想 定 外 は これ か ら も 頻発 する 。 自 然 
に 対し て 國 怖 ・ 異 敬 の 念 を 基本 に 据え 、 危 機 管理 の 専門 省庁 
の 立ち 上 げ や 復興 学 の 創 生 が 必要 と 考え る 。 
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第 2 章 県 の 取組 る ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 


三陸 水産 業 の 復旧 と 復興 


北里 大 学 海洋 生命 科学 部 長 兼 三陸 臨海 教育 研究 セン ター 長 、 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 委員 


菅野 信弘 


北里 大 学 水 産学 部 ( 現 、 海 洋 生命 科学 部 ) は 、 昭 和 47 
(1972) 年 、 現 大 船渡 市 三陸 町 に 設置 後 、 約 40 年 に 渡り 地域 
に 密着 し た 水産 分 野 の 教育 と 研究 を 行っ て きた が 、 平 成 23 
(2011) 年 、 岩 災 の 影響 の た め 神 奈川 県 相模 原市 に 拠点 を 移 
ささ ざる を 得 な い 状 況 と な っ た 。 私 自身 は 昭和 59 (1984) 年 4 月 に 
北里 大 学 水産 学部 に 奉職 、26 年 間 を 三陸 で 暮らし 、 そ し て 東 日 
本 大 震 災 を 体験 し た 者 の 一 人 で ある 。 天 災 に よる キャ ン パ ス 移 
転 と いう 類例 の な い 事 態 へ の 対応 と 、 引 き 続く 相模 原 キャ ン パ ス 
で の 教育 ・ 研 究 体制 の 再 構築 に 奏 走 する 一 方 、 津 波 被害 を 逃 
れ た 三陸 キャ ン パ ス を 活用 し た 了 臨海 教育 研究 施設 の 整備 、 ま 
た 、 東 北 マ リン サイ エン ス 拠 点 形成 事業 な ど へ の 参画 を 通し て 、 
岩 災 後 の 三陸 に も 少な か ら ず 関わ っ て きた 。 な お 、 震 災 直 後 の 
三陸 キャ ン パ ス の 状況 や DMAT の 派遣 な ども 含む 北里 大 学 の 
岩 災 初期 対応 に つい て は 、「 東 日 本 大 震 災 の 記録 一 破壊 ・ 絆 ・ 
吾 生 一 』 (北里 大 学 農 医 連携 学術 叢書 第 10 号 、 平 成 24 
[2012)〕 年 3 月 発行 ) に 詳し い 。 総合 企画 専門 委員 会 の 立ち 上 
げ 当 初 は 、 当 時 の 海洋 生命 科学 部 長 で あっ た 緒方 教授 ( 現 学 
校 法人 北里 研究 所 常任 理事 ) が 委員 に 就任 し 、 令 和 元 
(2019) 年 度 か ら 小 職 に 交代 し て いる 。 こ こ で は 、 委 員 と いう より 
は 、 一 海洋 ・ 水 産 研究 者 の 立場 か ら 震 災後 の 三陸 水産 業 の 復 
旧 と 復興 に つい て 考え て みた い 。 


水産 業 の 復旧 は 成っ た か ? 


東日本 大 岩 災 は 、 常 に 天災 の 偶 威 に 晒さ れ て いる 日 本 と いう 
国 の 現実 を 突き つけ る と と も に 、 三 陸 海 域 の 水産 業 が 既に 抱え 
て いた 課題 を 浮き 彫り に し た 感 が ある 。 こ の 度 の 震 災 津波 に つ 
いて は 、 伝 言 レ ベル の 情報 共有 に 留まっ て いた 過去 の 津波 被 
害 と は 異な り 、 膨 大 な 記録 映像 に 容易 に アク セス が 可能 に な っ 
て いる 。 こ れ ら の 膨大 な 記録 を 活か し 、 官 民 全 て の レベ ル で 危機 
感 を 共有 ・ 継 承 す る こと で 二度と 同じ 悲劇 を 繰り 返さ な い 体 制 が 
形成 され る こと を 期待 し た い 。 三 陸 の 水産 業 は 震 災 以前 より 、 漁 
業 従事 者 の 減少 と 高齢 化 の 問題 (後継 者 不足 )、 シ ロサ ケ の 不 
漁 、 多 獲 性 回 遊魚 の 不 漁 、 さ ら に 、 磯 焼け 、 貝 毒 、 ヨ ー ロ ッ パ ザラ 
ボ ヤ な どの 外来 種 被害 な どの 課題 を 抱え て いた 。 固 災後 の 復 
旧 ・ 復 興 を 進め る うえ で 、 こ れ ら の 諸 課 題 は 避け て は 通れ な い ハ ー 
ドル と な っ て いる 。 し か し 、 こ れ ら の 諸 課題 に つい て は 、 謀 災 被 害 
か ら の 復旧 と は 一 旦 切 り 分 け て 考え る べき だ ろう 。 


地震 に 伴う 津波 と 地盤 沈下 は 、 沖 合 ・ 沿 岸 海洋 域 を 生産 基 
盤 と する 三陸 水産 業 に 甚大 な 被害 を 与え た 。 そ の 範囲 は 、 漁 
船 、 海 面 施設 な どの 直接 の 生産 設備 、 増 養殖 施設 や 加工 施設 
な どの 漁業 関係 施設 、 水 産 海洋 系 の 研究 施設 な ど 水産 業 に 関 
わる 全 領 域 に 及 ん だ 。 そ し て 何より 、 津 波 と 陸上 か ら の 大 量 の 瓦 
際 と 土砂 の 流失 に 起因 する 沿岸 海洋 環境 の 提 乱 が 海洋 生態 
系 に どの よう な 影響 を 与え た の か は 、 生 産 者 の 立場 か ら も 研究 
者 か ら の 立場 か の ら も 最も 気 に な っ た 事項 で は な か っ た か と 思わ れ 
る 。 幸い な こと に 、 沿 岸 海洋 生態 系 の 再生 は 、 思 い の ほ か 速 や 
か に 進ん だ よう で ある 。 農 災 直 後 の 陸 前 高田 市 の 荒涼 と し た 被 
災 地 に 、 春 、 緑 が 復活 し て いる の を 見 た と き に は 救 わ れ た 気 が し 
た 。 眼 に は 見 え に く いも の の 、 海 の 中 で も 陸上 以上 に 生物 群 の 
再生 が 進ん だ と いう こと で あろ う 。 こ れ ら の 謀 災 津波 の 海洋 環 
境 、 海 洋 生態 系 へ の 影響 に つい て は 、 令 和 2(2020) 年 度 で 終 
了 と な る 東北 マリ ン サ イエ ンス 拠点 形成 事業 の 成果 と し て 、 今 
後 、 一 般 向け に も 発信 され て いく も の と 思わ れる 。 た だ 、 海 洋 環 
境 、 生 態 系 が 農 災 前 に 戻っ た の か どう か の 判断 に は 、 震 災 以 前 
の デー タ が 不可 欠 で ある 。 リ アス 式 海岸 に 点 在 する 湾 ご と に 謀 
災 津 波 の 被害 に 差 が ある 状況 に 対し 、 そ うし た デー タ が 利用 で き 
る の は ご く 少 数 の 湾 に 限ら れ て いる の が 現実 で ある 。 平時 か ら の 
海洋 環境 ・ 生 熊 系 の モニ タリ ング の 重要 性 を 実感 し て いる 研究 
者 も 多い こと だ ろう 。 

漁業 生産 の 基盤 で ある 漁船 の 確保 や 海面 養殖 施設 の 再 設 
置 、 漁 港 の 復旧 に 関す る 岩手 県 の 取組 に つい て は 第 2 節 の 項 
目 25、 項 目 26 に 記載 が ある 。 水産 庁 は 「 東 日 本 大 震 災 か ら の 水 
産業 復興 に 向け た 状況 と 課題 (平成 31 [2019] 年 3 月 ) で 被 
災 海 域 の 海面 養殖 施設 の 再 設置 は ほ ば 完了 し た と 報告 し て い 
る 。 こ の 判断 は 、 震 災後 の 施設 設置 数 の 増加 傾向 か ら 判 断 さ れ 
た も の で 、 謀 災 前 の 設置 数 と 同 程度 に 達し た と いう こと で は な てく 、 
70% 程 度 に と ど ま っ て いる 。 同様 に 、 海 面 養殖 生産 量 も 震 災 前 
比 で 70% 程 度 の 状況 で ある 。 岩 手 県 の 海面 養殖 生産 量 の 復 
旧 は 、 宮 城 県 に 比べ 短期 間 で 完了 し た こと が 示さ れ て いる 。 こ れ 
に は 、 養 殖 対象 種 や 津波 被害 の 程度 の 違い の 他 、2 県 の 復旧 ・ 
復興 政策 の 違い な ども 反映 し て いる も の と 考え られ る た め 、 今 後 
比較 検討 が 必要 だ ろう 。 

岩 災 以前 、 岩 手 県 の 三陸 沿岸 に は 、 水 産 研究 ・ 教 育 機構 東 
北 区 水産 研究 所 の 宮古 庁舎 、 東 京 大 学 大 気 海洋 研究 所 国際 
沿岸 海洋 研究 セン ター (大 植 )、 岩 手 県 水産 技術 セン ター( 釜 


石 )、 北 里 大 学 感染 制御 研究 機構 釜石 研究 所 、 そ し て 北里 大 
学 海洋 生命 科学 部 の 5 つの 海洋 ・ 水 産 研究 施設 が あっ た 。 海 
洋 生命 科学 部 を 除く 4 施設 が 津波 被害 を 受け た が 、 感 染 制御 
研究 機構 釜石 研究 所 を 除く 3 施設 に つい て は 復旧 が 進め られ 、 
本 来 の 機能 を 取り 戻し つつ ある 。 海洋 生命 科学 部 は 教育 研究 
の 拠点 を 神奈 川 県 に 移す こと に な っ た が 、 三 陸 キ ャ ン パ ス に 
フィ ー ル ド 研 究 、 地 域 連携 、 震 災 復 興研 究 の 拠点 と し て 了 臨海 孝 
育 研究 セン ター を 設置 し た 。 感染 制御 研究 機構 釜石 研究 所 は 
残念 な が ら 閉 所 と な っ た が 、 そ の 研究 機能 ・ 資 産 の 一 部 は 本 セン 
ター に 継承 され て いる 。 ま た 、 岩 手 大 学 は 、 震 災後 、 感 染 制 御 研 
究 機構 釜石 研究 所 跡地 に 三陸 水産 研究 セン ター を 設置 し 、 さ ら 
に 農学 部 食料 生産 環境 学科 に 水産 シス テム 学 コ ー ス を 設置 、 
同 所 に 釜石 キャ ン パ ス を 設置 し た 。 三 陸 を 撤退 する こと に な っ た 
我々 と し て は 、 岩 手 大 学 の 英断 に は 敬意 を 表し た い 。 

以上 の よう に 、 未 細 有 の 震 災 津波 被害 か ら の 復旧 は 芽 実 に 
進ん で きた 。 こ れ ら の 成果 は 、 当 事 者 の 努力 は も ちろ ん の こと 、 
国 、 県 や 市 町 村 に よる 適切 な 主導 と 補助 の 努力 、 さ ら に は 湾内 
の ガレ キ 撤 去 作業 な ど に 尽力 し て きた 三陸 の 海 を 愛す る ボラ ン 
ティ ア の 総力 に よる も の で ある こと を 忘れ て は な る まい 。 


i 水産 業 の 復興 は 成っ た か ? 


岩 災 か ら の 復旧 は 被災 前 の 状況 に 戻す こと で ある か ら 、 あ る 
意味 、 目 標 が 具体 的 か つ 明 確 で ある 。 し か し 、 復 興 に 具体 的 な 
ゴー ル を 設定 する の は 難し い 。 少 なく と も 固 災 の 経験 と 教訓 を 活 
か し た 街 、 社 会 、 産 業 の 新生 と と も に 、 そ こ に 生活 する 人 々 が 希 
望 を 見 出し 、 活 気 ・ 活 力 を 取り 戻す こと が 必要 だ ろう 。 水産 業 に 
当て は め れ ば 、「 水 産業 の 将来 的 な 発展 が 期待 で きる こと 」 な し 
に 活力 の 湧出 は あり 得 まい 。 前 述 し た と お り 、 三 陸 の 水産 業 は 
岩 災 以前 か ら 幾 つか の 大 き な 課 題 を 抱え て いる 。 こ れ ら の 課題 
は 復興 へ 向かお うと する 水産 業 全体 に 重く の し 掛か っ て き て お 
り 、 そ の 解決 克服 は 、 復 興 そ の も の の よう に 思え る 。 

漁業 従事 者 の 減少 と 高齢 化 の 問題 は 、 日 本 の 水産 業 さら に 
は 日 本 の 一 次 産業 全体 が 抱え る 課題 で ある 。 県 、 沿 岸 市 町 村 
は 、 新 規 漁業 就労 者 の 確保 に 向け て リク ルー ト 事 業 を 進め て き 
て いる 。 令 和 元 (2019) 年 度 か ら は 、 新 た に 「 い わ て 水産 アカ デ 
ミー」 を 開設 し 、 漁 業 就労 者 の 育成 支援 を 開始 し て いる 。 機 会 の 
提供 と 育成 支援 は 極め て 重要 で あり 、 成 果 が 得 ら れる こと を 切 
に 願う と ころ で ある 。 し か し 、 人 口 減少 と 都市 集中 傾向 を 見 る と 、 
この 課題 の 克服 は 非常 に 困難 に 思わ れる 。 是非 、 長 期 的 か つ 
継続 的 な 事業 と し て 展開 し て ほし い 。 また 、 今 後 も 就労 者 の 高 
齢 化 傾向 が 継続 する と 考え られ 、 作 業 効率 化 ツ ー ル や 作業 支 
援 ツ ー ル な どの 先進 技術 の 導入 も 図っ て いく 必要 が ある だ ろう 。 

シロ サケ や 多 獲 性 回 遊魚 の 不 漁 の 原因 に つい て は 、 地 球 温 


暖 化 、 潮 流 に 起因 する 海況 変化 、 国 際 的 な 漁獲 競争 、 ク ジラ 次 
源 量 の 増加 な ど が 推定 され て いる 。 本 現象 の 主因 が 地球 温暖 
化 に 伴う 海水 温 の 上 昇 に よる 魚 種 交 代 な ら ば 、 以 前 の 状況 へ 
の 回 復 の 望み は か な り 薄 いこ と に な る 。 また 、 現 況 の 主因 が 他 に 
あっ た と し て も 、 将 来 的 に 温暖 化 の 影響 び 及 ん で くる こと は 間 違 
いな い だ ろ う 。 漁業 生産 が 天然 の 生産 力 に 依存 し て いる 限り 
(種苗 放流 事業 を 行っ て いた と し て も 例外 で は な い ) 、 こ うし た 間 
題 は 避け て 通れ な い 。 産 業 と し て 安定 化 を 求め る に は 、 多 角 経 
営 化 や 魚類 養殖 、 蓄 養 に よる 効果 的 な 市 場 出荷 な ど 、 獲 っ て 売 
る だ け の 形態 か ら の 脱却 が 必要 に 思わ れる 。 ま た 、 単 一 種 ブ ラン 
ド 「 三 陸 〇 〇 〇 」 で は な く 、「 三 陸 ] あ るい は 「 三 陸 の 魚 ] と いっ た 
汎用 性 の ある ブラ ンド を 育成 する こと で 人 魚 種 交代 へ の 備え と する 
こと が で きる だ ろう 。 

農 災 か ら の 復旧 ・ 復 興 、 農 災 以 前 か ら の 課題 の 克服 、 さ ら に 
今後 SDGs を 含む グロ ー バ ル 化 へ の 対応 は 必須 の 課題 に な っ て 
くる だ ろう 。 幾つ も の 課題 を 抱え 、 水 産業 に 関わ る 全て の 人 が 危 
機 感 を 共有 し て いる 今 は 、 総 力 を 結集 し 新生 三陸 水産 業 へ の 
構造 改革 を 推し 進め る 絶好 の 機会 か も し れ な い 。 三陸 治 岸 の 5 
教育 ・ 研 究 機関 は 、 県 と 沿岸 市 町 村 と と も に 岩手 海洋 研究 コン 
ソー シア ム を 組織 し て いる 。 各 教育 ・ 研 究 機関 も 本 コン ソー シア 
ム を 通じ て 、 技 術 開発 、 人 材 育成 な ど に より 構造 改革 を バッ ク 
アッ プ し て いく こと が で きる だ ろう 。 


岩 災 後 9 年 を 経て 県 や 市 町 村 、 諸 団体 が 取り 組ん で きた 岩 
災後 対応 を 、 次 世代 に 向け て 、 復 興 の 取組 と 教訓 を 踏ま えた 提 
言 集 「 東 日 本 大 農 災 津波 か ら の 復興 一 岩手 か ら の 提言 一 ]} と し 
て 取り まとめ る 意義 は 大 きい 。 し か し 、 本 誌 の 内 容 は 取組 に 対す 
る 自己 点検 が 中 心 と な っ て お り 、 被 災 地 域 や 被災 者 か ら の 評価 
の 視点 が 不足 し て いる よう に 感じ る 。 こ の こと に 関し て は 、 本 誌 
の 構成 に 意見 を 述べ る 機会 が あっ た 私 自身 に も 責任 の 一 端 が 
ある 。 ま た 、 固 災 か ら の 復旧 に 目途 は つい た と 考え られ る も の の 
復興 は まだ まだ 途上 に あり 、 岩 手 県 や 関連 団体 が 行っ て きた 震 
災 対 応 を 評価 する た め に は 、 被 災 程 度 の 違い や 特殊 事情 を 踏 
まえ た うえ で 、 被 災 他 県 と の 対応 方 針 、 方 法 、 成 果 の 違い を 、 岩 
災後 15 年 ある い は 20 年 の 節目 に 比較 考察 する 必要 が ある と 考 
えて いる 。 ( 令 和 元 年 12 月 某 日 ) 
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第 2 章 県 の 取組 る ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 


地域 再興 に 向け シン クタ ンク と 地域 商社 の 設立 を 


株 式 会 社 イ ー ア ー ル アイ 取締 役 、 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 委員 


谷 藤 邦 基 


i か つて は 岩手 県 経済 を けん 引 し て いた 沿岸 音 


東日本 大 岩 災 津波 の 発 災 前 か ら 、 沿 岸部 の 人 口 は 超 勢 的 
に 減少 傾向 に あり 、 産 業 経済 の 面 で も 内 陸 部 に 後 れ を 取る 状 
況 が 続い て いた 。 そ の た め 、 沿 岸部 は 以前 か ら 低迷 が 続く 地域 
で ある と の イメ ー ジ を 持つ 向き も 多い よう で ある 。 

し か し 、 実 の と ころ 戦前 戦後 期 か ら 昭 和 40 年 代 半 ば ぐら いま 
で は 、 沿 岸部 こそ が 岩手 県 の 経済 を けん 引 し て いた 。 漁業 が 盛 
ん で あっ た こと は 言う まで も な く 、 工 業 の 面 で も 大 船渡 の 小野 田 
セメント ( 現 太平 洋 セ メン ト ) 、 釜 石 の 富士 製 鐵 ( 現 日 本 製鉄 ) 、 
宮古 の ラサ 工業 、 久 慈 の 川崎 製鉄 ( 現 dFE ス チー ル ) な ど 、 当 時 
の 日 本 を 代表 する 企業 の 工場 群 が 沿岸 部 に 立地 し て いた 。 ち な 
み に 、 岩 手 県 で 戦前 か ら 市 制 が 施行 され て いた の は 、 県 都 盛岡 
市 以外 で は 、 釜 石 市 (昭和 12[1937]〕 年 ) と 宮古 市 (昭和 16 
[1941〕 年 ) だ け で あっ た こと か ら も 沿岸 部 の 隆盛 ぶり が うか が 
われ よう 。 


i 発 災 前 か ら 長 期 低 迷 傾 向 に 


沿岸 被災 地 の 人 口 は 減少 が 続い て お り 、 残 念 な が ら 回 復 の 
兆し は みえ て いな い 。 こ こ で 注意 すべ きこ と は 、 こ の 人 口 減少 は 
東日本 大 岩 災 津波 の 発 災 前 か ら 継続 し て いる も の で 、 発 災 に よ 
り 人 口 減少 が 加速 し た 面 は ある が 、 決 し て 発 災 を きっ か け に 人 口 
が 減少 し 始め た の で は な いと いう 点 で ある 。 産 業 経済 の 趣 勢 に 
つい て も 同様 で ある 。 


[ 沿岸 部 の 人 口 は どう な っ て いる か 


で は 沿岸 部 の 人 口 推移 は どの よう に な っ て いる の か 。 紙 幅 の 
関係 で 細か くみ て いく こと は で き な い が 、 発 災 直 前 の 平成 22 
(2010) 年 国勢 調査 を 基準 と し て 大 ま か に みる と 、 同 年 に 沿岸 
12 市 町 村 の 人 口 は 27 万 4 千 人 ほど で あっ た 。 そ の 50 年 前 の 昭 
和 35(1960) 年 時 点 で 、 現 在 の 沿岸 12 市 町 村 に 相当 する 地 
域 の 人 口 は 約 40 万 9 千 人 で ある 。 つま り 、50 年 間 で 昭和 35 年 
時 点 の 約 3 分 の 1 に 当たる 13 万 5 千 人 が 減少 し て いる 。 こ の 
間 、 岩 手 県 全体 の 人 口 は 約 8% の 減少 に と ど ま っ て お り 、 実 数 で 
も 1 1 万 8 千 人 程度 の 減少 と 沿岸 部 の 減少 数 より 少な い 。 つま 


り 、 半 世紀 の タイ ム ス パ ン で みれ ば 、 内 陸 部 の 人 口 は 増加 する 
一 方 、 沿 岸部 は 大 きく 減少 し た と いう こと に な る (あく まで も 長期 
スパ ン で 大 ま か に みれ ば と いう こと で 、 実 情 は それ ほど 単純 で は な 
い の だ が …) 。 

か つて 岩手 県 経済 を けん 引 し て いた 沿岸 部 が 、 な ぜ 大 幅 な 人 
口 減少 に 直面 する こと に な っ た の か 。 そ の 要因 は 数 多 あ る が 、 産 
業 面 に つい て みれ ば 、 ま ず 日 本 の 製造 業 が 全体 と し て 重厚 長大 
型 か ら 軽 薄 短 小型 へ と 重心 が 移行 し て いく 中 、 内 陸 部 が その 思 
恵 に 浴 し た の に 対し て 沿岸 部 で は その 波 に うま く 乗れ な か っ た 。 
また 、 岩 手 県 で は 昭和 50 年 代 を 通じ て 高速 道 、 新 幹線 、 空 港 
ジェ ッ ト 化 な ど 高 速 交 通 網 の 整備 が 進み 、 北 上 川 流域 (内 陸 南 
部 ) へ の 製造 業 集積 に 貢献 し た が 、 そ の 効果 は 沿岸 部 まで 及ば 
な か っ た 。 さ ら に 昭和 60(1985) 年 の プラ ザ 合 意 に 端 を 発する 
円 高 に より 、 国 内 水産 物 市 場 が 安価 な 輸入 品 に シェ ア を 奪わ れ 
て いっ た こと も 、 沿 岸部 の 漁業 や 水産 加工 業 に は 打撃 と な っ た 
と 思わ れる (余談 な が ら 、 プ ラ ザ 合 意 後 の 円 高 不況 に より 、 内 陸 
部 で は か えっ て 製造 業 集 積 が 促進 され る 結果 と な っ た ) 。 

この よう な 状況 の 下 、 沿 岸部 で 地域 再興 に 向け 様々 な 努力 
が な され て いる 中 で 起こ っ た の が 東日本 大 岩 災 津波 で あっ た 。 

発 災 後 の 平成 27(2015) 年 の 国勢 調査 結果 に 住民 基本 台 
帳 上 の 移動 (出生 、 死 亡 、 転 入 、 転 出 な ど ) を 加減 し た 令 和 元 
(2019) 年 の 推計 人 口 は 、 約 23 万 4 千 人 で 発 災 前 の 平成 22 
年 に 対し 約 15% の 減少 と な っ て いる 。 こ の 間 の 県 全体 の 人 口 
減少 は 約 8% で ある 。 

また 、 こ の 間 の 人 口 増減 率 を 3 区 分 年 齢 で みる と 、65 歳 以上 
の 老年 人 口 が 約 1% 増 、1564 歳 の 生産 年 齢 人 口 が 約 21% 
減 、15 歳 未満 の 年 少 人 口 が 約 31% 減 と な っ て お り 、 中 長期 的 
に は さら に 人 口 減少 が 加速 する 懸念 が ある 。 

これ 以外 に も 注意 し て お くべ きこ と が ある 。 平 成 27 年 時 点 で 
推計 人 口 と 実際 の 国勢 調査 人 口 に 6,700 人 ほど の 到 離 が 発 
生 し た (国勢 調査 人 口 が 事前 の 推計 人 口 を 上 回 っ た ) 。 推計 
人 口 と 国勢 調査 人 口 の 奏 離 が 発生 する の は 毎度 の こと で ある 
が 、 こ れ ほ どの 差異 が 発生 する こと は 通常 考え られ な い 。 花 離 が 
発生 する の は 、 住 民 票 を 移動 せ ず に 転入 ・ 転 出し た 結果 、 推 計 
か ら 漏 れる 人 口 移 動 が ある た め だ が 、 平 成 27 年 の 砂 離 は お そら 
く 復興 事業 の 関係 者 が 住民 票 を 移動 せ ず に 転入 し て きた 結果 
と 思わ れる 。 実際 、 沿 岸 12 市 町 村 に つい て みる と 、15 一 69 歳 
の 男性 で 約 5 千 人 の 差異 (国勢 調査 人 口 が プラ ス ) と な っ て い 





る 。 こ の 約 5 千 人 の 人 口 が 住民 票 を 移動 せ ず に 転入 し て きた と 
すれ ば 、 転 出す る と きも 住民 票 を 移動 する こと は な い 。 復 興 事業 
は いつ まで も 続く わけ で は な い の で 、 い ずれ この 5 千 人 の 人 口 は 
沿岸 被災 地 を 去る こと に な る で あろ う ( あ る い は 既に 去り つつ あ 
る か も し れ な い ) 。 その 際 、 住 民 票 を 移動 する こと が な いと すれ 
ば 、 そ の 人 口 減少 は 国勢 調査 に よら な けれ ば 把握 で き な い 。5 
千 人 は 現在 の 沿岸 人 口 の 約 2% に 相当 し 、 決 し て 看過 で き な い 
問題 で ある 。 


i 人 口 減少 に どう 対処 すべ きか 


筆者 は 、 東 日 本 大 震 災 津波 復興 委員 会 の 下 に 設置 され た 総 
合 企画 専門 委員 会 の 委員 に 任じ られ 、 そ の 第 1 回 会 合 ( 平 成 23 
2011] 年 4 月 30 日 ) の 際 、「 東 日 本 大 震 災 津波 復興 に 関す る 
メモ ] を 提出 し 、 そ の 冒頭 に 以下 の よう に 記し た 。 

地域 復興 を 産業 ・ 経 済 の 面 か の ら 考え る 場合 、 最 も 重要 か 
つ 基 本 的 な 要素 は 人 口 で あり 、 ま た 、 都 市 計画 の 立案 や ラ 
イフ ライ ン の 整備 に 当たっ て も 人 口 が すべ て の 出発 点 と な 
る 。 

人 口 減少 が 加速 (つつ ある 本 県 に お いて 、 沿 岸 の 被災 
地域 は 特に 人 口 減少 が 著しい 地域 で あり 、 今 般 の 地震 ・ 津 
濾 被害 に より 、 更 に 人 口 減少 (流出 ) が 進む 懸念 が ある 。 と 
り わ け 留 意 す べき は 、 収 入 の 道 を 求め て 生産 年 齢 人 口 が 
他 地 域 へ 流出 し て いく 事態 で あり 、 被 災 者 が 仕事 を 得 た 地 
域 で 新た な 生活 再建 を 始め る と 、 被 災 地 へ の 復帰 は 覚 束 
な く な っ て し まう 。 また 、 一 時 避難 の は ず が 恒久 避難 一 他 地 
域 定 住 と な っ て し まう 場合 も あろ う 。 

住む 人 な くし て 地域 復興 は あり えな い 。 そ れ 故 、 人 口 流出 
は で きる だ け 食 い 止 め て いか な けれ ば な ら ず 、 被 災 者 の 被 
災 地 で の 生活 再建 が 喫緊 の 課題 で ある 。 

(以下 、 略 ) 

発 災 後 、1 カ 月 半 ほ ど 経 過 し て か ら 書 いた 文章 で ある が 、 振 り 
返っ て みて 、 分 か っ て いな が ら ほ と ん ど 何 も で き な か っ た と いう 思 
い が 強 い 。 

し か し 、 上 述 の よう に 、 何 も 手 を 打 た な けれ け ば 今後 も 人 口 が 減 
少し 続け る 可能 性 は 否定 で き な い 。 ま た 、 生 産 年 齢 人 口 や 年 少 
人 口 が 大 きく 減少 する 中 、 老 年 人 口 が 微増 と な っ て いる 状況 を 
考慮 する と 、 現 在 の 沿岸 経済 が ある 程度 は 年 金 に よっ て 支え ら 
れる 構造 に な っ て いる 可能 性 が 高い 。 そ うす る と 、 長 期 的 な 沿岸 
経済 の (特に 小売 ・ 飲 食 ・ 対 人 サー ビス 業 な どの ) 持続 可能 性 に 
疑問 符 が 付く こと と な る 。 

この よう な 状況 を 打開 する た め の 特 効 薬 は な か な か 見 当たら 
な い が 、 最 近 の 調査 で は 被災 者 の 避難 先 で の 定住 意向 が 強 
まっ て き て お り 、 被 災 地 か ら 転 出し て いっ た 人 々 に 帰還 を 促す 段 


階 は 既に 終わ りつ つ あ る と 考え る べき で あろ う 。 も ちろ ん 帰還 の 
意思 が ある 人 々 は 大 歓迎 で ある が 、 そ こ に 多く を 期待 すべ き で は 
な い 。 

そう する と 、 被 災 地 と の 緑 や めか り が な く て も 被災 地 で 働き 暮 ら 
し て いこ うと する 人 々 を 迎え 入れ る よう な 仕掛 けが 必要 で あり 、 言 
葉 を 換え れ ば 出身 地 を 問わ ず 人 々 を 惹き つけ る よう な 「 フ ロン 
ティ ア 」 の 形成 が 必要 で は な か ろう か 。 具体 的 な 「 フ ロン ティ ア 」 
の 中 身 に つい て は 、 ま だ 決定 的 と 言え る も の は な い が 、 例 えば 筆 
者 が 7 年 ほど 前 に 提言 し た コバ ルト 合金 (コバ リオ ン ) の 材料 開 
発 と 金属 版 3D プ リン タ の 開発 を 両輪 と する 3 次 元 造形 シス テム 
開発 プロ ジェ クト の よう な 世界 レベ ル で も 最 先 端 と 言え る R&D プ 
ロジ ェクト を 構想 ・ 展 開 す る よう な 方 向 性 が 考え られ よう 。 ち な み 
に 、 筆 者 の 提言 も 7 年 前 で あれ ば 十分 に 世界 最 先端 と 言え る も 
の で あっ た と 考え て いる 。 


i 三陸 地域 に 特 化 し た シン クタ ンク と 地域 商社 の 設立 を 


当面 の 策 と し て は 、 フ ロン ティ ア 形 成 に 向け た 構想 の 検討 ・ 立 
案 の た め の シ ンク タン ク と その 実行 部 隊 と し て の 地域 商社 が 必 
要 と 考え る 。 場合 に よっ て は シン クタ ンク 機能 を 持つ 地域 商社 と 
いう 形 で も よい か も し れ な い 。 要 は 、 検 討 ・ 立 案 ( シ ンク タン ク ) と 
実行 (地域 商社 ) の 2 つの 機能 が フロ ンティア 形成 に は 不可 欠 
と いう こと で あっ て 、 形 に こだわ る も の で は な い 。 ま た 、 設 立 主体 
は 民間 主導 が 望ま し いと 考え る が 、 地 域 の 実情 を 考慮 する と 公 
設 民営 の よう な 形 ( 県 ・ 市 町 村 等 が 出資 、 民 間 人 が 経営 ) が 現 
実 的 か の も し れ な い 。 

シン クタ ンク に せよ 地域 商社 に せよ 、 筆 者 一 人 の 思い 付き で 
は な い 。 総合 企画 専門 委員 会 メン バー を 中 心 と する 公式 ・ 非 公 
式 の 議論 の 産物 と 言っ て よい 。 県 当局 に 具体 的 な 検討 を お 願 
いで き な い も の で あろ うか 。 
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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 本 語 語 語 誠 I 


東日本 大 震 炎 復興 に 対す る 期待 と 提言 


岩手 大 学名 誉 教 授 、 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 委員 


平山 健一 


i 復興 の 現状 


三陸 沿岸 は 温暖 な 気候 と 海 の 恵 み に よ っ て 発展 し て きた 地 
域 で ある が 、 近 年 、 高 齢 化 と 人 口 減少 が 進ん で いた 。 発 災後 8 
年 の 歳 月 を 経て 壊滅 的 な 被害 を 受け た 港湾 施設 ・ 海 岸 防災 施 
設 等 の 再建 が 進み 、 昔 の 街並み が よう や く 思 い 出 せる と ころ まで 
復興 が 進ん で いる 。 ま た 三陸 の 安全 を 願っ て 事業 化 さ れ た 三陸 
縦貫 自動 車道 や 沿岸 と 内 陸 を 結ぶ 横断 道路 の 整備 は 予想 を 
上 回 る スピ ー ド で 進め られ 完成 が 目前 と な っ て いる 。 一 方 、 水 産 
業 を 支え て いた 豊富 な 漁獲 量 の 低迷 が 続い て お り 、 ま た まち づく 
り に は 予想 以上 の 時 間 を 要 し て し まっ た こと な ども 重なり 、「 なり 
わい 」 の 再建 や 商店 街 の 回 復 が 遅れ て いる 。 「 暮らし 」 で は 、 新 
た に 形成 され た コミ ュ ニ ティ に お ける 高齢 独居 者 の 見 守り や 被 
災 者 の 「 こ ころ の ケア ] 等 の 課題 が 残さ れ て いる 。 岩 災 の 記憶 を 
後世 に つなぐ 動き も 始ま っ て いる が 復興 は まだ 半ば で ある 。 


i 復興 の 課題 と 対策 


| 三陸 ビジ ョ ン と 広域 連携 の 欠如 

三陸 の リア ス 式 地形 の 小さ な 湾 を 囲む 地域 は それ ぞ れ が 独立 
し た 個性 的 な 社会 を 形成 し て きた 。 こ の 閉ざさ れ た 風土 の た めか 
「 吉 浜 の 乾 秀 」、「 宮 古 の 花見 牡丹 」 の よう に 良質 で 新鮮 な 三 
陸 の 海産 物 の 商品 化 が 特定 の 地域 に 限定 され 、 小 規模 の 売 
買 に 止ま っ て いる こと は 残念 で ある 。 三陸 の 水産 業 の 底上げ と 
商品 の 付加 価値 の 向上 に は 産地 間 の 協 働 に より 「 三 陸 ブ ラン 
ド 」 と し て の 大 規模 な 流通 体制 の 構築 が 期待 され る 。 ま た 今後 、 
発展 が 期待 され る 観光 に お いて も 広域 的 な 視点 を 踏ま えた コー 
ス 設定 が 実現 すれ ば 更に 魅力 に 富ん だ 選択 が 可能 と な る 。 

令 和 2(2020) 年 度 に 全線 の 完成 が 予定 され て いる 三陸 縦 
貫 自 動車 道 は 通行 料金 が 無料 で あり 、 八 戸 - 仙 台 間 の 所 要 時 
間 は 従来 の 7 時 間 35 分 か ら 4 時 間 25 分 へ 、3 時 間 10 分 の 短縮 
と な り 、 北 東北 沿岸 部 の 交通 体系 の 高速 化 と 大 消費 地 と 結ぶ 
地域 の 交通 ネッ トワ ー ク の 充実 が 実現 する 。 ま た 「 黒 船 来航 ] と 
例え られ る 因 災 を 契機 と し た 人 や 情報 の 交流 が 始ま っ て お り 、 三 
陸 は その 魅力 を 一 丸 と な っ て 発信 する 絶好 の 機会 を 迎え て いる 。 

三陸 沿岸 地域 の 共通 の 目標 で ある 「 三 陸 ビ ジョ ン 」 の 策定 と 
沿岸 市 町 村 の 連携 強化 の 重要 性 は 総合 企画 専門 委員 会 で も 


度々 指摘 され て きた と ころ で ある が 、 既 存 の | 岩手 県 沿岸 市 町 
村 復 興 期 成 同盟 会 ] な どの 活動 の 具体 化 や 広域 連携 を 先導 す 
る 岩手 県 の 強い リー ダー シッ プ に 期待 し た い 。 


2 災害 対応 の 遊撃 的 組織 ・ 人 材 の 必要 性 

東日本 大 震 災 か ら の 復興 で は 単に 現状 復旧 に 止ま ら な い 抜 
本 的 な 復興 を 目指 すこ と が 「 東 日 本 大 岩 災 復興 基本 法 ] で 明確 
に 述べ られ て お り 、 ま ち づ く り に お いて も 安全 等 の 視点 か ら の 市 
街 地形 成 や 土地 利用 の 白紙 か ら の 見 直し を 含ん だ 計画 策定 が 
行わ れる こと と な っ た 。 被 災 市 町 村 に お いて は 被災 者 の 衣食 住 
へ の 支援 に 加え て 、 津 波 等 の 安全 対策 の 検討 、 土 地 利用 計画 
の 作成 、 計 画 案 へ の 合意 形成 、 土 地 所 有 者 の 同意 、 所 有 者 不 
明 の 土地 ・ 家 屋 の 処理 、 復 興 ま ち づ く り 事 業 の 申請 、 工 事 発注 ・ 
契約 ・ 施 工 管理 等 、 行 政 の 役割 は 多岐 に わた っ て いる 。 

多く の 自治 体 で は 災害 の 犠牲 に よっ て 役場 職員 に も 欠員 が 
発生 し 、 ま た 平時 の 業務 で は 経験 する こと が 少な か っ た まち づく 
り 計画 の 立案 、 国 の 事業 の 受け 入れ 等 、 専 門 的 な 能力 を 持っ た 
人 材 の 不足 が 明らか に な っ た 。 

今回 の 復興 に あたっ て は 、 国 か ら の 出向 、 他 県 ・ 他 市 町 村 等 
か ら の 支援 職員 の 派遣 、 退 職 者 の 再 雇用 、( 独 ) 都 市 再生 機構 
の 職員 派遣 (岩手 県 、 宮 城 県 、 福 島 県 の 3 県 併せ て 1 県 18 市 
町 村 ) 等 の 支援 が 得 ら れ た こと は 幸運 で あっ た が 、8 年 経っ た 令 
和 元 (2019) 年 度 に お いて も 県 、 市 町 村 へ の 派遣 が 長期 化し 
て お り 派 遣 元 の 負担 を 強い る 結果 と な っ て いる 。 

今後 の 課題 と し て 、 災 害 時 に 救援 の 拠点 と な る 庁舎 の 安全 
に 対す る 万 全 の 配慮 と 他 市 町 村 と の 相互 支援 協力 体制 の 整 
備 や 、 災 害 復旧 に 臨機 応変 に 対応 で きる 機動 性 の 高い 組織 や 
人 材 バ ンク の 整備 等 が 必要 で ある 。 


3 国 の 復興 予算 の 効率 的 運用 

東日本 大 震 災 に お いて は 国 か ら の 財政 支援 は 手厚く 、 財 政 
基盤 の 脆 憎 な 被災 地 に と っ て 順調 な 復興 が 可能 に な っ た こと は 
有り 難かっ た が 、 例 え 僅 か で も 被災 地 負 担 分 が ある こと に よっ て 
地方 の 自立 を 誘導 する こと に つなが る の で は な いか 。 

また 復興 に は 順序 が ある 。 流失 し た 水産 加工 場 の 工場 再建 
の 目処 さえ 立た な い 時 期 に 技術 開発 や 商品 開発 の 支援 事業 は 
尚早 で ある 。 復 興 予 算 は 復興 の 進行 の 過程 で 、 適 切な 時 期 に 、 
被災 者 に 確実 に 届け る こと が 大 切 で ある 。 国 の 予算 制度 の 的 


確 な 運用 を 期待 し た い 。 

国 が 準備 し た 復興 の た め の 補 助 金 の 対象 か 被災 地 の 状況 
が は み 出 る 場合 に は 、 支 援 が 困難 な 場合 が 見 られ た 。 災害 に は 
様々 な 原因 や 形態 が あり 、 地 域 特有 の 事情 の 存在 や 人 命 に 関 
わり 緊急 性 の 高い 非常 時 の 対応 に つい て は 現場 の 判断 が 優 
先 さ れる こと は 当然 で ある 。 予算 使途 に つい て 現場 の 裁量 権 が 
含ま れる よう な 補助 金 制度 が 多く の 被災 地 で 待望 され て いた 。 


4 復興 庁 の 調整 機能 に 期待 

東日本 大 岩 災 で は 「 木 質 が れき ] が 大 量 に 発生 し た 。 西日本 
の 地域 産学 官 連携 組織 と 地元 大 学 が 連携 し て 、 岩 災 廃 木材 の 
うち 高 品質 の 廃材 は チッ プ 化 し て 仮設 住宅 用 の 復興 ボー ド に 、 
低 品 質 の チッ プ は 関西 に 輸送 し て 発電 燃料 と し て 利用 する プロ 
ジェ クト の 提案 が あっ た 。 本 提案 の 実現 の た め 木 材 中 の 塩分 除 
去 技 術 が 開発 され る 等 、 木 質 が れき の 処理 促進 と 再 資源 化 が 
期待 され て いた 。 

この プロ ジェ クト に お いて は 、 が れき の 処理 (環境 省 ) 、 バ イオ 
燃料 の 買取 り ( 経 済 産業 省 ) 、 木 材 復 興 ボ ー ド の 生産 (農林 水 
産 省 )、 仮 設 住宅 の 建設 (国土 交通 省 )、 雇 用 の 創出 (厚生 労 
働 省 ) 等 、 多 く の 省 庁 と の 調整 と 認可 が 必要 と な る も の で ある 。 
残念 な が ら 本 プロ ジェ クト は 「 放 射 性 が れき 」 の 受け 入れ 拒否 等 
の 理由 で 計画 通り に は 進ま な か っ た が 、 省 庁 の 壁 を 越え て 推進 
され た 複合 的 な プロ ジェ クト の 一 つ で ある 。 省庁 間 に ま た が る 調 
整 を 要する 多様 な 現場 の 要求 に 対し て 復興 庁 の 強い リー ダー 
シッ プ と 調整 能力 を これ か ら も 期待 し て いる 。 


5 読み 切れ な か っ た 土地 造成 ( 面 的 整備 ) の 遅れ 

復興 の まち づく り に お いて 、 計 画 に 対す る 被災 者 の 合意 形成 
の 難し さ 、 土 地 所 有 者 の 確認 、 手 続き の 米 雑 さ 、 所 有 者 不明 の 
土地 収用 対策 等 に 予想 以上 の 時 間 を 要 し た 上 、 労 働 者 の 不 
足 、 人 件 費 ・ 建 設 資材 の 高騰 等 に よる 発注 の 不調 等 、 当 初 に 
予期 し て いな か っ た 理由 も 加わ り 、 市 街 地 再建 の 基盤 と な る 面 
的 整備 工事 に 遅れ が 生じ る こと と な っ た 。 高齢 者 に と っ て 8 年 間 
は 乗り 越え る こと が 難し い 時 間 で あり 、 少 し の 遅れ が 被災 者 の 
生活 再建 の 不安 や あき ら め の 原因 の ひと つと な っ て し まっ た こと 
は 残念 で あっ た 。 

被災 地 は 被災 前 か ら 人 口 減少 が 続い て いた が 、 復 興 工事 の 
遅れ に よる 被災 者 の 心変わり に より 目標 人 口 規模 が 計画 時 よ 
り 減少 し た た め 、 完 成 し た 用 地 の 用 途 の 見 直し が 必要 な ケー ス 
も 生じ て いる 。 


6 NPO の 育成 
災害 か ら の 被災 者 支援 や 災害 復旧 に お いて 、 民 間 の 多様 な 
担い 手 を まとめ 行政 を 補完 する 「 防 災 ボ ラン ティ アセ ンタ ー」 等 


の 中 間 支援 組織 の 役割 に 対す る 期待 に は 大 きい も の が ある 。 
今回 の 津波 災害 に お いて も 専門 的 な 能力 を 発揮 し て 避難 所 の 
運営 等 に お いて 大 き な 役 割 を 果たし た が 、 復 興 の 進展 と 共に 業 
務 が 減り 人 員 の 削減 が 余儀 な くさ れ て いる 。 

平成 10(1998) 年 に 成立 し た 「 特 定 非 営利 活動 促進 法 ] は 
市 民活 動 の 位置 づけ を 明確 に する も の で ある が 、 こ れ ら の 活動 
団体 は 有 為 な 人 材 の 生活 を 支え る 「 雇 用 の 場 ] で も ある 。 運営 
資金 や 人 材 を 確保 する 仕組 みや 平時 の 役割 等 、 健 全 な 活動 基 
盤 の 保障 と 充実 は 大 き な 課題 と し て 残さ れ て いる 。 


7 復興 過程 の フォ ロー アッ プ の 重要 性 

岩手 県 復興 計画 の 策定 に お いて は 、 地 元 主体 の 検討 組織 
(「 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 委員 会 ]) を 立ち 上 げ 、 被 災 
地 の 市 町 村 や 被災 者 の 想い を 尊重 し た 復興 計画 を 策定 し て 事 
業 を 推進 し て きた 。 ま た 復興 の 進捗 状況 は 定期 的 に 情報 提供 し 
て 被災 者 や 被災 地 の 思 い を 把握 し な が ら 岩 手 県 復興 局 と 外部 
有識者 の 議論 の 場 で ある 「 総 合 企画 専門 委員 会 ] の 下 で 対策 
を 練り 、 事 業 に フィ ー ド バッ ク さ せ て きた 。 岩 手 県 が 志向 し た 地元 
主体 、 草 の 根 的 な 進め 方 の 評価 は まだ 尚早 で ある が 、 岩 手 県 の 
復興 過程 は 、 水 産 を な り わ いと し 、 人 口 減少 と 高齢 化 が 進む 我 
が 国 の 沿岸 地方 の 地域 づく り の 貴重 な 先行 事例 と な る こと が 
期待 され る 。 

東日本 大 岩 災 の 教訓 を 継承 し て いく た め の 拠 点 と し て 、 岩 手 
県 の 「 東 日 本 大 岩 災 津波 伝承 館 」 等 が 令 和 元 年 月 に オー プン 
し て いる が 、 少 な く と も 今後 30 年 間 は 岩手 県 また は 大 学 等 研究 
機関 に お いて 、 よ り 解 析 的 な 視点 か ら フ ォ ロ ー ア ッ プ を 続け る こと 
が 望ま し い 。 


cw 


当初 計画 され た 8 年 間 の 県 の 復興 期間 は 終了 し 、 残 され た 復 
興 の 課題 は 令 和 元 年 度 よ り 新しい 県 総合 計画 に 含ま れ 地 域 創 
生 の 取組 み の 中 で 継続 され て いる が 、 人 口 減少 対策 に つい て 
し っ か り し た 見 通し が 得 ら れ て いな い 点 が 気 に な っ て いる 。 
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第 2 章 県 の 取組 る ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


東日本 大 岩 


岩手 大 学 農学 部 教授 、 


広田 純一 


i は じ め に 


本 稿 で は 、 総 合 企画 専門 委員 会 の メン バー と し て 東日本 大 岩 
災 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 関わ っ て きた 立場 か ら 、 広 く 岩 災 の 教訓 を 
考え て みた い 。 


i 三陸 沿岸 の 津波 被災 地 の 特 徴 


末日 本 大 展 災 の 被災 地 は 、 立 地 条 件 に よっ て 、 三 陸 沿 岸 、 仙 
台湾 岸 、 福 島 沿 岸 の 3 つ に 分 ける こと が で きる 。 三 陸 沿 岸 は 更 
に 、 沿 岸 北部 と 沿岸 南部 に 分 ける の が 適当 で ある 。 

今回 の 岩 災 で 最も 大 き な 被 害 を 被っ た の は 三陸 沿岸 南部 で 
ある 。 謀 源 が 三陸 沿岸 南部 の 沖 だ っ た こと も ある が 、 元 々 リア ス 

岸 の 狭い 平地 に 中 心 市 街 地 が 立地 し て お り 、 そ こ を 大 津波 が 
襲 っ た た めで ある 。 そ の 結果 、 こ れ ら の 地域 の 市 町 村 で は 、 都 市 行 
政 機能 が 麻痺 し 、 復 | 旧 ・ 復 興 に 大 き な ハ ン デ を 背負 っ て し まっ た 。 

これ に 対し て 三陸 沿岸 北部 は 、 震 源 か ら 離 れ て いた こと に 加 
えて 、 そ も そ も 中 心 市 街 地 が 内 陸 部 に あっ た た め 、 都 市 行政 機 
能 の 損傷 は 限定 的 で あっ た 。 こ の た め 謀 災 直 後 か ら 行政 主導 
の 復旧 ・ 復 興 が 始ま り 、 そ の スピ ー ド も 速かっ た 。 

ちな み に 、 仙 台湾 岸 も 中 心 市 街 地 が いずれ も 内 陸 で あっ た た 

め 、 沿 岸部 の 被災 は 甚大 で は あっ た が 、 都 市 行政 機能 は 維持 さ 
れ た 。 福島 人 双岩 も 同様 で ある 。 

さて 、 岩 手 県 の 三陸 沿岸 被災 地 は 、 都 市 行政 機能 に 甚大 な 被 
害 を 受け た 市 町 村 が 多かっ た こと に 加え て 、 も う 一 つの 特徴 が あ 
る 。 そ れ は 被災 地 の 復 興 期 間 中 の 雇用 や 生活 サー ビス を 支え て く 
れる 大 都市 が 最寄り に な か っ た こと で ある 。 仙 台湾 岸 の 被災 地 と 
の 違い で ある 。 こ の た め 、 生 活 の 不便 か ら 固 災後 に 被災 地 に と ど ま 
る こと が で きず 、 岩 手 県 の 内 陸 部 等 に 転出 せ ざ る を 得 な い 被 災 者 
が 大 勢い た 。 こ の こと が 結果 と し て 大 幅 な 人 口 流出 に つなが っ た 。 

また 、 津 波 被災 地 の 特 徴 と し て 、 被 災 前 の 元 地 で の 再建 が 大 
幅 に 制約 され る こと が 挙げ られ る 。 今回 の 岩 災 復興 で は 、 住 宅 
や 公共 施設 に つい て は 、 被 災 元 地 で の 再建 は 原則 と し て 禁止 さ 

高台 や 内 陸 に 移転 する か 、 又 は 高い 防潮 堤 の 建設 と 元 地 

の 高 上 げ を 行う こと と され た 。 こ の た め 、 町 や 村 の 再建 に は 長い 
時 間 が か か り 、 仮 設 住宅 等 で の 不 自由 な 生活 を 長期 間 に わ た っ 
て 強い られ る こと と な っ た 。 


火 か ら 何 を 学ぶ べき か _ 


岩手 県 東日本 大 震 災 津 波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 


と も あれ 、 被 災 地 が 広域 か つ 多 様 で あっ た こと に 対し て 、 そ れ 
に 応じ た 復旧 復興 支援 の あり 方 が あっ て も よかっ た よう に 思う 。 
例え ば 、 都 市 行政 機能 が 崩壊 し た 自治 体 に 対し て は 、 人 命 救助 

の 次 に 、 ま ず は 都市 行政 機能 の 復旧 を 最 優先 し 、 包 括 的 か つ 
集中 的 な 行政 支援 が あっ て も よかっ た 。 市 町 村 中 心 の 復興 と い 
う 原 則 が あっ た た め 、 国 も 県 も 遠慮 が あっ た か も し れ な い が 、 今 後 
の 教訓 と し て 考え て お くべ きだ ろう 。 


地域 コミ ュ ニ ティ の 復興 支援 


東日本 大 震 災 で は 、 被 災 者 の 住宅 再建 に 加え て 、 事 業者 の 
事業 再建 に 対し て も 、 グ ルー プ 補 助 金 等 の 新しい 制度 が 導入 さ 
れ 、 大 き な 成 果 を 挙げ て きた 。 そ の 一 方 、 被 災 し た 自治 会 な ど 、 地 
域 住 民 組 織 に 対す る 支援 は 不 十 分 で あっ た 。 謀 災後 、 各 地域 
の 住民 は 複数 の 仮設 住宅 等 に 分 散 し て 仮住まい し 、 連 絡 や 集 
会 や も ままならない 状況 に 置か れ た が 、 有 効 な 支援 が ほとん ど 行 わ 
れ て こ な か っ た 。 個 々 の 被災 者 や 事業 者 に 対す る 支援 の 手 厚 さ 
に 比べ る と 、 そ の 手薄 さ が 際 立っ て いる 。 

その 背景 に は 、 コ ミュ ニテ ィ が 「 自 然 に ] 存在 する も の で あり 、 特 
段 の 支援 は 不要 と いう 基本 認識 が あっ た よう に 思わ れる 。 し か し 、 
固 災 後に 目の当たり に し た の は 、 コ ミュ ニテ ィ は 放置 し て お いて も 
生ま れ な いこ と 、 コ ミュ ニテ ィ は 「 つ くる も の 」 で ある と いう こと で ある 。 

も っ と も 、 仮 設 住宅 や 災害 公営 住宅 に つい て は 、 阪 神 ・ 淡 路 
大 岩 災 の 教訓 を 踏ま えて 、 コ ミュ ニテ ィ の 重要 性 が 説 か れ 、 支 援 
員 を 配置 する な ど 、 コ ミュ ニテ ィ づ くり へ の 支援 も 行わ れ て は き 
た 。 た だ 、 と り わ け 復 興 初期 段階 で の コミ ュ ニ ティ の 再建 支援 が 
手薄 で あっ た こと は 否め な い 。 

今後 の 教訓 と し て 、 被 災 者 情報 の 提供 、 被 災 住 民 同 士 の 連 
絡 手 段 、 移 動 手段 の 確保 、 集 会 場所 の 確保 、 各 種 事務 仕事 や 
連絡 調整 業務 の 支援 貞 の 確保 、 復 興 計画 や 復興 まち づく り に 
対す る 専門 家 派遣 な ど 、 被 災 コ ミュ ニテ ィ に 対す る 総合 的 な 支 
援 ス キー ム 事 業 の 構築 が 求め られ る だ ろう 。 


、 住民 主体 の 地域 づく り と 協 働 の まち づく り 


被災 地 の コ ミュ ニテ ィ 支 援 に 関わ る 中 で 、 教 誕 と し て も うー つ 
感じ た こと は 、 普 段 か ら の 住民 主体 の 地域 づく り と 協 働 の まち づ 
くり の 経験 の 重要 性 で ある 。 


ここ で 住民 主体 の 地域 づく り と いう の は 、 地 域 住 民 が 地域 の 
共通 の 課題 を 協同 で 解決 する 取組 の こと で 、 近 年 で 言え ば 、 生 
活 弱 者 で ある 高齢 者 の 見 守り や 草刈 り ・ 除 雪 支 援 、 地 域内 の 
耕作 放棄 地 や 空き 家 ・ 空 き 地 対 策 、 祭 りや 伝統 行事 の 継承 、 子 
供 た ち 向 け の ふる さと 教育 、 都 市 農村 交流 、 移 住 定住 対策 、 地 
域 の 農産 物 の 直売 所 開設 や 特産 品 の 開発 な ど で あ る 。 地域 住 
民 自 ら が 地域 の 課題 に 気づき 、 共 有 し 、 解 決 策 を 考え 、 役 割 分 担 
し な が ら 、 実 行 に 移す と いう 経験 を 、 普 段 か ら 積ん で いれ ば 、 い ざ 
と いう 時 に も 迅速 に 動け る 。 今回 の 岩 災 に 当たっ て も 、 普 段 か ら 
地域 づく り に 取り 組ん で いた 地域 ほど 復興 対応 も 良好 で あっ た 
よう に 思う (た だ し 、 役 員 が 亡くな っ て し まっ た り 、 全 世帯 が 流出 し 
た よう な 地域 で は 必ず し も 当て は ま ら な い ) 。 

同じ こと は 、 行 政 と 地域 の 協 働 の まち づく り に も 当て は まる 。 
岩 災 前 か ら 行 政 と 地域 が 協 働 し て 地域 課題 に 対処 する 経験 を 
有 し て いた 自治 体 ほど 、 震 災後 の 両者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン は 相 
対 的 に 良好 で 、 協 力 し て 復興 対応 に も 当たれ て いた と 言っ て よ 
い 。 普 段 か ら の 両者 の 関係 性 と 共通 体験 の 有無 が 、 そ の 違い を 
生ん だ と 考え られ る 。 

あら ゆる 分 野 で 言え る こと だ が 、 結 局 の と ころ 、 日 常 の 備え が 
重要 だ と いう こと で ある 。 で きる こと な ら 、 今 回 の 岩 災 復興 の 取組 
自体 を 、 住 民主 体 の 地域 づく り と 協 働 の まち づく り の 機会 と し て 
生か せれ ば な お 良かっ た が 、 さ す が に 課題 が 重 す ぎ た か も し れ な 
い 。 た だ 、 コ ミュ ニテ ィ づ くり な ど ソ フト 面 の 復興 は 、 今 後 も 続く の 
で 、 そ の プロ セス を 上 手 に 生か し て 、 地 域 の 課題 解決 力 の 向上 、 
及び 行政 と 住民 の 協 働 力 の 向上 に 結び つけ て いけ れ ば と 思う 。 


i 長期 避難 対策 


東日本 大 岩 災 は 被害 の 規模 が 桁外れ に 大 きく 、 極 め て 広域 
に わた っ た こと も あり 、 復 興 に 長い 時 間 が か か っ た 。 被 災 者 の 避 
難 生活 は 長期 間 に わ た り 、 小 学生 時 代 を ずっ と 仮設 住宅 等 で 
過ごし た 子供 も 大 勢い た 。 こ れ ま で の 復興 の 考え 方 と し て 、 避 難 
期間 は 復興 まで の 過渡 期 で あり 、 多 少 の 不便 ・ 不 自由 は や む を 
得 な いと いう 認識 が あっ た よう に 思う 。 し か し 、 こ れ だ け 避 難 が 長 
期 化す る と 、 そ の 認識 その も の を 変え る 必要 が ある の で は な い 
か 。 近 年 、 我 が 国 の 避難 所 の 劣悪 さ が 指 摘 さ れ て いる が 、 仮 設 
住宅 等 で の 長期 に わた る 避難 生活 に つい て も 、 同 様 の 問題 が 
あり 、 今 後 の 教 訓 と し て 検討 すべ き で あろ う 。 


i 農業 の 復興 
被災 農地 が 1 万 ha を 超え た 宮城 県 に 比べ る と 、 岩 手 県 の 農 


業 被害 は 相対 的 に は 小さ か っ た 。 ま た 、 平 地 の 水 田 農 業 地帯 が 
広範 に 被災 し 、 個 別 経営 か ら 大 規模 経営 へ の 移行 が 課題 と 


な っ た 宮城 県 と は 異な り 、 元 々 自給 的 農家 が 大 半 で あっ た 岩手 
県 沿岸 で は 、 陸 前 高田 市 や 大 船渡 市 の 一 部 を 除け ば 、 そ うし た 
政策 課題 は あま り 問題 に な ら な か っ た 。 た だ し 、 農 業 の 6 次 産業 
化 や 新しい 品目 の 導入 は 、 岩 手 県 の 農業 被災 地 で も 重要 な 課 
題 で 、 う まく 対応 し て きた と 評価 で きる 。 

農業 の 復興 に つい て 教訓 が ある と すれ ば 、 地 域 景観 の 大 部 分 
を 占め る 農地 、 と くに 水田 の 復旧 ・ 復 興 が 地域 住民 の 精神 面 に 
与え た 効果 で あろ う 。 陸 前 高田 市 の 小 友 地 区 な ど で 見 られ た こと 
だ が 、 水 田 の 復旧 に よっ て 、 一 気 に 地 域 全体 の 復興 感 が 高まっ 
た 。 農 地 の 復 旧 復 興 は 、 住 宅 の 再建 に 比べ る と 後回し に され が 
ち で 、 実 際 被 災 地 の 雰囲気 は そう だ っ た 。 し か し 、 住 宅 の 再建 に 
は それ な り の 時 間 が か か り 、 が れき が 片付い た だ け で 、 変 わら な い 
風景 が し ば らく 続い た 。 固 災 2 年 目 以降 、 復 興 感 の 停滞 が 見 られ 
た の は 、 い つま で も 変わ ら な い 風 景 が 大 きく 影響 し た こと は 明らか 
で ある 。 農地 の 復旧 は そう し た 停滞 感 を 一 気 に 吹 き 払 っ た 。 

東日本 大 岩 災 は 、 農 地 の 復 旧 は 風景 の 復旧 で ある と いう こと 
を 如 実 に 示し て くれ た 。 そう で ある な ら 、 今 後 の 教訓 と し て 、 住 宅 
再建 と 並行 し て 、 農 地 の 復 旧 を 積極 的 に 進め る こと が 、 地 域 全 
体 の 復興 に と っ て 重要 で ある こと を 伝え て いく べき で あろ 2 う 。 現在 
進行 形 の 福島 の 復興 に 際 し て も 、 重 要 な 示唆 を 与え て くれ る は 
ず で ある 。 


| 創造 的 復興 と 災害 復旧 


東日本 大 岩 災 復興 構想 会 議 の 『 復 興 へ の 提言 」( 平 成 23 
(2011) 年 6 月 25 日 ) や それ を 受け た 政府 の 「 東 日 本 大 震 災 か ら 
の 復興 の 基本 方 針 」 (平成 23 年 7 月 29 日 ) で は | 創造 的 復興 」 
が 誠 わ れ 、 そ の 後 の 復興 計画 や 事業 に 際 し て も 、 復 興 の 理念 
し て 尊重 され た 。 創造 的 復興 の 具体 的 な 内 容 に つい て は 様々 な 
議論 が ある が 、 農 災 前 より も 良い 地域 を 創る と いう 点 で は 共通 
理解 が ある だ ろう 。 

と ころ で 、 ハ ー ド 施設 の 復旧 復興 に つい て は 、 復 興 交 付 金 に 
基づく 事業 と 災害 復旧 事業 と が ある 。 こ の うち 復興 交付 金 事業 
に つい て は 、 創 造 的 復興 の 理念 に 基づい て 、 様 々 な 工夫 が 凝ら 
され て きた 一 方 、 災 害 復旧 事業 に つい て は 、 と も すれ ば 原形 復 
旧 に こだわ りす ぎる きら い が あ っ た 。 津波 で 全て が 流出 し 、 ハ ー ド 
施設 の 配置 や 規模 が 従前 と は 異な る も の に な ら ざ る を 得 な い の 
に 、 明 ら か に 意味 の な い 原 形 復旧 を 強い る よう な 場面 が あっ た と 
いう こと で ある 。 

ここ で 指摘 し た い の は 、 個 々 の そう し た 事例 を 批判 する こと で 
は な い 。 津 波 被災 地 の 復 旧 復 興 で 明らか に な っ た 災害 復旧 事 
業 の 課題 が 、 実 は 近年 の 災害 復旧 事業 全般 へ の 教訓 に で きる 
の で は な いか と いう こと で ある 。 水害 や 土砂 災害 、 火 山 災害 等 で 
も 、 原 形 復旧 が 困難 、 も し く は 適当 で は な い ケ ー ス は 多々 ある 。 
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重要 な の は 形態 の 復旧 で は な く 、 機 能 の 復旧 で ある 。 更 に 言え 
ば 、 災 害 後 に 人 が 住ま な く な る 可能 性 が ある 場合 は 、 復 旧 自 体 
を 見 合わ せる と いう 選択肢 が あっ て も よい 。 現状 で は 、 自 治 体 に 
負担 を 生じ な い 災 害 復旧 事業 に 頼ら ざる を えな い 事 情 が ある の 
は 理解 し た 上 で 、 災 害 復旧 事業 の あり 方 その も の を 、 時 代 に 合 
わせ て 見 直し て いく 必要 が ある の で は な か ろう か 。 


i 被災 自治 体 の 包括 的 支援 


冒頭 で も 触れ た が 、 市 町 村 庁 舎 と 職員 が 被災 し 、 都 市 行政 機 
能 が 大 幅 に 低下 し た 自治 体 に 対し て は 、 個 々 の 業務 の 支援 と い 
う よ り は 、 行 政 機能 全体 の 包括 的 支援 が 必要 で あっ た 。 そう し た 
自治 体 で は 、 自 分 た ち に 代わ っ て 、 当 面 の 対応 に つい て 必要 な 
指示 を し て くれ る 主体 が 必要 だ っ た の で ある 。 幾 つか の 被災 自 
治 体 で は 、 固 災後 の 国 等 の 職員 の 動き が 評価 され て いる が 、 そ 
れ は 、 ど う 動 け ば 良い か を 先回り し て 示し て くれ た こと へ の 評価 で 
あっ た 。 こ の 点 に お いて 岩手 県 は や や 慎重 すぎ た よう に 思う 。 被 
災 市 町 村 か ら の 要請 を た だ 待つ の で は な く 、 よ り 積 極 的 に 働き か 
け を し て も よかっ た 。 いわ ゆる プッ シュ 型 の 支援 で ある 。 

無論 、 岩 手 県 も 行政 機能 が 麻痺 し て いた 大 植 町 や 陸前 高田 
市 を 中 心 に 多数 の 職員 を 派遣 し 、 復 旧 復 興 に 大 き な 力 を 発揮 し 
て きた 。 ま た 、 市 町 村 中 心 の 復興 と いう 理念 が ある だ け に 、 関 与 し 
すぎ る こと へ の 懸念 も あっ た こと だ ろう 。 た だ 、 そ れ ら を 考慮 し て も 
な お 、 よ り 積 極 的 な 行政 支援 が 求め られ た よう に 思う の で ある 。 

それ に 関連 し て 、 今 後 の 課 題 と し て 指摘 し て お きた い の は 、 政 
策 担当 者 の 現場 経験 の 重要 性 で ある 。 県 の 復興 計画 を まとめ 
る 時 期 、 本 庁 の 政策 担当 者 は ほとん ど と 現場 に 足 を 運ぶ 機会 が 
与え られ な か っ た 。 総 合 企画 専門 委員 会 の 各 委員 が 頻繁 に 現 
地 に 出かけ て いる の と は 対照 的 で あっ た 。 現地 の こと は 沿岸 を 
所 管 す る 広域 振興 局 で と いう 判断 だ っ た の だ ろう が 、 現 地 の 状 
況 を 直接 目 で 見 て 、 か つ 被 災 者 か ら 直 接 話 を 聴く こと で 得 ら れる 
情報 は 、 机 上 で 資料 や 統計 デー タ か ら 得 られ る 情報 と は 質 ・ 量 と 
も 桁 違い に 多い 。 政 策 担当 者 こそ 現地 に 足 を 運ぶ べき な の で あ 
る 。 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 際 、 兵 庫 県 庁 と 神戸 市 庁 自身 が 被災 
地 の 中 に あっ た こと が 、 そ の 後 の 丁寧 な 復旧 ・ 復 興 支 援 に つ な 
が っ た こと を 教訓 と すべ き で あろ う 。 

いずれ に せよ 、 行 政 機能 の 再建 に 対す る 包括 的 支援 の あり 
方 は 、 東 日 本 大 岩 災 の 教訓 と し て 、 今 後 の 大 規模 自然 災害 に 向 
け て 重要 な 検討 課題 で あろ う 。 


i ボラ ンティア と 関係 ・ 関 心 人 口 の 拡大 


東日本 大 岩 災 の 復旧 復興 に 当たっ て は 、 国 内 外 か ら 大 勢 の 
ボラ ンティア が 駆け つけ て くれ た 。 被災 の 大 き な 地域 ほど 、 た くさ 


ん の ボラ ンティア が 集まっ た 。 ボ ラン ティ ア の 中 に は 、 復 旧 復 興 
が 一 段落 し た 後 も 、 繰 り 返 し 被災 地 を 訪問 し て くれ る 人 々 が い 
る 。 活動 を 通じ て 被災 地 の 住 民 と の つなが り が 生ま れ た 人 た ち で 
ある 。 こ うし た 人 々 は 、 い わ ゆ る 関係 人 口 ・ 関 心 人 口 と し て 、 今 後 
の 被災 地 の ま ち づ く りや 地域 振興 に も 関わ っ て くれ る 可能 性 が 
ある し 、 既 に そう いう 人 材 も 生ま れ て いる 。 

惜しむ らく は 、 大 多数 の ボラ ンティア は 、 関 係 ・ 関 心 人 口 に な ら 
な いま ま 、 被 災 地 と の つなが り が 切れ て し まっ た こと で ある 。 謀 災 
直後 の 被災 地 や 被災 者 に は 、 そ の 先 の こと まで 考え られ な か っ た 
こと は 確か だ が 、 そ う で あれ ば 支援 団体 等 が ボラ ンティア の つ な 
ぎ 止 め の 仕掛 け や 仕 組み を 作る と いう 手 も あ り 得 た よう に 思う 。 


教訓 の 伝承 


復興 の ハー ド 事 業 が 完了 を 迎え よう と し て いる 現在 、 ま ち づ く 
り 等 の ソフ ト 事 業 と と も に 重要 な の が 、 東 日 本 大 震 災 の 伝承 活 
動 で ある 。 言う まで も な く 伝 承 の 対象 は 、 今 回 の 被災 地 ( 並 びに 
岩手 県 ) の 将来 世代 、 及 び 次 に 大 規模 自然 災害 が 想定 され る 
他 地域 の 人 々 で ある 。 

岩 災 伝承 の 方 法 と し て は 、 固 災 遺 構 の 保存 ・ 活 用 、 伝 承 施 
設 メ モリ アル パー ク の 整備 、 写 真 ・ 動 画 ・ テ た キス ト 等 に よる 情報 
提供 、 語 り 部 に よる 伝承 等 が ある が 、 い ずれ の 場合 で も 重要 な 
の は 、 そ うし た 情報 源 を 上 手 に 翻訳 し 、 訪 問 者 等 に 良質 の 学習 ・ 
体験 を し て も ら う こと で ある 。 謀 災 遺 構 を 訪問 し た り 、 伝 承 施設 の 
展示 を 見 る だ け で も 、 そ れ な り の 学習 ・ 体 験 は で きる 。 し か し 、 そ れ 
ら か ら 何 を 学び 、 感 じ る か に つい て は 、 ガ イド や 展示 の 仕方 、 あ る 
い は 事前 の 学習 等 に よっ て 大 き な 違 い が 生 じ る 。 自 然 体験 に 際 
し て 、 イ ンタ ー プ リ テ ー シ ョ ン ( 翻 訳 ) や イン タプ リタ ー( 翻 訳者 ) が 
重視 され る よう に な っ て いる の と 同様 、 震 災 伝 承 に つい て も 、 こ う 
し た イン ター プリ テー ショ ン を も っ と 重視 すべ き で あろ う 。 

他方 、 岩 手 県 と し て 今後 取り 組む べき は 、 県 外 の 他 地 域 で の 
津波 伝承 活動 で ある 。 東日本 大 震 災 の 被災 者 (で 経験 を 語 
る 人 ) を 積極 的 に 県 外 に 派遣 し 、 他 地域 の 住民 に 直接 津波 の 
被災 経験 を 語っ て も ら う こと で ある 。 


お わり に 


多大 な 犠牲 を 生み 、 多 く の 人 の 人 生 を 変え て し まっ た 今回 の 
大 震 災 。 そ の 教訓 を 後世 並び に 他 地 域 に 伝え て いく こと は 、 謀 
災 を 経験 し た 我々 の 責務 で ある 。 今 回 岩手 県 が まとめ た 提言 集 
が その 一 助 と な れ ば 幸い で ある 。 
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防災 文化 の 醸成 ・ 継 承 


岩手 大 学 理工 学部 教授 、 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 委員 


南 正昭 


i 地域 に お ける 防災 文化 の 醸成 と 継承 


東日本 大 岩 災 、 こ の 悲し み を 繰り 返さ な いた め に 、 防 災 文 化 を 
育み 、 長 く 継承 し て いか な けれ ば な ら な い 。 

災害 の 伝承 に は 、 親 や 祖父 母 か ら 子 や 孫 へ の 口伝 え 、 記 録 
文書 や 映像 、 石 碑 に 刻ま れ た 碑文 、 災 害 遺構 、 避 難 路 や 防潮 
堤 、 学 校 復 興 教 育 、 防 災 人 材 育 成 、 震 災 ア ー カ イブ 、 伝 承 館 な 
ど 、 幾 つか の 手段 が あり 、 そ れ ぞ れ が 災害 の 事実 や 教訓 を 受け 
継ぐ 役割 を 担っ て いる 。 

それ ら が 相まって 、 そ の 地域 固有 の 自然 と 社会 の 中 で 、 防 災 
文化 と し て 育ま れ 、 命 を つなぐ 知恵 と し て 、 住 み 続 ける 意志 と し て 
継承 され て いく 。 

災害 は 、 人 、 社 会 、 社 会 基盤 の 脆弱 な と ころ 、 十 分 に 手 が 行 
き 届 いて いな いと ころ に も た ら さ れる 。 そ の 地域 の 自然 と 社会 の 
き 性 を よく 理解 し 、 地 域 の 隅 々 に まで 、 防 災 を 行き わた ら せ て お く 
必要 が ある 。 

住民 、 行 政 、 企 業 、 学 校 な ど 、 地 域 に 住む 多様 な 主体 が それ ぞ 
れ の 役割 を 果たす こと で 、 日 頃 か ら の 負担 を 抑え な が ら 、 い ざと い 
う 時 に は 、 隅 々 に まで 対応 で きる 地域 社会 を つく っ て いく こと 、 そ 
れ が 防災 文化 を 育む 意義 だ と 言え る 。 


i 東日本 大 震 災 か ら の 教訓 と し て の 究極 の 自助 


平成 7(1995) 年 に 発生 し た 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 が 残し た 教訓 
と し て 、「 共助 」 が よく 知ら れ て いる 。 生き 埋め や 閉じ 込め られ た 際 
の 救助 に お いて 、 公 助 、 自 助 に 加え て 、 友 人 、 隣 人 に よる 共助 が 
3 割 近く に 及 ん だ と いう 調査 デー タ を 一 つの 根拠 と し て いる 。 そ 
の 後 、 共 助 は 、 防 災 を 進め る 上 で の ひと つの 重要 な キー ワー ド に 
な り 、 地 域 に お ける 防災 コミ ュ ニ ティ や 防災 組織 の 形成 を 、 促 進 
する こと に つなが っ て き て いる 。 

東日本 大 岩 災 か ら 得 られ た 教訓 に お いて 、 こ の 共助 に 相当 す 
る よう な 、 今 後 の 防災 に 残す べき 教訓 、 そ の 鍵 と な る コン セプト は 
何 か 。 長く 後世 に 引き 継ぐ べき 、 重 要 で わか りや すい 言葉 は 何 
か 。 やはり 、「 て ん で ん こ 」 に 象徴 され る 究極 の 自助 を お いて 他 に 
見 当たら な い 。 

自分 の 命 は 自分 で 守る 、 そ の こと を 家族 や 近隣 の 皆 が 承知 し 
て いる こと 。 親 や 祖父 母 が 、 自 分 の こと は 差し 置い て 子供 や 孫 を 


逃がす こと 。 助かる 人 が 助かる こと で 、 津 波 後 に つなげ る こと 。 て 
ん で ん この 教え が 引き 継が れ て きた 理由 は 、 そ の 知恵 と し て の 有 
用 さ に 加え て 、 そ こ に 込め られ た 自己 と 他 者 が 根底 で つなが る 信 
頼 、 愛 情 に ある の だ ろう 。 幾 た ま び の 津波 災害 か ら の 苦し みや 悲し 
み を 受け 止め 、 そ の 経験 や 知識 の 上 に 築 か れ た 人 や 地域 へ の 
愛情 が 、 そ の 教え を つない で いる 。 

それ 故に 消え る こと な く 伝 わる 。 三陸 治 誠 に 住む 人 た ち は 、 津 
波 に 負け る と いう こと が な い 。 幾度 も 津波 で 被災 し て も 、 災 害 危 
険 区 域 を 指定 し た 東日本 大 岩 災 津波 以前 は 、 多 く の 場 合 に 現 
地 復 興し 、 沿 岸部 へ と 再興 し て いく 歴史 を 繰り 返し て きた 。 人 口 
増加 期 に お ける 市 街 地 土地 利用 の 拡大 だ け で は 説明 し 難い 、 
地域 の 営み が 見 て 取ら れる 。 

生き る こと 、 住 むこ と 、 生 業 (な り わ い ) を 成り 立た せる こと 、 そ の 
地域 の 営み と 一 体 の も の と し て 、 津 波 災 害 の 常 襲 地 で 暮らす こ 
と 、 て ん で ん こ に 象徴 され る 究極 の 自助 防災 が あっ た 。 

振り 返 れ ば 、 海 岸 保 全 施設 等 の 整備 と 避難 を 組み 合わ せ た 
多重 防御 を 柱 と し て 、 岩 手 県 や 沿岸 各市 町 村 で 作成 され た 復 
興 計画 は 、 そ の 立案 か ら 実施 に 至る まで 、 こ の 津々 浦 々 の 地域 
の 自然 と 社会 と の 対話 の 繰り 返し に よっ て 進め られ て きた 。 そこ 
に は 究極 の 自助 を 基底 と する 地域 社会 が 続い て いた 。 だ か ら こ 
そ 岩 手 県 に お いて 復興 計画 は 、 そ の 機能 を 果たす こと が で きた 
の だ ろう 。 

この 共通 の 基底 を 礎 に 、 住 民 は 次 の 住処 を 、 生 業 を 求め 、 地 
方 政府 は 政策 を 立案 、 実 施し 、 そ れ ぞ れ の 主体 が 復興 と いう 一 
つの 目標 に 向かっ て きた 。 未 曽 有 の 大 規模 災害 が 与え た 試練 
に 対し 、 人 々 の 心 が 束 ね 上 げ ら れ て きた も の と 思わ れる 。 


上 津波 伝承 館 が 描き 出す 伝承 の 在り 方 


令 和 元 (2019) 年 9 月 、 岩 手 県 が 整備 を 進め て きた 東日本 大 
農 災 津波 伝承 館 が 開館 し た 。 こ の 展示 内 容 の 検討 に 際 し 、 委 
員 の 一 人 と し て 携 わ ら せ て いた だ いた 。 

この 津波 伝承 館 は 、 全 体 を 通し て 津波 伝承 を 一 つの 形 に 具 
現 化 する も の と し て 構成 され て いる 。 

津波 伝承 館 全体 を 通し て の 展示 の 構成 、 内 容 は 、 津 波 伝承 
館 の 入口 に 掲げ られ て いる 「 ミ ッ シ ョ ン ・ ス テー トメ ント 」 の 趣旨 に 
則 し て いる 。 こ の ミッ ショ ン ・ ス テー トメ ント は 、 多 く の 被 災 者 、 学 識 
経験 者 、 行 政 関係 者 等 に よる 東日本 大 岩 災 の 伝承 に か ける 思 


い を 、 言 葉 を 選ん で 紡い だ も の だ っ た 。 

5 つの 段落 か ら な り 、3 段 落 目 と 4 段落 目 を 記す と 以下 の と お り 
で ある 。 

「 こ の 悲し み を 繰り 返さ な いた め に は 、 知 恵 と 技術 で 備え 、 自 ら 
行動 する こと に より 、 様 々 な 自然 災害 か ら 命 を 守り 、 そ し て 、 自 然 
災害 を 乗り 越え て いく こと が 重要 で す 。 

東日本 大 震 災 津波 伝承 館 は 、 先 人 の 英知 に 学び 、 東 日 本 大 
岩 災 津波 の 事実 と 教訓 を 世界 中 の 人 々 と 共有 し 、 自 然 災 害 に 
強い 社会 を 一 緒 に 実現 する こと を 目指 し ます 。」 

この ミッ ショ ン ・ ス テー トメ ント に 呼応 する 形 で 、 津 波 伝承 館 は 、 
エン トラ ンス 、 ガ イダ ンス シア ター を 経て 、「 歴 史 を ひも と く ]、「 事 
実 を 知る ] 、「 教訓 を 学ぶ 」、「 復 興 を 共に 進め る ] の 4 つの ゾー ン 
構成 で デザ イン され た 。 

「 教 訓 を 学ぶ ] の ゾー ン は 、 緊 急 対応 時 の 消防 団 や DMAT 
等 々 の 多様 な 主体 に よる 救助 ・ 救 援 活動 、 誠 災 発生 か ら の S 年 
間 の 歩み を まとめ る と と も に 、 最 後に 、 て ん で ん こ を 主題 と する 究 
極 の 自助 を テー マ と する コー ナー で 締め られ る 。 さ ら に 、 こ の コー 
ナー の 最後 に は 、「「 て ん で ん こ 」 か ら は じ め る 」 、「 共 に 生き る 」 、 
「 学 び 合う | 、「 ま ち を 一 緒 に つく る 」 の 4 つの パネ ル が 置か れ た 。 
この 津波 伝承 館 の 来館 者 に 、 災 害 か ら 身 を 守る 知恵 を 持ち 帰っ 
て いた だ きた い 。 次 世代 を 担う 若き 人 々 に 、 自 分 自身 の 役割 へ の 
間 い を 深め て ほし い 。 事 実に 基づい て 作成 され た 津波 伝承 館 の 
展示 の 中 で 、 こ こ に は 、 伝 える 側 か ら の メッ セー ジ 、 願 い が 込 め ら 
れ た 。 

自分 の 命 は 自分 で 守る し か な い 。 自 己 と 他 者 は 、 そ の 根底 で つ 
な が っ て いる 。 「 あ な た の 行動 が 、 未 来 を つく る 」 と 。 こ の メッ セー ジ 
は 、 今 、 伝 えよ うと する 側 に ある 私 た ち が 、 東 日 本 大 震 災 か ら 、 三 
陸地 域 に 住む 人 々 か ら 、 学 ん で きた こと 、 そ の も の に ほか な ら な い 。 


i 伝承 も また 対話 の 継続 か ら 


津波 伝承 館 の 開館 に 先立ち 、 そ こ で 来館 者 と 直接 対面 する 
こと に な る 解説 員 の 皆様 と 話 を する 機会 を いた だ いた 。 津 波 災 
害 や 地域 へ の それ ぞ れ の 思い 、 伝 承 へ の 使命 感 を 持ち つつ 、 津 
波 伝承 館 と し て 、 災 害 や 復興 に つい て どこ まで 伝え られ る か 、 初 
め て の 経験 へ の 戸惑い も うか が えた 。 

この 津波 伝承 館 と いう 手段 を 通し て の 伝承 に は 、2 つ の 意 
義 、 裏 腹 の 難 し さ が あ る と 考え られ た 。 一 つ は 、 東 日 本 大 震 災 の 
浸水 域内 、 被 災 し 、 未 だ 復興 の 途上 に ある 被災 地 に 建つ と いう 
こと に ある 。 ま た 一 つ は 、 被 災 者 を 含め 、 津 波 災害 や 伝承 へ の 受 
け 止 め 方 が 、 そ れ ぞ れ に 異な る 多様 な 来館 者 を 迎え る と いう こと 
に ある 。 

津波 の 伝承 を 、 復 興 が 全て 完了 し て か ら 始め る と いう わけ に は 
いか な い 。 被 災 地 が まだ 緊急 対応 と も 、 復 旧 有 段階 と も いえ る 状 


況 に ある 頃 、 応 急 仮設 住宅 に 住み 、 高 上 げ や 高台 造成 な ど で 
次 の 住処 を 築 こ うと する 頃 、 生 業 も まま な ら な い 頃 、 同 時 並行 で 、 
伝承 へ の 取組 が 始ま る こと に な る 。 資料 、 記 録 の 散逸 、 当 事 者 
の 記憶 の 薄 ら ぎ 、 子 供 た ちの 成長 な どか ら 、 次 世代 へ の 伝承 を 
始め る 必要 性 が 高まる か ら で あ る 。 

被災 地 と 非 被 災 地 の 間 で は 、 被 災 か ら の 時 間 経 過 へ の 認識 
へ の ギャ ッ プ が ます ます 大 きく な る 。 被災 を 、 昨 日 の こと の よう に 
覚え て いる 被災 者 は 少な く な い 。 そ の 中 で 、 伝 承 を 進め る と いう こ 
と に は 、 特 に 被災 者 の 方 々 は 、 ま だ 早い と 受け 止め る こと も ある 
の で は な いか 。 被 災 か ら の 復興 、 心 の 在り 方 に は 、 そ れ ぞ れ の 時 
間 軸 が あっ た 。 

来館 者 は 、 被 災 経 験 の 有無 、 年 齢 、 職 業 な ど 、 置 か れ た 状況 
が 多様 で あり 、 伝 承 の 受け 止め 方 も また 多様 で ある 。 復興 が 進 
ん で きた と 感じ て いる 人 と 、 進 ん で いな いと 感じ て いる 人 が いる 。 
何一つ 成し遂げ られ て いな いと 受け 止め る 方 も お られ る に 違い 
な い 。 

復興 期 に お いて 進め られ る 伝承 と は 、 一 方 的 に 伝え よう と する 
の で は な く 、 伝 える 側 と 伝え られ る 側 の 、 そ れ ぞ れ の 在り 様 に 思い 
や り を も ち 、 対 話 を 継続 し な が ら 進 め る も の な の だ と 思わ れる 。 

この 対話 の 繰り 返し を 通し て 、 伝 え 方 、 受 け 止め 方 を 相互 に 了 
解 し て いく 。 防 災 文 化 の 中 に 、「 津波 伝承 文化 ] と で も 呼ぶ べき 
も の を 育ん で いく こと が 、 津 波 伝承 館 の 次 の 役割 の よう に 思わ れ 
る 。 被 災 地 の 住民 、 解 説 員 を 含む 津波 伝承 館 の 運営 者 、 そ し て 
来館 者 の 方 々 と と も に 、 岩 手 か ら 世 界 に 、 後 世に 向け て の 津波 
伝承 の 試み が 、 こ こ か ら 始 まる こと に な る 。 

東日本 大 震 災 、 こ の 悲し み を 繰り 返さ な いた め に 、 防 災 文 化 を 
育み 、 長 く 継承 し て いか な けれ ば な ら な い 。 
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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 本 語 I 


防災 ・ 復 興 に 必要 な 男女 共同 参画 の 視点 


災害 に 強い 地域 を つく る た め 、 決 定 過程 へ の 女性 の 参画 を 促進 する 必要 が ある 


学 画 推進 室 准 教授 
岩手 大 学名 誉 教 授 、 岩 手 県 東日本 大 震 


目 防災 対応 に お ける 
男女 共同 参画 の 視点 の 不足 が 招い た 困難 


地震 を は じ め と する 自然 災害 の 影響 が 性 別に よっ て 異な る こ 
と 、 例 えば 、 女 性 の 労働 負担 や 女性 に 対す る 暴力 が 増加 する 
こと や 、 女 性 の 方 が 、 復 興 の た め の 資 金 や 情報 へ の アク セス が 
で き に くい こと 等 が 明らか と な っ て いる 。 社会 的 な 位置 づけ に 
よっ て 、 女 性 の ほう が 、 災 害 に 対す る 脆弱 性 が 高く 、 対 応 能力 
や 回 復 力 が 弱い た め に 、 災 害 リ スク が 大 きい 状況 に 置か れ て 
いる の だ 。 

日 本 で も 、 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の 経験 を 踏ま え 、 性 別に よ 
衝 の 違い に 配慮 し た 男女 共同 参画 の 視点 か ら の 災害 対応 の 
必要 性 が 提起 され て いた 。 し か し 、 政 策 の 具体 化 に 向け た 動き 
は 鈍く 、 実 質 的 な 取組 は 乏しかっ た 。 こ の よう な 状況 の 中 、 東 日 
本 大 震 災 が 起き た 。 被 災 地 の 応急 的 対応 や 復興 過程 に お い 
て 、 女 性 が 女性 ゆえ の 困難 に 直面 する こと は 容易 に 想像 で き 
た 。 被 災 し た 女性 た ち を 支援 し よう と 努力 し た 民間 の 団体 も あっ 
た が 、 そ の 取組 に は 限界 が あっ た 。 


目 地域 防災 に お ける 
女性 や 多様 な 人 々 の ニー ズ へ の 配慮 の 必要 性 


東日本 大 震 災 で 浮き 彫り に な っ た 課題 は 、 そ の 後 の 対 応 に 生 
か され た の だ ろう か 。 東 日 本 大 岩 災 の 大 き な 教訓 の 一 つ に 、 地 
域 防災 に お ける 女性 や 多様 な 人 々 の ニー ズ へ の 配慮 の 必要 性 
が ある 。 平 成 23(201 1 ) 年 に は 、 国 の 防災 基本 計画 が 改正 さ 
れ 、「 避 難所 の 運営 に お ける 女性 の 参画 の 推進 ] や 、「 女 性 専 
用 の 物干し 場 、 更 衣 室 、 授 乳 室 の 設置 や 生理 用 品 、 女 性 用 下 
着 の 女性 に よる 配布 、 避 難所 に お ける 安全 性 の 確保 な ど 、 女 性 
や 子育て 家庭 の ニー ズ に 配慮 し た 避難 所 の 運営 ] へ の 努力 を 
地方 公共 団体 に 課す こと が 明記 され た 。 こ れ を 受け 、 自 治 体 が 
策定 する 避難 所 運営 マニ ュ ア ル 等 も 改善 され て き て いる 。 

実際 に 、 岩 災後 の 台風 災害 の 被災 地 で 実施 し た ヒア リン グ で 
は 、 マ ニュ アル が 改善 され た こと で 、 女 性 の ニー ズ に 配慮 し た 避 
難所 運営 が スム ー ズ に 進め られ た と の 話 を 聞い た 。 そ の 一 方 で 、 

豪雨 災害 の あっ た ある 地域 で は 、 間 仕切 り が 届い た に も か か わ 
ら ず 、 地 区 の 長 の 判断 で 使え な か っ た 避難 所 が あっ た と いう 。 こ 


農 災 津波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 


堀 久美 
委員 長 菅原 悦子 


の 地域 の 女性 団体 は 、 女 性 の 声 が 届く か 否 か で 、 避 難所 生活 
や 復興 に 違い が 生じ る こと を 実感 し 、 現 在 は 男女 共同 参画 の 視 
点 か ら の 地域 防災 に 取り 組ん で いる が 、 災 害 が 起き る 前 に 取組 
が 進む こと が 望ま し い 。 災害 を 経験 し て いな い 地 域 に 向け 、 地 域 
防災 に お ける 多様 な ニー ズ へ の 配慮 の 必要 性 や 、 地 域 で の 女 
性 の 参画 が 不可 欠 で ある こと を 伝え る 役割 果たす こと が 、 岩 災 
を 経験 し た 岩手 県 に は 求め られ る 。 農 災 経 験 の 風化 を 防ぐ 取組 
と し て も 、 女 性 や 多様 な 人 々 が 直面 し た 困難 等 を 伝え て いく こと 
が 重要 で ある 。 


上 防災 政策 に お ける 女性 の 参画 の 意義 


防災 政策 へ の 女性 の 参画 の 重要 性 も 、 東 日 本 大 震 災 で 
教訓 の 一 Oe 
世話 を する 人 々 を 含む 多様 な 人 の ニー ズ に つい て 生活 者 と し て 
の 視点 を 持っ て いる こと が 多い 。 そ の た め 、 男 性 だ け で 防災 政策 
を 議論 し 、 決 定 し て いく こと は 、 脆 玉 性 の 高い 人 人々 の ニー ズ が 政 
策 に 反映 され に くく な る と いう 問題 を 引き 起こ す 。 平 成 24 
(2012) 年 の 災害 対策 基本 法 改 正 で は 、 防 災 会 議 の 構成 員 に 
自主 防災 組織 の リー ダー や 学識 経験 者 が 追加 され 、 全 国 的 に 、 
防災 会 議 へ の 女性 の 参画 が 進ん だ 。 

岩 災 前 に 女性 委員 ゼロ の 問題 が 指摘 され て いた 岩手 県 防 
災 会 議 も 、 女 性 委員 が 瀬 増し 、 令 和 元 (2019) 年 12 月 末 時 点 
で 75 名 中 15 名 と な っ て いる 。 一 方 、 県 内 市 町 村 で は 、 女 性 委員 
ゼロ の 防災 会 議 が 残っ て いる た め 、 岩 手 県 の 総合 計画 や 国土 
強 勤 化 地域 計画 で は 、 そ れ を な くす こと を 目標 に 掲げ 、 取 組 を 進 
め て いる 。 た だ し 、 会 議 に 女性 委員 が 一 人 いれ ば 問題 が 解決 す 
る わけ で は な い 。 今後 は 、 年 代 や 背景 の 異な る 複数 の 女性 委員 
が 参画 し 、 そ の 地域 で 生活 する 様々 な 人 々 の 声 を 反映 し た 防災 
政策 と な る こと が 期待 され る 。 


i 女性 の 参画 推進 に 有効 な シス テム の 構築 


岩手 県 で は 、 復 興 政 策 に 関し て も 女性 の 参画 に 取り 組ん で お 
り 、 平 成 23 年 7 月 に は 、 女 性 団体 の 代表 等 12 名 に よる 「 復 興 基 
本 計画 ( 案 ) 策 定 等 に 係る 女性 と の 意見 交換 会 ] が 開催 され 


た 。 女性 委員 ゼロ で 設置 され た 「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復 
興 委員 会 ] に 対し 、 県 内 の 女性 た ち が 、 女 性 の 参画 を 要望 する 
声 を あげ た こと へ の 対応 の 一 つ で ある 。 [意見 交換 会 ] は 、 平 成 
24 年 6 月 、 平 成 25(2013) 年 7 月 、 平 成 26(2014) 年 1 月 に も 
開催 され 、 そ の 時 々 の 情勢 を 踏ま えた [提言] が 行わ れ た 。 主 な 
ポイ ント は 、① 復 興 に 係る 政策 方 針 決定 や 実施 の た め の 県 ・ 市 
町 村 の 組織 へ の 女性 の 参画 を 30% に 、② 意 見 交換 会 の 定例 
化 、 よ り 多様 な 女性 の 参画 、③ 女 性 相談 ・ 生 活 再建 助成 申請 
支援 、 起 業 支援 等 の 事業 継続 や 予算 措置 、④ ダ イ バ ー シ ティ 
視点 に 基づく 復興 の た め の 関 係 者 の 意識 啓発 ・ 研 修 実施 、⑤ 
ジェ ンダ ー 統 計 の 収集 ・ 公 表 、⑥ 世 帯 で は な く 一 人 ひと り の 意向 
尊重 等 で ある 。 県 は 、 こ れ ら の 提言 を 政策 に 反映 させ 、 そ の 反映 
状況 を 翌 回 の 「 意 見 交換 会 ] で 報告 し た 。 女性 た ち が 声 を あげ 
て いく こと で 、 復 興 政 策 に 男女 共同 参画 の 視点 が 入っ た と 言え 
よう 。 

また 、 前 述 の 「 委 員 会 ] に は 、 第 2 回 に は 、 女 性 委員 が 2 名 登 
用 され 、 令 和 元 年 12 月 末 現 在 は 25 名 中 4 名 に まで 増加 し て い 
る 他 、 平 成 26 年 4 月 に は 、 提 言 び の 県 の 組織 へ の 女性 の 参画 
や ② の 意見 交換 会 の 定例 化 を 具現 する 組織 と し て 、 復 興 委員 
会 に 女性 参画 推進 専門 委員 会 (以下 、 女 性 委員 会 ) が 設立 さ 
れ た 。 女性 委員 会 の 所 掌 事務 は 、 復 興 に お ける 女性 参画 の 推 
進 に 関す る 現状 と 課題 の 調査 、 分 析 等 と 復興 に お ける 女性 参 
画 の 推進 の た め の 提 言 で 、 女 性 だ け の 委員 会 の 設置 は 被災 県 
で 唯一 で ある 。 活動 概要 は 、 復 興 委 員 会 に 報告 され 、 そ こ で の 
議論 に 反映 され る 。 例え ば 、 女 性 委員 会 で は 、 起 業 する 女性 に 
は 、 起 業 後 の 伴走 を 含め た 重点 的 な 支援 が 必要 で ある こと を 成 
り 込 ん だ 調査 報告 書 を 提出 し た 。 そ の 結果 、 岩 手 県 は 「 さ ん りく 
チャ レン ジ 推 進 事 業 ] に お いて 、 女 性 ・ 若 者 を 重点 化し 、 資 金 面 
と と も に 、「 助 走 に 加え て 、 最 後 まで の フォ ロー を する 伴走 支援 の 
制度 ] を 取り 入れ た 。 女性 委員 会 は 、 平 成 30(2018) 年 の 現地 
調査 で 、 こ の 事業 の 支援 を 受け た 女性 た ちか ら 、 事 業 計 画 書 作 
成 等 の 習得 や 創業 者 間 の 交流 会 勉強 会 等 の サポ ー ト へ の 評 
価 を 聞き 、 そ の 成果 を 確認 し た 。 ま た 、 委 員 会 有志 が 復興 大 臣 に 














現地 調査 の 様子 (平成 30 年 5 月 25 日 ) 


























提出 し た 「 要 望 書 ] は 国 の 政策 に 反映 され た 。 女性 の 参画 推進 
の 途上 で は 、 女 性 の み の 委 員 会 を 決定 過程 に 組み 込む シス テ 
ム の 構築 も 女性 の 声 を 政策 に 反映 する に は 効果 を も た ら す 。 


i 女性 参画 の た め に 必要 な 環境 整備 と 育成 の 促進 


ここ まで みて きた よう に 、 東 日 本 大 岩 災 後 の 防災 ・ 復 興 政策 に 
は 、 以 前 に 比べ 、 男 女 共同 参画 や 多様 性 へ の 配慮 が 盛り 込ま 
れつ つ あ る 。 し か し 、 地 域 の 人 々 、 な か で も 男性 リー ダー の 理解 
不足 が 、 女 性 た ち が 力 を 発揮 する うえ で 障害 と な っ て いる こと が 
指摘 され て いる 。 ま た 、 実 際 に 決定 過程 に 参画 し て も 、 女 性 が 男 
性 中 心 の 議論 の 場 で 意見 を 伝え 、 力 を 発揮 する こと は 容易 で は 
な い 。 その た め 、 近 年 は 、 全 国 各地 で 女性 防災 リー ダー の 育成 
の 取組 が 活発 化し て いる 。 仙 台 市 で は 、 岩 災 の 経験 か ら 、 女 性 
が リー ダー シッ プ を 発揮 する た め の 講 座 開催 に 取り 組む と と も に 、 
| 女性 が も っ と 決め る 場 に 参画 し な けれ ば な ら な い 」 と いう こと を 
打ち 出し 、 全 国 に 発信 し て いる 。 岩手 県 で は 、 女 性 委員 会 で の 
活動 か ら 、 新 た な 女性 リー ダー の 活躍 も 見 られ る が 、 女 性 リー 
ダー 育成 に 向け 、 全 国 の モデ ル と な り 得 る よう な 積極 的 な 取組 
が 期待 され る 。 

男女 共同 参画 推進 は 、 社 会 的 脆弱 性 の 軽減 や 災害 に 強い 
地域 創 生 を 達成 する た め の 課 題 で ある 。 性 別に よっ て 与え られ 
る 役割 が 大 きく 異な る 社会 で は 、 役 割 の 代替 性 が 効か ず 、 被 災 
時 の 社会 の 適応 に マイ ナス の 影響 が 生じ る 。 し か し 、 平 常時 に で 
き な い こと が 緊急 時 に で きる も の で は な い 。 そ れ ゆ え に 、 平 常時 か 
ら の 男女 共同 参画 推進 、 脆 弱 性 や 対応 能力 の 性 別に よる 格差 
改善 が 、 防 災 ・ 減 炎 の 鍵 と な る 。 災害 多発 の 日 本 に お いて 、 女 性 
リー ダー の 育成 や 女性 が 参画 し や すい 環境 整備 を 一 層 促 進 し 、 
決定 の 場 で も っ と 女性 の 声 が 反映 され る こと が 求め られ て いる 。 
く 参 考 WEB サ イト 等 > 
内 閣府 男女 共同 参画 局 災害 対応 http://www.gender.go.jp/policy/saigai/index. 
男 共 同 参 画 の 視点 か ら の 防災 研修 プロ グラ ム 、 防 災 に お ける 女性 の リー ダー シッ プ 推 進 に 関 
する 調査 研究 報告 書 http://www.gender.go.jp/policy/saigai/bosai_kenshu.html 
減災 と 男女 共同 参画 研修 推進 セン ター 災害 と ジェ ンダ ー 資 料 室 http://gdr.org/library/ 
せん だ い 男 女 共 同 参画 財団 女性 と 防災 まち づく り http://ex.sendai-|jp/jDf/ 

「2017 年 度 女性 ・ 地 域 住民 か ら 見 た 防災 ・ 災 害 リス ク 削 減 策 に 関す る 調査 ] 報 告 他 
https://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/publiShments/issrs/issrs/pdf/issrs_66_01.pdf 
東日本 大 震 災 「 災 害 ・ 復 興 時 に お ける 女性 と 子ども へ の 暴力 ] に 関す る 調査 報告 書 http:// 
risetogetherjp.org/?p=4879 


『 平 成 28 年 熊本 地震 熊本 市 女性 職員 50 の 証言 ]』 https://www.city.kumamoto.jp/ 
hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=23768&class_set_id=2&class_id=2570 
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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 証 語 語 語 誠 DD 


避難 者 支援 か ら 見 る 復興 と 誰 も 取り 残さ な い 仕 組み づく り 


( 特 非 ) イ ンク ル い わ て 理事 長 、 岩 手 県 東日本 大 震 災 津 波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 委員 


山屋 理恵 


| いわ て 内 陸 避 難 者 支援 セン ター の 取組 


平成 28(2016) 年 度 か ら 、 い わ て 内 陸 避 難 者 支援 セン ター 
(以下 セン ター) で は 、 東 日 本 大 震 災 に よっ て 住居 を 喪失 され た 
方 々 の 恒久 的 住宅 へ の 移行 に つい て 、 意 向 把握 と 生活 再建 に 
係る 相談 支援 を 実施 し て いる 。 

セン ター 開設 当初 は 、 岩 手 県 内 陸 部 及び 県 外 へ 避難 し た 避 
難 者 世帯 の うち 、 沿 岸 6 市 町 村 よ り 依 頼 を 受け た 約 800 世 帯 、 
及び 福島 県 か ら 依頼 の あっ た 120 世 帯 を 対象 と し て 、 北 海道 か 
ら 九州 に か け て 訪問 を 実施 し た 。 ま た 平成 30(2018) 年 度 か ら 
は 、 依 頼 の あっ た 沿岸 部 の 応急 仮設 住宅 入居 世帯 へ も 訪問 
し 、 相 談 支 援 を 実施 。 令 和 元 (2019) 年 に は 、 県 内 で 被災 し 、 そ 
の 後 被災 元 市 町 村 を 離れ 、 避 難し た 全 3.557 世 帯 に 対し 「 県 
外 ・ 県 内 避難 者 実態 調査 ] を 実施 。 支 援 が 必要 な 世帯 を 抽出 
し 、 対 象 世 帯 へ の 訪問 支援 を 開始 し た 。 ま た 、 依 頼 対象 で は な い 
世帯 で あっ て も 、 相 談 が あれ ば 対応 し て いる 。 

セン ター の 開設 は 、 発 炎 か ら 5 年 後 だ っ た こと か ら 、 被 災 し た 世 
帯 の 抱え る 課題 も 、 時 間 の 経過 に 伴う 健康 状態 や 家族 状況 の 
変化 、 災 害 公営 住宅 入居 に 伴う 生活 環境 、 コ ミュ ニテ ィ 環 境 の 
変化 な ど に より 、 発 災 当 初 と は 違っ た 課題 が 各 世 帯 に 生じ て いた 。 

住居 を 喪失 され た 方 々 の これ か ら の 住居 移行 、 生 活 再建 に 関 
わる と いう こと は 、 そ の 世帯 の 課題 を まる ご と 受け 止め る 包括 的 
支援 と な る 。 避難 者 の 方 々 が 、 安 心して 再建 で きる よう 課題 を 整 
理 し 、 こ れ か ら の ライ フ プ ラン を も と に 、 支 援 策 を コー ディ ネー ト す 
る 。 家賃 、 住 宅 ロ ー ン の 支払 い に 伴う 家計 に 関す る こと な ど 、 専 
門 的 な 知識 が 必要 な こと か ら 多 領域 (福祉 、 医 療 、 子 育て 、 女 
性 、 消 費 生活 、 金 融 、 就 労 、 被 災 支 援 等 ) の スキ ル を 持つ スタ ッ 
フ が 対応 し て いる 。 

経済 状況 に つい て 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 を 例 に 見 る と 、 神 戸 新 
聞 の 調査 で は 、 震 災 か ら 2 年 後 よ り 、9 年 後に 収入 が 減っ た 人 が 
多かっ た 。 生活 状況 が 悪化 し た と いう こと で ある 。 住宅 供与 期間 
終了 後 、 又 は 自立 再建 後に 家賃 や 、 ロ ー ン の 支払 い が 困 難 に な 
る な どの 生活 困難 に 陥ら な いよ う FP (ファ イナ ン シ ャ ルプ ラン 
ナー) 相談 、 法 律 相談 を 組み 込ん で いる 。 

また 、 避 難 先 で の 課題 解決 や 、 孤 立 防止 の 観点 か ら 、 被 災 元 
自治 体 や 避難 先 自 治 体 、 民 間 支 援 団体 等 と 連携 、 ご 協力 を いた 
だ き な が ら 取 り 組 ん で いる 。 各 地域 に お いて 同行 訪問 、 福 祉 ・ 行 


政 制 度 の 利用 、 地 域 の サロ ン や 社会 活動 へ の 案内 、 社 会 福祉 
協議 会 へ つなぎ 、 見 守り を 依頼 する な ど 全 国 の ご 支援 も いた だ く 
こと で 避難 者 の 方 々 が 安心 し て 生活 する に 至っ て いる 。 
避難 者 世帯 の 中 に は 、 帰 卿 で きる 日 を 心待ち に され て いる 一 
方 で 、 未 だ に 住ま う 場 所 を 決め か ね て いる 世帯 が ある 。 訪問 し た 
際 に は 、 被 災 当 時 の こと 、 避 難 に 至る 経緯 、 避 難 先 で の 状況 、 
家族 関係 や 生計 の 悩み 、 ふ る さと へ の 思い や 、 今 後 の 不安 な ど 
を 話さ れる 。 「 家 を 失っ て か ら は 、 避 難所 や 、 仮 設 住宅 で の 生活 、 
新た に 住ま い を 探し 、 仕 事 を 探す の も 、 希 望 を 持つ の も 大 変 だ っ 
た 、 し か し 数 年 すれ ば 戻れ る だ ろう と その 時 は 思っ て いた 」 と 話さ 
れ て いた 。 避難 者 世帯 に は 情報 が 届き に くい こと で 支援 策 も 活 
用 し に くく 、 避 難 先 で も 孤立 し が ちな 状況 で あっ た こと が わか っ た 。 
県 で は 内 陸 部 に 定住 を 希望 する 避難 者 の た め 、 内 陸 災 害 公 
営 住宅 を 建設 し 、 住 拓 イ ン フ ラ の 整備 を 行い 、 多 く の 避 難 者 が 内 
陸 災 害 公 営 住宅 に 入居 する こと で 恒久 的 住宅 の 確保 が で きた 。 
災害 公営 住宅 が 建設 され た 地域 で は 、 行 政 、 地 域 住 民 が 一 体 
と な り 新た な コミ ュ ニ ティ の 形成 に 向け た 活動 が 進め られ て いる 。 
一 方 、 再 建 方 法 が 確定 し て いて も 安心 は で き な い 。 転 居 直 前 
に 変更 、 キ ャ ン セ ル の 発生 、 ま た 、 家 庭 状況 の 変化 (結婚 ・ 進 学 ・ 
就職 ・ 病 気 ・ 失 業 ・ 死 亡 な ど ) に よっ て 再建 計画 の 変更 を 余儀 な く 
され る 方 も 少な く な い 。 住宅 移行 の 決断 は 、 住 宅 供与 終了 時 期 
に 関わ ら ず 、 各 世帯 の 事情 に よっ て 様々 で あり 、 一 つと し て 同じ 
生活 再建 は な い 。 ま た 住宅 供与 終了 時 の 選択 は 、「 終 の 棲家 ] 
を 決め る こと で は な い 。 高齢 者 世帯 に に っ て は 、 そ の 意識 が 高 
か っ た が 、 今 後 の 人 生 の 中 で 大 き な 衰 失 を 乗り 越え よう と し て い 
る 復興 か ら 7~8 年 目 を 一 つの 通過 点 と し た 選択 で ある 。 実態 調 
査 か ら も 「 今 後 も 岩手 の 情報 が 欲し い ] と いう 回 答 が 半数 以上 
あっ た 。 避 難 者 世帯 の 住ま い 方 が | 今後 ] も 変化 し て いく と いう 
視点 を 持ち 、 い つ で も 岩手 と つなが れる 仕組 み が 必 要 で ある 。 


i 被災 者 の 抱え て いる 現状 と 課題 


過去 の 災害 か ら み て も 、 自 然 災 害 は 、 誰 を も 等 し く 襲 う も の で 
は な か っ た 。 同じ 過酷 な 境遇 に お か れ て も 、 避 難 者 の みな ら ず 、 
全て の 被災 者 に お いて 、 早 期 に 再建 で きる 人 と で き な い 人 が お 
り 、 時 間 が た つ に つれ て 、「 人 の 復興 」 の 差 が 顕著 に な っ て いた 。 
その 理由 は 、 災 害 に よっ て 生じ た 課題 の みな ら ず 、 岩 災 前 か ら 社 
会 や 、 地 域 に 内 在 さ れ て いた 課題 、 個 人 や 家庭 が 抱え る 課題 


が 、 そ の まま 復興 の 差 に な っ て いた か ら で あ る 。 

震 災 の 影響 を 強く 受け や すい 社会 的 弱者 は 、 地 域 や 人 と の 
つなが り が 希薄 な 社会 的 孤立 状態 に お か れ 、 そ の まま 災害 騙 者 
と な る 。 最 も 懸念 され る の は 生活 困窮 者 、 障 が い 者 、 高 齢 者 、 ひ 
と り 親 世 帯 、 女 性 、 子 ども 、LGBT の 方 々 な ど で あ る 。 さ ら に 避難 
生活 の 長期 化 は 、 困 難 を 深刻 化 させ 、 支 援 に 辿り つき に くく < し て 
いた 。 こ の 層 へ の 支援 が 薄かっ た 地域 ほど 復興 が 遠く な る 。 そ の 
困難 の 声 は 小さ く 、 ま た 聞こ え に く く 、 姿 も 見 え に く い が 、 確 か に こ 
この 地域 に あっ て 、 広 が り 続 け て いた の だ 。 

被災 者 支援 は 、 で きる だ け 早 期 に 震 災 に よっ て 抱え た 課題 解 
決 と と も に 、 岩 災 前 か ら 抱 える 課題 の 解決 が 必要 な の で ある 。 


i 求め られ る 支援 の 在り 方 と 受 援 カ 


被災 者 相談 は 、 い か に 課題 を 発見 し 、 い か に 必要 な 支援 に つ 
な げ ら れる か が 重要 で ある 。 

し か し 、 身 近 な 関係 、 同 じ 地域 だ か ら こ そ 相 談 し に くい 、 自 身 が 
「 課 題 ] を 「 課 題 ] と 捉え て いな い 、 あ きら め て いる 、 更 に は 被災 前 
の 経験 か 行政 や 相談 、 支 援 に つなが る こと に 強い 抵抗 感 や 、 
不信 感 を も っ て いる 例 も 少な く な か っ た 。 こ の 4 つの 状況 が 課題 
解決 を 困難 に させ る 要因 で あっ た 。 

平時 に 機能 し て いな いも の が 有事 に 機能 は し な い 。 平時 か ら 
地域 住民 が 課題 を 抱え た 際 に 相談 で きる 、 し や すい よう に ハー ド 
ル を 低く し て お く こ と が 重要 だ 。 地域 や 組織 の 中 で 完結 させ る こ 
と に こだわ ら ず 、 第 三 者 や 地域 外 の 支援 も 積極 的 に 活用 し た ほ 
う が よ い 。 住ま い を 決め る 際 に も 家族 の 課題 を 解決 し な けれ ば 進 
め る こと が で き な い 。 特 に 家族 問題 は 、 当 事 者 と 当事者 周辺 で 
は 解決 が 困難 で ある 。 

社会 は 今 大 き な 過渡 期 に ある 。 家族 観 も 生き 方 も 、 こ れ ま で の 
制度 や 風習 の ひずみ に 疲弊 し 、 世 代 間 の 価値 観 の 違い も 大 き 
い 。 子 ども 、 若 者 、 女 性 、 子 育て 世帯 な ど へ の 支援 は 、 こ れ ま で の 
関わ り 方 で は ひずみ が 深まる と いう 意識 を も た な けれ ば 、 今 後 も 、 
少子 化 、 人 口 流出 、 高 齢 化 は 進み 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 崩壊 へ と 
つなが る 。 そ の 危機 感 を も つこ と も 復興 に は 必要 だ 。 人 口 の 約 
半数 を 占め る 女性 の 視点 の な い 復興 は 、 こ れ ま で も 多く の 課題 
を も た らし て いた 。 多様 な ニー ズ へ の 配慮 を 復興 防災 に 反映 で き 
る よう 設置 され た 女性 参画 推進 専門 委員 会 の 意義 は 大 きい 。 
また 、 平 成 28 年 に は 全国 の 自治 体 で 初め て LGBT 相談 を 岩手 
県 男女 共同 参画 セン ター に お いて 開設 し た こと も 重要 で あっ た 。 

さら に 東日本 大 震 災 は 、 共 助 の 重要 性 と 共に 公 助 の 限界 、 そ 
し て 自助 の 在り 方 も 問う た 。 地域 住民 も 、 有 事 に 関わ ら ず 平時 か 
ら 困 っ た 時 に SOS を 出す 力 、 相 談 す る 力 、 支 援 を 受け る 力 ( 受 援 
力 ) を つけ て いく こと が 求め られ る 。 そ の 基盤 は 「 基 本 的 信頼 
だ 。 そ の 基本 的 信頼 が 地域 に ある か どう か が カギ と な る 。 再 建 の 


主体 は 「 自 分 ] で あり 、 誰 も が レジ エン ス を 持っ て いる 。 一 方 的 に 
行政 、 専 門 職 か ら 支 援 を 与え られ る 対象 で は な い 。 一 方 通行 で 
は な い 双 方 向 の 支え あい の 中 で 、 自 尊 心 を 持ち 再建 し よう と する 
被災 者 の 姿 が 答え で あっ た 。 


目 岩手 の レジ リエ ンス と 

ソー シャ ルキ ャ ピタ ル の 構築 に むけ て 

東日本 大 震 災後 、 防 災 ・ 社 会 経済 な ど さ ま ざま な 分 野 に お いて 
「 レ ジリ エン ス 」 が キー ワー ド に な っ て いる 。 「 回 復 力 ] 「 復 元 力 」 な 
ど と 訳 され 岩 災 な ど を 経験 し た 後に 挫折 か ら 立 ち 上 が り 、 自 尊 心 
を も っ て 困難 に 立ち 向かう 力 と いう 意味 だ 。 社会 的 支援 (信頼 の 
お ける 相談 相手 、 社 会 的 ネッ トワ ー ク ) な ど が 要素 と な る 。 ま た 
「 人 と 人 と の つなが り 」 の 多い 人 ほど 復興 し た 感覚 が 強い と いう 
デー タ も あり 、 ま さ に ソー シャ ルキ ャ ピタ ル が 人 と 地域 を 救う 。 被 
災 や 、 障 が いや 疾病 、 家 庭 環境 な ど は 、 そ れ 自体 が 生き づら さ に 
直結 する の で は な く 、 適 切な 支援 に 結び 付か な いこ と で 問題 を 
誘発 し て いる 。 被 災 者 支援 と は 、「 被 災 者 を 孤立 させ な いこ と 」] で 
あり 、「 つなが り 」 と は 真 逆 の 孤立 者 を 生み 、 放 置 する こと は 本 末 
転倒 で ある 。 

岩手 は 幾度 の 津波 ・ 災 害 か ら 立 ち 上 が っ て きた 教訓 、 強 い レ 
ジリ エン ス が ある 。 現在 の 困難 を 乗り 越え よう と する 個人 、 団 体 、 
行政 の 取組 は 岩手 の レジ リエ ンス だ 。 

いつ か 、 ど こ か で また 災害 は 起こ る 。 そ の 時 に 被害 や 悲し み を 
最小 限度 に 抑え 回 復 に 向かう こと が で きる よう 、 経 験 や 、 復 興 の 
道筋 を 発信 し 続け た い 。 社 会 全体 が 、 人 口 減少 、 少 子 高齢 化 、 
Al 化 、 雇 用 ・ 家 族 の 変容 、 人 生 100 年 時 代 な ど 、 生 き 方 や 価値 
観 が 大 きく 変容 し 単身 化 が 進む 予測 不可 能 な 未 体験 社会 の 
トッ プラ ン ナ ー が 日 本 で あり 、 こ れ ま で の よう な 前 例 主義 は 機能 せ 
ず 、 先 進 国 の 真似 が で きず 、 常 に 新しい 仕組 み を 作る 立場 に あ 
る 。 岩 手 の 復興 施策 こそ を 、 そ の 例 で ある 。 ど ん な 困難 が あっ て も あ 
きら め る わけ に は いか な い 。 あ きら め た 瞬間 か ら 「 排 除 ] [分断] が 
始ま る 。 被災 者 支援 と は 、 騙 者 救済 と いう 視点 だ け で は な く 、 誰 
も が どん な 状況 に な っ て も 、 誰 も 取り 残さ な い 、 強 く て 優し い 包摂 
し た 社会 を 目指 すこ と で ある 。 


より 良い 社会 へ の 復興 、 よ り 良 い 暮 らし へ 


東日本 大 岩 災 は 、 そ れ ま で の 地域 社会 を 大 きく 分 断 し た 甚大 
な 災害 で あり 、 こ れ ま で の 社会 の 在り 方 を 根底 か ら 再 構築 する 
必要 が ある こと を 明らか に し た 。 被 災 地 は 失わ れ た コミ ュ ニ ティ 、 
社会 基盤 も 含め 「 元 に 戻る ] こ と を 目指 す の で は な く 、「 ビ ルド バッ 
クベ ター」 (より 良い 復興 三 災害 前 より も 公正 で 民主 的 な 社会 
の 構築 ) を 目指 し て いる 。 

壊れ た 建物 を 再建 する の は 「 復 旧 ] で あり 、 暮 らし を 取り 戻す 、 
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「 復 興 ] と は 違う 。 

また 、 過 去 に も 災害 に 強い 街 に と 大 きく 作り 変え た ら 元 の 住民 
は 7 割 し か 戻っ て こ な か っ た 例 や 、 ニ ュー オー リン ズ も カト リー ナ 被 
害 後 、 街 並み は 元 通 り に な っ た が 、 人 口 は 半分 程度 し か 戻ら な 
か っ た 例 も ある 。 そ こ に あっ た 風景 、 建 物 は 長い 時 間 と 人 々 の 命 
の バト ン で 受け 継が れ 、 そ の 地 の 人 々 に し か つく れ な いも の だ っ た 。 

被災 者 が 復興 に 求め て いる も の は 何だ っ た の か 。 「 応 急 手当 」 
の よう な 復興 で 岩 災 前 の 社会 に 戻る の で は な く 、 こ の 農 災 を 機 
に 堪 災 の 前 か ら の 課題 を 解決 し 、 岩 災 前 より も 安心 し て 暮らせ 、 
全て の 県 民 が 包摂 され る 社会 を 築け る 仕組 み を 作る こと で ある 。 

また 、 こ れ か ら の 社会 は 大 きく 変容 し 、 対 応 す る た め に 残さ れ て 
いる 時 間 は 少な い 。 全 員 が 変わ ら な けれ ば な ら な い 時 が き て お 
り 、 土 建 復興 、 経 済 復興 の エネ ルギー を これ か ら は 「 個 人 」 や 「 家 
族 ] に 注ぐ と いう こと だ 。 社 会 の 変容 と 復興 は 同時 に 進ん で お 
り 、 被 災 者 支援 に 携わる こと で 、 こ れ ま で の 課題 と 未来 に 向け た 
取組 が みえ た 。 

岩手 県 全体 が より 良い 社会 へ の 復興 を 目指 し て いる 。 そ し て 
いわ て 県 民 計画 (2019~2028) に は 「 社 会 的 に 弱い 立場 に あ 
る 方 々 が 孤立 する こと の な いよ うに 、 社 会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ 
ンク ルー ジョ ン ) の 観点 に 立っ た 取組 を 進め る こと 」 と 明記 され て 
いる 。 こ の 誰 も 取り 残さ な いた め の 「 い わ て 内 陸 避 難 者 支援 セン 
ター 事業 ] は 、「 岩 手 ] モ デル で あり 、SDGs* の 理念 と も 合致 し 、 
ビル ド バ ッ クベ ター を 体現 する 具体 的 事例 だ と いえ る 。 





ーー 


岩手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 は 

岩手 県 独自 の 委員 会 で ある 。 

2 ソー シャ ルキ ャ ピタ ル :「 人 と の つなが り ] を 社会 資本 の ひと つと 考え る 。 
ソー シャ ルキ ャ ピタ ル が 高い ほど 、 復 旧 、 治 安 、 経 済 、 健 康 、 幸 福 感 が 
高い な どの 良い 傾向 が ある 。 

3 第 3 回 国連 防災 世界 会 議 (平成 27〔[2015] 年 3 月 ) に て 採択 され た 
「 仙 台 防 災 枠 組 ] の 基本 理念 。 

4 平成 27 年 に 国連 で 採択 され た 世界 共通 の 目標 。 令 和 12(2030) 年 ま 

で に 持続 可能 な 社会 を 実現 する た め の 17 の 目標 か ら 構成 され て いる 。 
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東日本 大 岩 災 後 の 対応 と 将来 の 防災 へ の 考え 


東北 大 学 災 害 科学 国際 研究 所 所 長 、 岩 手 県 津波 防災 技術 専門 委員 会 委員 


今村 文彦 


i 3.11 震 災 実態 調査 と 復興 計画 へ の 反映 


津波 常 襲 地帯 で ある 三陸 沿岸 で は 、 過 去 に 地震 や 津波 が 繰 
り 返し 発生 し て いる が 、 東 日 本 大 震 災 で の 地震 及び 津波 は 別格 
で あっ た 。 M9 ク ラス 地震 及び 巨大 津波 、 地 すべ り 、 火 災 、 沿 岸 
地形 変化 、 原 発 事故 な ど 広域 で 複合 的 な 災害 が 発生 し 、 多 大 
な 影響 を 与え た 。 岩 手 県 に お いて 過去 の 地震 や 津波 災害 の 経 
験 を 下 に 、 ハ ー ド 対策 に 加え て 、 避 難 訓練 、 防 災 教 育 、 啓 発 活 
動 、 慰 圭 ・ 祈 念 事業 な ど ソフ ト 対 策 も 熱心 に 取り 組ん で お り 、 各 
地 で 防災 文化 も 継承 し て いた 。 し か し な が ら 、 今 回 の 人 類 が 経 
験 の な い 未 賞 有 の 大 災害 を 防ぐ こと が で きず 、 課 題 が 残さ れ た 。 
この 解決 の た め に は 、 大 震 災 に より 何 が 起き た か と いう 実態 調 
査 と 、 今 後 の 防 災 ・ 減 災 の あり 方 を 明確 に し て 復旧 だ け で な く 復 
興 の 計画 を 作成 する こと が 不可 欠 で あっ た 。 両者 に お いて は 、 
岩手 県 津波 防災 技術 専門 委員 会 な ど で 実態 と 課題 を 共有 し 、 
各地 域 で の 多様 性 を 示し な が ら 整 理 で きた と 考え る 。 そ の 上 で 
の 解決 策 、 実 行 策 に お いて は 、 現 在 も 途上 で ある こと を 認識 し 、 
事前 の 対策 や 当時 の 対応 の 検証 を 踏ま えな が ら 、 今後 も 改善 を 
繰り 返し な が ら 安 全 で 安心 な 地域 づく り と いう 目標 に 向かっ て い 
く 必 要 が ある 。 


| レベ ル | と レベ ル 2 の 導入 


当時 の 既往 最大 の 津波 に 対応 する と いう 事前 の 考え を 改 
め 、 今 後 の 防災 ・ 減 災 の た め の 総 合 的 な 対策 を 実施 する に は 、 ま 
ず は 対象 及び 設計 津波 の 考え を 整理 する 必要 が あっ た 。 ま ず 、 
対象 と する 津波 な どの (1) 発 生 間隔 ・ 頻 度 及び 規模 や (2) 影響 
(被害 ) を 考慮 し 、 地 域 、 集 落 ご と の 個別 の (3) 生活 条件 ・ 地 形 
条件 な どか ら 、 安 全 レ ベル 向上 を 目指 す た め に 、 減 災 へ の 対策 の 
(4) 効果 及び 費用 を 評価 ・ 算 出し て 、 地 域 ご と に 合意 形成 する 
必要 が あっ た ( 図 1 参照 )。 (1 ) -(4) に お ける 個々 の 合理 的 な 評 
価 を 下 に 、 住 民 及 び 行 政 の 間 で 目標 (レベ ル ) を 作り 上 げ て 行く 
か が 第 一 歩 で あっ た 。 そ の 中 で 、 生 まれ た 考え が レベ ル 1 と レベ ル 
2 の 導入 で ある 。 既に 、 地 震 分 野 で 導入 され て いた が 、 低 頻度 大 
災害 で ある 津波 に 適用 する に は 困難 さ が 大 い に あ っ た 。 以 下 
が 、 整 理 さ れ た 内 容 で ある : 
ン レベ ル 1: 海 岸 線 の 津波 防護 レベ ル ( 海 岸 法 2 条 ・ 海 岸 保全 





計画 ・ 基 本 方 針 な ど に 関連 ) 海岸 保全 施設 の 設計 で 用 いる 
津波 の 高 さ の こと で 、 数 十 年 か ら 百 数 十 年 に 一 度 の 津波 を 
対象 と し 、 人 命 及び 資産 を 守る レベ ル で あり 、 ハ ー ド 整備 が 
重要 で ある 。 
ン レベ ル 2: 地 域 の 津波 減災 レベ ル ( 地 域 防災 計画 、 津 波 対 
策 編 ( 災 定 対策 基本 法 40 条 な ど に 関連 ) 津 波 レ ベル 1 を は 
る か に 上 回 り 、 構 造物 対策 の 適用 限界 を 超過 する 津波 に 対 
し て 、 人 命 を 守る た め に 必要 な 最大 限 の 措置 を 行う レベ ル 。 
対象 津波 は 、 貞 観 津 波 ク ラス の 巨大 津波 の 発生 頻度 は 
500 年 か ら 1000 年 に 一 度 と 考え られ る 。 ハ ー ド 整備 に 加え 
ソフ ト 整 備 が 重要 で ある 。 
レベ ル 1 が 施設 で の 設計 津波 (高き) の 基本 と な っ た 。 被災 後 
の この よう な 津波 高 さ の 算出 の た め に 、 数 値 シ ミュ レー ショ ン を 
導入 し て 、 過 去 の 事例 だ け で な く 将 来 予測 も 含め て 推算 し た の 
は 、 我 が 国 で も 初め て で あっ た 。 次 の ステ ッ プ は 、 地 域 ご と に 、 不 
確実 性 も 含め た 環境 保全 や 景観 の 配慮 を どの 程度 織り 込む か 
で ある が 、 こ の 評価 は 難し く 様々 な 議論 が あっ た 。 さ ら に 、 海 岸 保 
全 施 設 の 形状 や 設置 位置 の 設定 が あり 、 こ れ に より 施設 の 高 さ 
や 景観 が 変わ る だ け で な く 、 背 後 地 の 土 地 利用 に 影響 を 与え 
た 。 ま た 、 レ ベル 2 の 対応 に つい て は 、 ま ち づ く り ・ 人 づく りな ど 生 
活 基盤 が 整っ た 後に 、 防 災 意 識 や 災害 対応 力 を どの よう に 維持 
する か が 要点 で あり 、 今 後 の 取組 の 中 心 と な ろう 。 


図 | 安全 と 安心 の 考え 方 の 整理 


安心 レベ ル も 
向上 する が 過 
剰 な 安心 感 も 
形成 し 、 自 
の 意識 が 低下 


安全 レベ ル 向 上 : 
どこ まで ? 


対応 策 : 軽減 で きる 被害 : 



























































対応 策 か ら 見 た 安全 レベ ル 
各 レ ベル に は 限界 が ある 


被害 軽減 か ら 見 た 安心 レベ ル 














i 合意 形成 と 安全 ・ 安 心 に つい て の リス クコ ミュ ニケ ーション 


2 つの 計画 レベ ル に つい て の 必要 性 は 住民 間 で 理解 は 頂い 
た と 考え て いる が 、 各 地域 の 具体 的 な 計画 に お いて 、 特 に 、 レ ベ 
ル 1 で の 施設 設計 に お いて は 困難 さ が あ っ た と 考え る 。 い くつ か 
代替 案 も 提示 され る 中 で 、 合 意 の 判断 を 行政 側 と 市 民 側 で 下 
す 必 要 が あっ た が 、 安 全 レ ベル 、 ま ち づ く り の 考え の 相違 が ある 
中 で 、 着 地点 を 探る プロ セス に は 課題 も 残さ れ た と 考え る 。 

また 一 方 で 、 防 災 ・ 減 災 に お いて は 、「 安 心 」 と 「 安 全 」 の 両立 
が 難し く 、 矛 盾 する こと が あり 得る 。 安全 レベ ル が 向上 し 、 そ の こ 
と で 住民 が 安心 感 を 過剰 に 認識 し て し まっ た が た め に 、 避 難 を 始 
め と する 対応 が 遅れ 、 犠 牲 を 出し て し まっ た 事例 も ある 。 ま た 、 住 
民 が 主観 的 に 「 安 心 ]」 し て いる 安全 性 の 水準 と 現実 の 客観 的 
な 安全 性 の 水準 に ギャ ッ プ も 生じ て いる こと が ある 。 揺れ の 小さ 
か っ た いわ ゆる 津波 地震 に より 、 明 治 三陸 津波 の 当時 の 新聞 
記事 で は 「 経 験 者 多く 死す ] と いう 紹介 が ある が 、 こ れ も 経 験 か 
ら 認識 し て いた 危険 性 と 現実 に キャップ が あっ た こと に な る 。 こ 
の 間 題 の 回 避 の た め に は 、 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン を 推進 し 、 思 
い 込 みや 先入観 を 取り 払う こと 、 住 民 の 主観 的 な 安全 性 の 理解 
と 現実 の 客観 的 な 安全 性 を 近づけ る 必要 が あろ う 。 自 助 の 中 
で 、 対 応 策 の 限界 を 理解 し な が ら 、 一 定 の 危機 意識 を 主体 的 に 
持つ こと も 大 切 で ある と 考え る 。 


i 将来 の 防災 の あり 方 


災害 対応 サイ クル を 踏ま えた 防災 ・ 減 災 は 、 時 間 の 経緯 と と も 
に 、 よ り よ く な る 正 の スパ イラ ル を つく る 必要 が あり 、 各 段階 で の 
対策 を 総合 的 に 組み 合わ せる こと に な る 。 また 、 災 害 は 、 外 カ 
(ハザード ) の 規模 だ け で な く 、 社 会 の 脆 騙 性 や 土地 の 持つ 暴露 
性 が 関係 し て お り 、 地 域 で の 取組 が 最も 基本 と な る 。 | しなやか] 
は 、 少 子 高齢 化 、 予 算 規 模 の 縮小 、 施 設 の 老朽 化 な ど 現在 の 
社会 的 背景 を 踏ま える た め に も 重要 な キー ワー ド と な る 。 一 見 、 
言葉 と し て か 玉 そ うに 思え る が 、 竹 の よう な 弾力 性 を 持っ て いる も 
の と ご 理解 いた だ きた い 。 真正 面 で 、 外 力 に 対抗 する の で は な 
く 、 自 分 自身 を 柔軟 に 対応 させ な が ら 、 受 ける 力 を 最小 限 に する 
考え で ある 。 起 こり 得る 自然 災害 を 的 確 に 想定 し 、 高 度 な 防御 
水準 を 効率 的 で 迅速 に 確保 する と と も に 、 万 一 の 中 枢 機 能 の 
途絶 に 備え た 辻 回 ルー ト 等 の 確保 を 通じ た リ ダ ン ダ ン シ ー の 強 
化 を 図る こと も 含ま れる 。 また 、 植 生 な どの 自然 力 を 利用 し た 外力 
低減 の バリ ア 設 置 な ども 含め て 、 重 要 な 内 容 を 以下 の よう に 列 
挙 し た い ; 

・ 様 々 な 自然 災害 や 複合 災害 に 対応 で きる 。 
・ 自 然 と 共生 し 継続 的 な 機能 を 維持 で きる 。 


・ 回 復 力 ( バ ッ ク ア ッ プ 、 リ ダン ダン シー 機能 ) を 持つ 。 

・ 複 数 の レベ ル ( 自 ・ 共 ・ 公 ) で 連携 し 、 様 々 な 対応 が で きる 。 

・ 臨 機 応変 な 対応 が で きる 。 一 過去 の 経験 ・ 知 識 を 参考 に する 
が 先入観 を 持た ず に 、 現 状 を 分 析 し 適切 な 対応 が で きる ( 災 
害 及び 対応 へ の 想像 力 ) 
三陸 沿岸 な どの 岩手 県 に お いて は 、 先 人 達 が 過去 の 経験 を 

繰り 返さ な いた め に 様々 な 取組 が な され 教訓 が 伝承 され て きた 。 

従来 の 防災 文化 に 新しい 要素 や 工夫 も 取り 入れ な が ら 、「 忘 

な い ]、「 主 体 性 を 持つ 」 取 組 が 推進 され る こと を 期待 し た い 。 


過去 の 津波 伝承 と 新しい 取組 
(実感 の 持て る 津波 痕跡 表示 ) 






ーー 1』 
宮古 市 田老 で の 津波 痕跡 表示 (明治 、 昭 和 、 平 成 ) 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


公共 交通 に お ける 提言 


交通 ジャ ー ナ リス ト 


鈴 彦 
目次 守 時 に お ける 公共 交通 機関 の 位置 づけ 


近年 は 毎年 どこ か で 大 き な 災 害 に よる 被害 が 起き て いる 。 
人 々 の 生活 も 社会 、 経 済 の 営み も 、 人 や 物 が 動く こと で 円 滑 に 
行わ れる の だ が 、 ひ と た び 災 害 が 起き る と 、 一 人 一 人 の 移動 が ま 
まな ら な く な る こと が 多い 。 そ の と き に 人 の 移動 を 助け 、 復 旧 ・ 復 


興 の 下支え に な る の が 公共 交通 機関 で ある 。 鉄道 は イン フラ が 


被災 する と 機能 で き な く な る こと が ある が 、 バ ス や タク シー は 通行 
可能 な 道路 が あれ ば その 力 を 発揮 で きる 。 特に バス は 、 鉄 道 に 
は 及ば な いも の の 、 一 定 の 人 数 を まとめ て 輸送 で きる 輸送 力 を も 
つの で 、 機 動力 と 大 量 性 を 兼ね 備え た 汎用 性 の ある 輸送 手段 と 
な り 得 る 。 バ フス 事業 者 や 従業 員 自 身 も 被災 者 で ある こと に 配慮 
する 必要 は ある が 、 道 路 行政 や 警察 と 連携 を と りつ つ 、 バ ス を 災 
害 直後 の 避難 か ら そ の 後 の 復興 まで 広範 に 活用 する こと を 考え 
た い 。 

平成 7(1995) 年 の 阪神 ・ 淡 路 大 岩 災 の 際 の 報道 な ど に よっ 
て 「 ラ イフ ライ ン 」 と いう 言葉 が 一 つの 地位 を 得 た が 、 概 し て 狭義 


に 電気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・ 電 話 を も っ て ライ フラ イン と し て いる ケー ス が 


多かっ た 。 し か し 、 電 気 や 水道 が 存在 し な い 生 活 な ど 考 えら れ な 
の 災害 で 失っ て 初め て その 思 恵 に 気がつい た よう 
交通 も 途絶 えて 初め て それ まで 果たし て いた 機能 の 大 き さ 
Le に 我々 が 交通 に 生活 を 委ね て いた か に 気がつい た は ず 
で ある 。 電気 や カス な ども 交通 手段 が 確保 され な けれ ば 復旧 すら 
で き な い の で ある 。 交通 が 機能 し な いま ち は 、 ま ち そ の も の が 機能 
し な いこ と を これ まで の 災害 は 教え て くれ た 。 こ の 教訓 を も う 一 度 
思い 起こ し 、 公 共 交 通 が 市 民生 活 に 欠か すこ と の で き な い 重要 
な ライ フラ イン で あり 、 失 っ て は な ら な い 福 会 資本 で ある こと を 、 広 
く 再 認識 し た いも の で ある 。 


i; 災害 復興 に お いて 公共 交通 (特に バス ) が 果たす 役割 


東日本 大 岩 災 後 の バ ス が 果たし た 役割 を 整理 し て みる と 、 ま 
ず 第 1 段階 (災害 後 約 1 週間 ) は 「 命 を 救う ] 輸 送 で 、 貸 切 バ ス や 
運休 を 余儀 な くさ れ た 路線 バス な ど を 総動員 し 、 避 難 や 救護 を サ 
ポー ト し た 。 第 2 段階 (その 後 の 2 週間 程度 ) は 「 生 活 の 再開 を サ 
ポー ト す る 」 輸送 で 、 路 線 バ ス の 再開 、 臨 時 バス の 運行 な と ど に よ 
り 日 常 生 活 を 取り 戻す サポ ー ト を し た 。 そ し て 第 3 段階 (3 週 目 ぐ べら 





仮設 住宅 の 足 を 確保 する 臨時 バス 路線 (大 船渡 市) 





いか ら ) は 被災 地 と 都市 また は 復旧 し て いる 幹線 鉄道 ・ 空 港 な ど 
に つなぐ 輸送 で 、 広 域 避難 や 帰還 、 家 族 ・ 知 人 の 安否 確認 に 訪 
れる 人 や ボラ ンティア の 移動 な ど を サポ ー ト し た 。 

その ほか 復旧 ・ 復 興 従事 者 の 送迎 、 被 災 し た 学校 が 別 の 学校 
な ど に 間借り し て 再開 し た こと に よる 遠 距 離 通学 に と も な う ス クー 
ル バ ス 、 入 浴 や 買物 な どの 生活 支援 を は じ め 様 々 な 移動 に バス 
が 活用 され た 。 そ し て 住居 を 失っ た 人 々 の た め 仮 設 住宅 が 建設 さ 
れる と 、 必 ず し も 至便 な 場所 に つく れる と は 限ら な いた め 、 仮 設 住 
宅 に は 臨時 の バス 路線 が アク セス し 、 生 活 の 足 を 確保 し た 。 

また 、 バ ス の 空間 を 活用 する と 、 実 は 人 だ け で な く 、 物 資 も 一 
緒 に 運べ る こと 、 バ ス は エン ジン を か けれ ば 自家 発電 と 同じ で 灯 
火 や 暖房 が 使用 で き 、 貸 切 バ ス で あれ ば テレ ビ な ども 使え 、 最 近 
の コン セン ト 付 き 高 速 バ 、 ス で あれ ば スマ ー ト フォ ン の 充電 な ど に も 
使え る こと に は 着目 し て お くべ き で あろ 2。 実際 に 損壊 の 激しかっ 
た バス 営業 所 で バス を 仮 の 事務 所 や 乗務 貞 休 憩 所 と し て 使用 
し た よう に (三陸 鉄道 も 当初 気動車 1 両 を 仮設 本 社 に 活用 )、 そ 
の 空間 と 機能 を 上 手 に 活用 する 方 法 も ある 。 


東日本 大 震 災 に お ける 特徴 的 な 事例 


岩手 県 交通 大 船渡 営業 所 で は 津波 の 報 を 受け て 即座 の 現 
場 判 断 で バス を 高台 の 立 根 操車 場 に 一 斉 に 避難 させ た 。 海 岩 
近く の 営業 所 の バス を 待機 し て いた 乗務 員 が 持ち 出し 、 営 業 中 
の バス も 乗客 を 乗せ た まま 立 根 へ 向かっ た 。 お か げ で 20 人 台 以 上 
の バス が 流失 損壊 を 免れ た 。 こ の 危機 管理 ノウ ハウ が 人 命 を 救 
い 、 そ の 後 の 輸送 確保 に 貢献 し た 。 


宮古 市 の 重 茂 半島 石浜 で は 道路 の 寸断 と 消防 無線 の 被災 
に よっ て 孤立 集落 と な っ て し まっ た 。 運行 中 の 岩手 県 北 自動 車 
の 路線 バス が 高台 の 集落 に 取り 残さ れ た が 、 そ れ が 幸い し て バ 
ス に 装備 され た 業務 無線 が 中 継 局 の 役割 果たし 、 石 浜 と 町 を 
結ぶ 「 命 網 ] と な っ て 情報 の 伝達 が 可能 と な っ た 。 ま た 停電 の 中 
で も バス は 灯火 や 暖房 な ど が 使え た こと か ら 、 同 バス が 臨時 の 
対策 本 部 兼 救 護 所 と な っ た 。 

宮城 県 南 三 陸 町 で は JR 気仙 沼 線 が 寸断 され た が 、 震 災 の 
数 年 前 に 補助 金 の 打ち 切り に よっ て 民間 バス 事業 者 は 撤退 、 
町 外 を 結ぶ 交通 手段 は 皆無 と な っ て いた 。 町 内 に 残っ た 町 民 バ 
ス や タク シー 事業 者 が その 役目 を 担 お うと し て も 、 広 域 運 行 の ノ 
ウ ハ ウ も マン パワ ー も 持た ず 、 地 域 が 孤立 の 危機 に あっ た 。 そ の 
と き 、 か つて 路線 バス を 運行 し て いた ミヤ コー バス が 救済 の 手 を 
差し 伸 べ 、 鉄 道代 行 を 兼ね た 気仙 沼 へ の 了 臨時 路線 を 復活 し 、 通 
学 や 通院 の 足 を 確保 、 気 仙 沼 線 が BRT と し て 復旧 する まで 走り 
続け た 。 

新幹線 が 1 ヵ月 半 に わた り ス トッ プ し た 際 、 首 都 園 や 仙台 を 結 
ぶ 広 域 移 動 の 代わ り を 果たし た の は 高速 バス で あっ た 。 盛 岡 一 
東京 問 の ケー ス で は 、 東 京 側 の 運行 事業 者 が 通常 関西 方 面 に 
運用 し て いる 車両 を 転用 させ た り 貸 切 バス を 総動員 させ た り し て 
久 送 力 を 確保 し 、 最 大 1 便 15ー16 台 を 連ね て 運行 し た 。 


上 いざ と いう と き に 
公共 交通 を 十分 活用 で きる よう に する た め に 


非常 時 に 必要 な 機能 を 発揮 させ る た め に は 、 平 時 か ら 非 常時 
に 対応 で きる よう な 仕組 みや 体制 づく り が 望ま れる 。 バ ス は 前 述 
の よう に 様々 な 活用 の 仕方 が ある が 、 活 用 で きる た め に は まず 車 
両 と 乗務 員 、 燃 料 が 確保 で きる こと 、 走 れる 道路 が 確保 で きる こ 
と が 必要 で ある 。 東日本 大 震 災 の 後 、 バ ス 、 タ クシ ー や 運送 事業 
に お ける 運転 者 不足 が 著しく な り 、 現 在 日 常 的 な 運行 の 確保 も 
厳し く な りつ つ あ る 。 交通 事業 を 担う 運転 者 の 確 全 に つい て 、 地 
域 社 会 全体 の 問題 と し て 取り 組む こと が 必要 と され よう 。 

被災 直後 は 道路 行政 や 警察 と も 連携 を と り 、 バ ス が 走れ る 道 
路 ネ ットワーク を 優先 し て 確保 し 、 緊 急 車 と と も に 優先 通行 権 を 
与え る 仕組 み を つく り た い 。 燃料 の 供給 に つい て も 、 東 日 本 大 震 
災 で は 運送 事業 者 が まず は 人 命 救助 と バス 事業 者 に 融通 し て 
くれ た ケー ス や 、 行 政 が バス に 優先 的 に 回 し て くれ た ケー ス が 見 
られ た が 、 備 蓄 と 供給 の 仕組 み は 平 時 か ら 考 えて お く 必 要 が あ 
る 。 加 えて 、 災 害 発 生 当初 は 混乱 も ある 程度 や む を 得 な いと は い 
え 、 ス ピー ディ ー に 情報 の 共有 と 指揮 系 統 の 一 元 化 を 行い 、 組 
織 的 か つ 体 系 的 な 輸送 体制 を 構築 する こと が 必要 で ある 。 そ の 
た め に も 平時 か ら バ ス 事 業者 (バス 協会 )、 県 、 市 町 村 、 国 の 機 
関 、 警 察 等 関係 者 の 連絡 ・ 協 力 体制 を 整え て お く こと が 重要 で 
ある 。 


また 、 災 害 時 に は 通常 の 手法 が と れ な い ケ ー ス も 多い 。 東 日 
本 大 震 災 で は 、 新 幹線 の 代役 を 高速 バス の ほか 、 複 数 の 空港 
を 活用 し て 航空 が ある 程度 担っ た こと 、 福 島 県 内 向け の 石油 輸 
送 を 不通 の 東北 本 線 の 代わ り に 通常 次 物 輸送 を 行っ て いな い 
磐越 西 線 を 使い 、 新 潟 経由 で 行っ た こと な ど 、 リ ダン ダン シー( 多 
重 性 ) の 大 切 さ を 考え させ て くれ た 。 平 時 に 全て を 維持 し て お く の 
は 非 現実 的 な 部 分 も ある と は いえ 、 非 常時 に すぐ に 多様 な 手法 
を 活用 で きる 仕組 み は 視 野 に 入れ て お きた い 。 

関連 し て 、 イ ン フ ォ メ ーション の あり 方 も 一 考 を 要する 。 Web 環 
境 の 発展 に より 、 平 常時 の イン フォ メー ショ ン は 現在 か な り 進ん 
で いる 。 し か し 一旦 通 常 運行 が で き な く な っ た と き の 情 報 は 心 許 
な い の が 現実 だ 。 状況 が わか ら な く て 移動 で き な か っ た り 右 往 左 
往 し た り し な いで 済む よう 、 交 通 モ ー ド や 事業 者 の 枠 を 超え て 必 
要 な 情報 を 的 確か つ タ イム リー か つ ス ピー ディ ー に 提供 で きる こ 
と が 大 切 で 、 さ ら に 訪日 外国 人 に も 伝わる よう に 配慮 すべ き で あ 
る 。 それ に は 県 な どの 行政 が 一 元 的 に 統括 で きる こと が 望ま し 
い 。 実は この 「 モ ー ド や 事業 者 の 枠 を 超え て 一 元 的 に 」 「 タ イム 
リー か つ ス ピー ディ ー に 」 と いう こと は 、 非 常時 の 緊急 輸送 計画 
や 車両 ・ 人 材 の 手配 な ど 、 多 く の 場 面 で 大 切な 要素 で ある 。 

公共 交通 は つなが る こと で 機能 する 。 南 三陸 町 の 事例 に 見 る 
よう に 、 い っ た ん バス 路線 が な く な っ て し まう と 、 い ざと いう と き に 
活用 で きる 手段 が な く な っ て し まう 。 も ちろ ん “バス が あれ ば 安心 " 
だ け で 事業 性 の 低下 し た バス 路線 を 維持 する こと は 難し い が 、 
公共 交通 に は その 存在 その も の に も 意味 が ある と いう こと を 地 
域 の みん な で 共有 し 、 非 常時 に 最低 限 活 か の せる ネッ トワ ー ク の 
確保 と いう 視点 も 合わ せ て 、 社 会 イン フラ と し て 公共 交通 を 育 
て 、 持 続 さ せ て いく 考え 方 も 必要 と され る 。 交通 事 業者 の ノウ ハ 
ウ と 、 行 政 の 先 を 見 据え た 考え 方 、 そ し て 住民 と の 協 働 体制 が 一 
緒 に な っ て 相互 の 信頼 関係 が で きれ ば 、 公 共 交 通 に で きる こと 
は 少な か ら ず ある 。 

平成 23(2011) 年 4 月 に 山田 町 の が れき の 中 の バス 停 で 一 
緒 に な っ た 高齢 女性 の 言葉 を 筆者 は ずっ と 忘れ な い だ ろ う 。 「 バ 
ス が 戻っ て き て くれ た か ら 、 私 は これ か ら も ここ で 生き て いけ る 」 。 


(参考 文献) 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


東日本 大 震 炎 被災 者 健 診 か ら の 教訓 


岩手 医科 大 学 医学 部 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 教授 


坂田 清美 


平成 23(2011) 年 3 月 1 1 日 の 東日本 大 岩 災 か ら 既 に 9 年 目 
を 迎え よう と し て いる 。 岩 災 の 発生 と 同時 に 、 厚 生 労 働 省 は わが 
人 
状態 等 に 関す る 調査 ] 研 究 班 (研究 代表 者 : 林 謙治 、 研 究 分 担 
者 : 坂 田 清 I 
被災 者 を 10 年 間 追 跡 する 研究 体制 が 確立 し た 。 研 究 班 は 翌年 
か ら 、 宮 城 県 と 岩手 県 で 別々 に 組織 され る こと に な り 、 名 称 は 指 
定 研究 [岩手 県 に お ける 東日本 大 震 災 被災 者 の 支援 を 目的 と 
し た 大 規模 コホート 研究 ] (研究 代表 者 : 小 林 誠 一 郎 、 研 究 分 担 
者 : 坂 田 清美 ) と な っ た 。 本 提言 は 、 主 に この 研究 班 か ら 得 られ た 
研究 成果 に 基づき 作成 され た 。 

まず 、 研 究 対象 者 の 概略 に つい て 述べ る 。 被 災 者 健 診 の 対 
象 地 域 は 岩手 県 内 で 人 口当たり の 死者 ・ 行 方 不明 者 が 最も 多 
か っ た 大 植 町 (8.39%) 、 陸 前 高田 市 (7.70%) 、 山 田町 
(4.06%) と 栄養 運動 の 再現 性 ・ 妥 当 性 調査 を 実施 する 目的 で 
設定 され た 釜石 市 下平 田地 区 住民 で ある 。 同 意 者 数 は 大 棚町 
2,079 人 、 陸 前 高田 市 4,.908 人 、 山 田町 3,216 人 、 釜 石 市 下 
平田 地区 272 人 、 合 計 10,475 人 で あっ た 。 健 診 受 診 者 の 
94% の 協力 が 得 ら れ た 。 

健 診 項目 と し て は 、 特 定 健 診 の 項目 に 加え 、 握 力 、 呼 吸 機能 
検査 、 尿 潜血 、 白 血球 数 、 尿 素 窒素 、 総 コレ ステ ロー ル 、 ア ル ブ 
ミン 、 尿酸 、 ク レア チ ニン を 追加 し た 。 問診 県 と し て は 、 岩 災 前 後 
の 住所 、 健 康 状 態 、 治 療 状 況 と 岩 災 の 治療 へ の 影響 、 岩 災後 
の 竹 過 状 況 、 食 事 (8 項目 の 占 度 調 奏 )、 喫 煙 ・ 飲 酒 の 震 災 前 
後 の 変化 、 仕 事 の 状況 、 睡 眠 の 状況 、 ソ ー シ ャ ルネ ットワーク 、 
ソー シャ ル サ ポ ー ト 、 現 在 の 活動 状況 、 現 在 の 健康 状態 、 こ ころ 
の 元気 さ (K6)、 岩 災 の 記憶 (PTSD)、 発 災後 の 住居 の 移動 回 
数 、 暮 らし 向き (経済 的 な 状況 ) に つい て 調査 し た 。 

脳卒中 の 衝 患 は 発 災後 4 週間 有意 な 増加 が み ら れ た 
(Omama S, et al. Stroke 2013 Jun:44(6) :1518-24)。 
岩 災 前 の 3 年 間 に 比べ 浸水 範囲 内 人 口 が 20% 以 上 の 地域 で 
は 35% 脳 卒 中 の 羽 患 が 増加 し た 。 こ の 増加 は 特に 75 歳 以上 
の 高齢 の 男性 で 顕著 で あり 、2.41 倍 増加 し た 。 女性 や 温水 範 
囲 内 人 口 20% 未 満 の 地域 で は 増加 は み ら れ な か っ た 。 高 齢 男 
性 は 、 高 血圧 、 糖 尿 病 、 喫 煙 等 危険 因子 を 保有 する 者 が 多く 、 
大 震 災 に よる 混乱 で 、 適 切な 医療 を 受け る 機会 が 奪わ れ 、 強 い 
スト レス が 加わ っ た こと で 発症 に 結び つい た も の と 考え られ た 。 

急性 心不全 の 確 患 の 増加 も 観察 され た (Nakamura M, et 


al. Am J Cardiol 2012;110:1856-1860) 津波 浸水 地域 
で は 急性 心不全 の 容 患 は 岩 災 前 の 容 患 に 比べ 5 週間 に わた り 
増加 が 続い た 。 津 波 非 浸水 地域 で は この よう な 増加 は 観察 され 
な か っ た 。 ま た 、 容 患 者 数 の 増加 は 、 市 町 村 の 津波 浸水 面積 割 
合 及 び 避 難 者 数 と 強い 正 の 相関 が み ら れ た 。 津 波 被災 地域 で 
は 、 高 血圧 の 悪化 、 強 い ス トレ ス 等 に より 急性 心不全 の 種 患 が 
増え る も の と 考え られ た 。 

統計 を 用 いた 大 岩 災 に よる 影響 の 分 析 研 究 班 ( 研 究 代表 者 
橋本 修二 、 研 究 分 担 者 坂田 清美 ) で は 、 人 口 動態 統計 に 基 
づく 東日本 大 震 災 後 の 心 疾患 の 標準 化 死亡 比 を 週 毎 に 求め 
た 。 そ の 結果 、 被 災 し た 沿岸 市 町 村 で は 12 週 間 に わた り 心 疾 串 
死亡 の 有意 な 増加 が み ら れ た 。 心 筋 梗塞 に つい て 同様 の 解析 
を し た 結果 、 第 4 週 目 に 特異 的 に 増加 し た 週 が 観察 され た 。 こ れ 
は 平成 23 年 4 月 7 日 の 23 時 32 分 に 発生 し た マグ ニチ ュー ド 7.4 
の 強い 余震 が 影響 し た も の と 考え られ た 。 心 筋 梗塞 に つい て 
は 、 不 安 に 強い 影響 を 与え る イベ ント の 発生 に つい て も 配慮 す 
る 必要 が ある こと を 示す 結果 と な っ た 。 

メン タル ヘル ス の 不調 者 は 、 岩 災後 半年 か ら 11 か 月 後 の 時 
点 で は 、 男 性 35.7%、 女 性 47.0、 合 計 で 42.6% に 達し た 
(Yokoyama Y, et al. PLOS ONE July 2014.,9 
(7):e102497) 。 メ ンタ ル ヘ ルス に 影響 を 与え る 要因 と し て は 、 
健康 問題 、 経 済 的 困窮 、 転 居 回 数 、 社 会 的 な 孤立 が 挙げ られ 
た 。 被 災 地 域 で は 、 メ ンタ ル ヘ ルス の 悪化 の 防止 の た めこ れ ら の 
要因 に 対応 で きる よう 複合 的 な 支援 が 重要 で ある と 考え られ た 。 

大 岩 災 は 疾病 や 障害 を も つ 被 災 地 住民 に も 大 き な 影 響 を 与 
えた (横山 由香 里 、 他 厚生 の 指標 . 第 62 巻 第 3 号 平成 27 
[2015] 年 3 月 ) 。 難 病 患 者 で は 症状 の 悪化 の み ら れ た 者 が 56 
人 中 8 人 、 が ん 患者 で は 治療 計画 の 変更 が 必要 に な っ た 者 が 
301 人 中 18 人 発生 し た 。 そ の 主 な 原因 と し て は か か りつ け 医 の 
被災 で あっ た 。 ま た 、 身 体 障害 者 手帳 の 保持 者 で は 障害 が 悪化 
し た 者 が 182 人 中 27 人 み ら れ た 。 大 災害 で は 医療 機関 や 障害 
者 福祉 施設 も 被災 する こと が 多く 、 症 状 や 自立 度 の 悪化 に 結び 
つい て いた 。 大 災害 で は 福祉 的 な 支援 も 重要 で ある こと が 明 ら 
か に な っ た 。 

仮設 住宅 の 居住 者 で は 、 非 仮設 住宅 の 居住 者 に 比べ 有意 
な 体重 の 増加 が 認め られ た (Takahashi S, et al. PLOS 
ONE 11(12) 2016,e0166817)。 こ の 増加 は 多 変 量 調整 し 
て も み ら れ た 。 ま た 、 喫 煙 、 飲 酒 、 身 体 活動 量 、 食 事 回 数 、 経 済 


状況 、 就 業 状況 、 精 神 的 苦痛 、 不 眠 、 過 体重 、 高 血圧 、 脂 質 異 
常 症 、 糖 尿 病 で 層 化 し て も 同様 の 結果 と な っ た 。 仮設 住宅 の 居 
住 者 で は 、 居 住 空間 が 狭く 、 交 通 の 不便 な 地域 が 多く 、 非 仮設 
住宅 の 居住 者 に 比べ 体重 が 増加 し や すい こと が 明らか に な っ 
た 。 体重 増加 は 血圧 上 昇 、 血 糖 上 昇 、 脂 質 異常 症 の 悪化 を 招く 
こと か ら 、 心 血管 病 の 増加 が 懸念 され る 。 仮 設 住宅 の 居住 者 に 
は 、 運 動 療法 、 食 事 療法 な どの 体重 増加 を 防ぐ 有効 な 方 策 を 講 
じ る べき で ある 。 

被災 2 年 後 の こ ころ の 健康 に 与え る 影響 を 検討 し た 結果 、 男 
性 で は 震 炎 に よる 家屋 被害 、 同 居 者 と の 死別 は 関連 が 認め ら 
れ な か っ た が 、 現 在 の 社会 経済 的 状況 、 仕 事 が な いこ と 、 疾 患 
が ある こと と の 関連 が 認め られ 、 女 性 で は 岩 災 に よる 家屋 被害 
や 同居 者 と の 死別 、 社 会 経済 的 状況 、 仕 事 が な いこ と と の 関連 
が 認め られ た (米倉 佑 貴 、 他 厚生 の 指標 64(1):24- 
29,2017)。 大岩 災後 は 、 社 会 経済 的 状況 、 家 屋 被害 、 同 居 者 
の 死別 、 仕 事 が な いこ と 等 多様 な 要因 が ここ ろ の 健康 に 影響 を 
与え て いる こと が 明らか と な っ た 。 ここ ろ の 健康 の 悪化 を 防ぐ た 
め に は 、 こ れ ら の 要因 に 配慮 し た 多重 的 な 支援 が 重要 と いえ る 。 

津波 被害 と 呼吸 機能 の 関連 を 分 析 し た 結果 で は 、 非 浸水 群 
に 比べ 一 部 浸水 群 で は % 肺 活 量 、1 秒 量 、1 秒 率 が 有意 に 低い 
結果 と な っ た 。 また 、 全 域 で 浸水 被害 の あっ た 浸水 群 で は 、 非 浸 
水 群 に 比べ 1 秒 量 、1 秒 率 が 有意 に 低い 結果 と な っ た (Shiga 
K, et al. Emerg Med (Los Angel) 2018, 8:1)。 被 災 地 域 
住民 で は % 肺 活 量 、1 秒 量 、1 秒 率 等 の 呼吸 機能 が 低下 する こ 
と が 明らか に な っ た 。 被災 後 は 、 粉 じん の 問題 、 活 動 度 低下 の 影 
響 、 体 重 増加 の 影響 等 に より 呼吸 機能 の 低下 に 結び つい た も 
の と 考え られ た 。 

大 震 災 後 は 、 震 災 に よる 直接 死亡 だ け で な く 、 脳 卒 中 訣 患 、 
急性 心不全 密 患 、 心 臓 病 死亡 、 心 筋 梗塞 死亡 メン タル ヘル ス 
不調 、 既 往 疾患 や 障害 の 悪化 、 体 重 の 増加 、 呼 吸 機能 の 低下 
等 多様 な 病気 の 発生 、 死 亡 、 症 状 や 障害 の 悪化 を 招く こと が 明 
ら か と な っ た 。 岩 手 県 で は 、 発 災 直 後 か ら 被 災 者 医療 の 自己 負 
担 の 無料 化 を 実施 し た 結果 、 震 災 前 に 比べ 岩 災 後 の 高血圧 治 
療 者 割合 が 陸前 高田 市 で は 3.9%、 大 構 町 で は 3.7%、 山 田町 
で は 3.1% 上 昇 し た 。 発 災 に より 、 避 難所 等 で 強い スト レス を 受 
け 、 血 圧 が 上 昇 す る こと は 容易 に 想像 で きる 。 仕事 を 失っ た 被 
災 者 も 多数 出現 し た こと か ら 、 自 己 負担 の 無料 化 の 意義 は 大 き 
いと いえ る 。 高 血圧 の 冶 療 者 割合 が 増加 し た こと に より 脳卒中 
や 急性 心不全 の 死亡 を 減ら し た 効果 も ある も の と 考え られ る 。 今 
後 の 大 災害 発 災後 に お いて も 、 是 非 実施 し て いた だ きた いも の 
で ある 。 脳卒中 容 患 の 増加 は 、75 歳 以上 の 男性 で の み 観 察 さ 
れ た こと か ら 、 日 頃 か ら 循 環 器 疾 患 の リス ク を 減ら す 努 力 を する こ 
と が 、 大 災害 後 の 槍 患 の 減少 に と っ て も 重要 で ある こと を 示し て 
いる 。 脳卒中 の 危険 因子 と し て は 、 高 血圧 、 喫 煙 、 高 血糖 が 重 


要 で ある 。 血圧 を 低下 させ る た め に は 、 減 塩 、 カ リウ ム 摂 取 、 体 重 
の 適正 化 、 節 酒 、 運 動 が 重要 と な る 。 岩 手 県 は 全国 に 比べ 、 食 
塩 の 摂取 量 が 多く 、 喫 煙 率 が 高く 、 肥 満 が 多く 、 飲 酒 量 が 多い 
状態 が 長い 間 続 いて きた 。 日 頃 か ら こ れ ら の 危険 因子 を 可能 な 
限り 減ら すこ と が 、 大 災害 時 の 重大 疾患 の 発症 を 減ら す 上 で 、 
重要 で ある こと を 示し て いる 。 心 疾患 の 危険 因子 は 脳卒中 の 危 
険 因子 と ほぼ 同様 で ある が 、 心 筋 梗塞 な どの 虚 血 性 心 疾 患 で 
は 、 高 LDL コレ ステ ロー ル 血 症 と 低 HDL コ レス テロ ー ル 血 症 の 
影響 が 強く な る こと が 分 か っ て いる 。LDL コ レス テロ ー ル は 低 値 
で 高血圧 が ある 場合 脳出血 が 増加 する た め 、 適 正 レ ベル に 維 
持 す る こと が 肝要 で ある 。 メ ンタ ル ヘ ルス の 不調 に は 、 社 会 経済 
的 な 要因 が 強く 影響 する 。 大震災 に よる コミ ュ ニ ティ の 破壊 か ら 
どの よう に 再 構築 する か も 重要 な 課題 で ある 。PTSD は 天 延 し や 
すく 、 長 期 に わた る 支援 が 重要 と な る 。 既往 疾患 や 障害 の ある 
者 に 対す る 支援 も 重要 な 課題 で ある 。 日 頃 か ら 保健 、 医 療 だ け 
で な く 、 福 祉 関係 者 も 加わ っ て 大 災害 発生 時 の 対応 に つい て 、 
意見 交換 し 、 共 通 認 識 を も っ て いる こと が 、 発 災後 の 対応 を 円 
滑 に 推進 する た め に 重要 と 考え る 。 
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第 2 章 県 の 取組 ③⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


医療 文 援 体制 の 構築 


岩手 医科 大 学 医学 部 救急 ・ 


眞 瀬 智彦 


i 東日本 大 震 災 津波 で の 医療 活動 


| 急性 期 の 医療 活動 の 特徴 
東日本 大 震 災 は 、 マ グ ニ チ ュー ド 9 の 地震 の 後 、 巨 大 津波 の 
襲来 に より 被害 を 与え た 。 被 災 市 町 村 に よっ て は 人 口 の 約 1 割 
が 死亡 も し く は 行方 不明 と な っ た 地域 も ある 。 こ の よう な 大 規模 
RI 
の 災害 拠点 病院 を 発 災 後 3 日 間 で 受診 し た 重症 な 傷病 者 は 
iene 
波 に の み 込 まれ れ ば 命 が な いと いう 津波 災害 の 典型 で ある と 考 
えら れる 。 ま た 、 地 域 に よっ て は 医療 機関 が ほぼ 全て 被害 を 受け 、 
早期 か ら 平 時 の 医療 活動 が 困難 と な り 、 そ の 対応 が 必要 と な っ た 。 
また 、 被 災 者 は 高台 へ の 避難 を 優先 し た た め 、 い つも 内 服 し て 
いる 薬 を 持ち 出す こと が で きず 、 発 災 直 後 か ら 内 服薬 の 確保 の 
問題 が 発生 し た 。 県 で は 沿岸 3 ヶ所 に 薬剤 供給 拠点 を 作り 供給 
体制 を 構築 し た が 、 薬 剤 と いう 特殊 な 物流 の た め 効 果 的 に 薬剤 

の 供給 を 行う こと が で き な か っ た 。 


2 DMAT 活 動 

発 災 後 、 速 や か に 県 庁 災害 対策 本 部 (写真 ) 内 に DMAT 調 
整 本 部 (医療 班 ) を 立ち 上 げた 。 県 内 の 医療 機関 の 情報 を 収集 
する も 、 通 信 状 態 が 極め て 悪く 難渋 し た 。 岩 手 県 に 参集 し た 
DMAT は 沿岸 災害 拠点 病院 へ 速やか に 移動 を 考え た が 、 空 路 
参集 の DMAT が 多く な か な か うま くい か な か っ た も の の 、 発 災 翌 
日 に は 、 治 岸 の 災害 拠点 病院 それ ぞ れ へ DMAT10 チ ー ム 程度 
の 派遣 を する こと が で きた 。 





被災 の 大 き さ か ら 、 県 外 へ の 広域 医療 搬送 が 必要 と な る こと 
を 考え 、 発 災 当 日 に 県 内 DMAT を 派遣 し 、 花 巻 空 港 に SCU 
(Staging Care Unit) を 開設 し た 。 発 災後 3 日 間 で 191 人 の 傷 
病 者 が ヘリ コ プ タ ー で 花巻 空港 へ 搬送 され て いる 。 岩手 県 の 広 





災害 ・ 総 合 医学 講座 災害 医学 分 野 教授 


大 な 県 土 を 考え る と 、 傷 病 者 、 特 に 重症 な 傷病 者 の 搬送 に は へ 
リコ プター は 有用 で あっ た 。 


3 病院 避難 

津波 の 浸水 被害 を 受け た 医療 機関 は 、 自 家 発 電 ・ 空 調 の 停 
止 、 水 道 の 停 止 等 に より 医療 機能 が 停止 し 、 入 院 患者 を 転院 さ 
せる 必要 が 出 て きた 。 いわ ゆる 病院 避難 が 4 病院 で 行わ れ た 。 
病院 避難 に つい て は 、 病 院 と 情報 共有 が な か な か で きず 、 避 難 
する まで に 時 間 が か か り 適切 な 時 期 に 対応 が で き な か っ た 。 

病院 避難 も 含め 、 沿 岸 か ら 傷病 者 内 陸 の 医療 機関 に 発 災 7 
日 間 で 約 500 人 、3 月 いっ ぱい の 20 日 間 で 約 700 人 の 傷病 者 
が 搬送 さも て いる 。 こ れ は 、 被 災 地 内 で の 医療 負荷 を で きる だ け 
軽減 する た め に 転院 を 行っ た も の で ある 。 


4 県 全体 の 医療 コー ディ ネー ト 体 制 

岩手 県 で の 県 全体 の 調整 機能 は 、 急 性 期 で は DMAT 調 整 
本 部 を 中 心 と し た 医療 班 が 担っ た 。DMAT は 9 日 間 岩 手 県 内 で 
活動 し た 。DMAT の 撤収 に 伴い 新しい 組織 の 構築 が 必要 と な り 
「 い わ て 災害 医療 支援 ネッ トワ ー ク 」 を 立ち 上 げ 引 き 継い だ 。 
いわ て 災害 医療 支援 ネッ トワ ー ク は 、 岩 手 県 (保健 福祉 部 、 医 療 
局 )、 岩 手 医科 大 学 、 日 赤岩 手 県 支部 、 国 立 病院 機構 、 岩 手 県 
医師 会 の 6 つの 機関 で 始ま り 、 当 初 は 、 避 難所 の 対策 、 内 服薬 
の 確保 、 こ ころ の ケア 等 の 課題 に 対応 し 、 時 間 の 経過 に 伴う 被 
災 地 の ニー ズ の 変化 に より 多く の 関係 機関 が 参画 し 、 被 災 地 へ 
の 支援 を 調整 し た ( 図 1)。 













































































| 岩手 県 の 災害 医療 の コー ディ ネー ター 体制 
急性 期 慢性 期 (東日本 大 震 災 時 ) 
医療 班 2 ク 
・DMAT 調整 本 部 | ・ 岩 手 医 大 
・ 日 赤岩 手 県 支部 | ・ 日 赤 i 
・ 岩 手 医 大 ・ 岩 手 県 医師 会 ・ 県 歯科 医師 会 
・ 県 保健 福祉 部 |・ 国 立 病院 機構 ^・ 県 看護 協会 
・ 県 医療 局 ・ 県 保健 福祉 部 ・ 県 理学 療法 士 会 
・ 県 医療 局 * こ ご ころ の ケア チー ム 
・ 感 染 症 制御 チー ム 他 
会 画 全 
派遣 元 へ の 調整 等 の 要請 支援 チー ム 派 遣 ミー ティ ング 結果 の 情報 共有 
| 2 2 
『 各 地域 単位 で の 調整 会 議 」 














地域 の 状況 に 応じ て 、 災 害 対策 本 部 、 保 健 所 、 市 等 が 主催 し 、 地 域 の 医療 、 保 健 、 福 祉 等 の 関係 者 が 参画 
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上 馬 


東日本 大 岩 災 の 医療 活動 で の 課題 と し て 、 本 部 運営 の 脆 
性 が 挙げ られ る 。 いろ いろ な 場所 に 本 部 を 立ち 上 げ 活 動 し た わ 
け だ が 、 本 部 員 の 不足 、 本 部 運営 の スキ ル が な か っ た た め 、 本 部 
活動 が 円 滑 に 運営 で き な か っ た 。 

また 、 医 療 救 護 班 が 活動 する た め の ロ ジス ティ クス カカ の 不足 
も 指摘 され て いる 。 医 療 救 護 班 が 活動 する 上 で の 、 通 信 手 段 、 
食 、 住 、 移 動 手段 の 確保 等 が 十分 で な いた め 活 動 が 円 滑 に 行う 
こと が で きず 救護 活動 が 制限 され た 。 


i 課題 に 対す る 取組 


岩手 医科 大 学 は 、 被 災 地 の 基幹 災害 拠点 病院 と し て 、 ま た 


図 2 日 本 災害 医療 ロジ ステ ィ ク ス 研 修 


で へ 
岩手 医科 大 学 災害 時 地域 | 3 
医療 支援 教育 セン ター を 上 ド 
拠点 に 、 被 災 沿 岸部 へ 出 
動 し 実践 的 な 研修 を 行う 。 























机上 シミ ュ レ ーション 


| 久 基 保健 所 


岩手 県 唯一 の 医 育 機関 と し て 、 災 害 医 療 の 充実 を 目指 し 、 通 
常 で あれ ば 救急 医学 講座 が 主体 と な っ て いる 災害 医療 に つい 
て 独立 し た 教室 を 設置 し 、 災 害 時 に 対応 で きる 人 材 育成 を 開始 
し て いる 。 医療 人 (学部 学生 、 成 人 教育 ) へ の 教育 ・ 研 修 は も ち 
ろ ん 、 市 民 へ の 災害 医療 の 啓発 活動 も 行っ て いる 。 そ の 研修 
の 中 で 、 医 療 そ の も の で は な く 医 療 活動 を 下支え する ロジ ステ ィ 
クス に 焦点 を あて た 研修 会 を 実施 し て いる 。 日 本 ロジ ステ ィ ク ス 
研修 は 、 全 国 か ら 受 講 生 を 募り 、 東 日 本 大 震 災 の 被災 地 で 、 医 
療 機関 、 行 政 (保健 所 、 役 所 ) 等 と 連携 ・ 調 整 し 、 円 滑 で 効果 的 
な 支援 の 調整 する こと を 目的 と し た 、 よ り 実践 的 な 研修 会 で あ 
る 。 4 日 間 の コー ス で 2 日 間 は 座 学 、 机 上 訓練 を 、2 日 間 は 実働 
で 東日本 大 震 災 被災 地 で の 実施 研修 を 行っ て いる 。 ロ ジス ティ 
クス に 特 化 し た 、 実 働 で の 研修 は 、 日 本 で 唯一 の 研修 会 で 、 令 
和 元 (2019) 年 度 に 7 年 目 を 迎え た 。 ( 図 2) 
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付録 : 発 災 直 後に 医療 担当 の 職員 が や ら な けれ ば な ら な いこ と 


2)EMIS( 広 域 救急 災害 医療 情報 シス テム ) の モー ド 変 更 
3) 災害 対策 本 部 支援 室内 の 医療 ( 班 ) の 設置 
4 ) 医療 機関 の 被災 状況 < ライ フラ イン ・ 傷 病 者 受診 状況 の 確認 








5) 被 炎 地 内 に 地域 災害 対策 会 議 の 設置 の 可否 の 検討 及び 必要 で あれ ば 会 議 の 開催 と 事務 局 の 運営 


| ) 県 庁 に 参集 予定 の 統括 DMAT・ 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と の 連絡 調整 





(特に 被災 地内 保健 所 ) 
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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 
災害 と 福祉 的 支援 に つい て 


岩手 県 立 大 学 副 学長 / 社 会 福祉 学部 教授 


高齢 者 や 障がい 者 が 災害 発生 時 に 避難 する 時 の こと で は な 
く 、 災 害 が 発生 し て 避難 所 に 入っ た 時 か ら の 福祉 的 支援 に 関す 
る 課題 に つい て 述べ る 。 平 常時 に 福祉 的 支援 が 必要 な 住民 の 
中 に は 、 家 族 や 近所 の 方 に 支え られ 、 公 的 な サー ビス を 受け て い 
な い 人 も 多く いる 。 サ ービス を 利用 し て いる 場合 、 そ の サー ビス 提 
供 者 か ら の 働き か け も あり 、 被 災 し た と き で も 何ら か の 支援 に 結 
び つ きやすい 点 が ある 。 し か し 、 住 み 慣 れ た 住宅 、 家 族 、 地 域 住 
民 に 支え られ 生活 し て きた 人 は 、 災 害 に よっ て 条件 が 変化 する こ 
と で 新た に 災害 時 の 福祉 ニー ズ が 生じ る 。 

災害 、 特 に 大 規模 災害 が 発生 する と 、 住 み 慣 れ た 住宅 に 住 
め な く な っ た り 家 族 や 近所 の 住民 が 被災 し 、 助 け 合 い が 難 し く 
な っ た りす る 。 ま た 、 利 用 し て いた 一 般 サ ービス が 利用 で き な く 
な っ た り 、 日 常 的 な 買い 物 が で き な く な っ た りす る 。 こ の 状態 が 短 
期間 で あれ ば 我慢 し 対応 が で きる が 、 長 引く と 、 い つ 復旧 する の 
か が わか り に くく 、 見 通し も 必ず し も 立つ わけ で は な く 、 福 祉 的 支 
援 が 必要 な 住民 に と っ て は 大 き な 人 負担 に な る 。 

医療 ほど 一 刻 を 争う こと は な い が 、 で きる 限り 早い 対応 を し な 
いと 、 生 活 に 影響 が 出 て き て 、 余 裕 や 予備 力 が 十分 で な いた め に 
「 新 た な 災害 玉 者 ]」 が 出 て くる 。 こ れ ら の 福祉 的 な ニー ズ は 災害 
の た め に 発生 する だ け で な く 、 平 常時 に あっ た 支援 が 不 十 分 に 
な る こと で 生じ る こと が あり 、 災 害 そ の も の に 対す る 復旧 ・ 復 興 が 
中 心 の プロ セス で 取り 残さ れる こと が 多く ある 。 少 し で も 早く 復 
旧 ・ 復 興 を 目指 し 進ん で いく プロ セス に お いて 見 逃さ れ て し まう ご こ 
と が ある 。 


[災害 福祉 ] と いう 考え 方 が 必要 と 考え て いる 。 例 えば その 一 
つ に 、 岩 手 県 で 全国 に 先駆 け て 設置 し た 「 災 害 派遣 福祉 チー 
ム 」 と いう 災害 時 に 福祉 の 専門 職 が チー ム を 作り 、 被 災 地 、 特 に 
避難 所 に 避難 し た 高齢 者 な ど へ の 支援 する シス テム が ある 。 ま 
た 、 福 祉 的 な 視点 で 計画 され た 職員 が 常駐 する 集合 型 の [福祉 
型 仮設 住宅 ] や ケア ・ サ ービス も 含め た 支援 を 行う サポ ー ト セン 
ター を 併設 し た 仮設 住宅 団地 も 提案 され た 。 こ れ ら の 共通 し た 
「 災 害 福祉 | の ポイ ント は 、 災 害 発生 後 復旧 ・ 復 興 に 向かう 各 ス 


テー ジ で それ 相応 の 「 住 む 場 所 ] が 確保 され 、 何 ら か の 相談 や 支 
援 が ある こと で ある 。 日 常時 の 住ま いと コミ ュ ニ ティ の 関係 が 災害 
時 に お いて も 十分 で は な い に し て も 確保 され て いる こと で ある 。 


i 災害 派遣 福祉 チー ム に つい て 


災害 派遣 福祉 チー ム は 、 災 害 発 生後 、 岩 手 県 内 の 福祉 関連 
の 職能 団体 や 福祉 の 専門 職 が 現地 入り し 、 実 際 に 支援 活動 を 
し た 経験 を 踏ま え 、 課 題 を 整理 し 実際 に 活動 が で きる よう に 検討 
され て いっ た も の で ある 。 現在 で は 多く の 都 道 府 県 で 検討 され 設 
置 が 進ん でき て いる が 、 こ こ で は チー ム が 発足 され る まで に 検討 
し た 課題 を 中 心 に まとめ る 。 

災害 時 の 福祉 分 野 か ら み た 支援 の 課題 と し て 以下 の 点 が 挙 


げ ら れ た 。 
・ 東 日 本 大 岩 災 津波 発 災 直後 、 現 地 へ 支援 に 行き た く て も すぐ 
に は 動 け な か っ た 。 


・ 被 災 地 は 混乱 し 、 受 け 入れ 体制 も 十分 で な か っ た 。 

・ 被 災 地 で は ボラ ンティア も 専門 職 も 区 別 で き て いな い 状 況 で 
あっ た 。 

・ 支 援 に 入っ た 者 は 被災 者 に 同じ こと を 尋ね る が 、 そ の 対応 が 
必ず し も で き て いな か っ た 。 

・ 避 難所 が 混乱 し 、 避 難所 の 機能 が 十分 発揮 で き て いな か っ た 。 

・ 高 齢 者 、 障 が い の あ る 人 の 避難 生活 に 問題 が み ら れ た 。 

これ ら の いく つか は 、 今 で も 大 規模 災害 が 発生 し た と き に 見 られ 

る 点 で も ある 。 医 療 的 な 面 や 経済 的 な 面 で の 対応 は 明快 で ある 

が 、 福 祉 的 支援 の 課題 が な か な か 理解 され な い の が 現状 で ある 。 

そこ で 災害 発生 後 の 福 祉 的 支援 の 課題 が 何 な の か 整理 し た 。 
災害 発生 直後 は 、 医 療 ほど 一 刻 を 争う こと は な い が 、 で きる 限 

り 早い 段階 で 、 二 次 被害 を 防ぐ こと 、 避 難所 で 発生 する 生活 の 

課題 全体 を 捉え 、 関 連 機関 へ つなぐ 支援 が 必要 で ある 。 あく まで 

災害 時 の 支援 で も る た め 、 復 旧 ・ 復 興 へ 向け て の 中 長期 ニー ズ 

へ の 橋渡し を する こと が 重要 で あり 、① 災 害 に よっ て 生じ た 介護 

や 相談 な ど に 関連 し て の 継続 的 支援 が 必要 な 状況 を 把握 し 、② 

で きる 限り 被災 地 で 対応 し て いく 中 長期 的 支援 へ つなげ る こと 、 

③ 復 旧 ・ 復 興 の 状況 に 応じ た 、 被 災 地 の 医療 や 保健 体制 な ど と 

連携 する こと 、④ 災 害 関連 死 や 避難 所 等 に お ける 二 次 被害 を 

避け る こと が 求め られ 、 い ずれ は 地元 力 再 生 へ つなげ る こと を 目 

指す 必要 が ある 。 


これ ら に 対応 する に は 多様 な ニー ズ 把 握 が 必要 で 、 福 祉 の 専 
門 職 個人 は 、 高 齢 者 、 障 が い 者 、 子 ども 、 な ど 専 門 分 野 が 分 か れ 
て いる こと で 、 全 体 的 に 対応 する こと が 難し い 現 状 が あっ た 。 そ こ 
で 、 各 分 野 の 専門 職 を 混在 させ る チー ム 構 成員 が 必要 で ある と 
考え 設置 に 至っ た 。 ま た 、 高 齢 者 施設 へ の 支援 は 同種 の 施設 
の 職員 が 支援 する こと が 最も 効果 的 で あり 支援 も し や すい の 
で 、 避 難所 で の 支援 を 活動 の 中 心 と 考え た 。 こ の よう な 支援 チー 
ム を 「 災 害 派遣 福祉 チー ム ] と し て 設立 する こと と し た 。 

災害 派遣 福祉 チー ム の 活動 に つい て は 、 

・ 自 己 完結 的 活動 

・ 被 災 者 ・ 被 災 地 の 福祉 の 自立 を 促進 

・ 関 連 職種 と の 連携 を 図る 

・ 被 災 地 の 意向 に 寄り 添う 

これ ら を 目的 と し て 、 現 地 入 り 、 現 状 把握 、 対 応 に つい て 実際 の 
経験 を 生か し た 研修 を 実施 し た ほか 、 対 応 マ ニュ アル の 作成 な ど 
を 行っ た 。 現在 は 200 名 以上 の 派遣 チー ム へ の 登録 者 が あり 、 
登録 研修 、 ス テッ プア ッ プ 研修 等 を 行い 、 熊 本 県 で 発生 し た 地震 
や 岩泉 町 で 発生 し た 台風 災害 な ど に 派遣 し 、 避 難所 を 中 心 に 被 
災 者 の 相談 、 各 専門 支援 チー ム の 調整 役 な ど 幅 広い 活動 を 実 
施し て いる 。 


| 福祉 サポ ー ト 拠点 


「 サ ポー ト セ ンタ ー」 を 併設 し た 仮設 住宅 団地 も 建設 され た 。 
当初 は 高齢 者 や 障がい の ある 仮設 住宅 住民 を サポ ー ト する 前 
提 で 計画 ・ 設 置 さ れ た が 、 結 果 的 に 住民 全体 を 対象 に 幅広 い 相 
談 等 の 支援 を 行っ た サポ ボー ト セ ンタ ー が 多く あっ た 。 避 難所 や 仮 


災害 派遣 福祉 チー ム の 構築 の イメ ー ジ 


設 住宅 の よう に 当面 の 生活 する 場 が 確保 され る と 被災 者 の 生 
活 に 落ち 着き が 出 て 、 次 の 段階 へ の 目標 が 見 え 始 め 新しい 福 
祉 的 な 支援 が 出 て くる 。 

この よう に 「 住 む 場 所 ] と 「 サ ポー ト が ある こと ] は 、「 自 助 (自分 
で で きる こと を 行う ) 」 「 互 助 (お 互い に で きる こと を し て 助け 合 
う ) 」 の 状況 が 整う こと で あり 、 目 の 前 の 不安 が 軽減 され る こと に 
つなが る 。 そう な る と 、 次 の 進む べき 向かう 方 向 性 や 復興 する 段 
階 の 状況 を 落ち 着い て 考え る こと が で きる こと に な る 。 ま た 、 身 近 
な サポ ー ト が 入る こと に より 、 見 落と し が ちな 課題 を 捉え る こと が 
で き 、 速 や か に 関連 機関 へ つなぐ こと に つなが り 二 次 被害 や 関 
連 被 害 を 防止 する こと に も な る 。 


お わり に 


災害 時 に も 福祉 が 必要 と いう 提案 は ある も の の 、 具 体 的 な 内 
容 は まだ 十分 に 議論 され て いる わけ で は な い 。 東日本 大 岩 災 津 
波 で 体験 し 、 改 善 に 向け て 対応 し た こと は 今後 発生 され る 災害 
に も 共通 し て 役に立つ こと と 考え る 。 日 常 的 な 福祉 だ け で な く 、 
災害 に より 生活 環境 、 周 辺 状 況 が 変化 する こと に より 新た に 発 
生 する 課題 、 避 難所 、 仮 設 住宅 、 復 興 住宅 を 中 心 と し た 、 復 尋 
に 向け て の 段階 に 合わ せ た 「 落 ち 落 く 場所 (住居)」 と 「 生 活 を 支 
える 支援 (サポ ー ト ) 」 を 日 常 と は 異な っ た 視点 で 対応 で きる 「 災 
害 福祉 ] こ とい うこ と を 意識 し て も らい た い 。 障がい が ある こと だ け 
が 対象 で は な く 、 生 活 を 支え て いた 家庭 環境 、 地 域 環 境 が 崩れ 
る こと で 発生 する 災害 時 の 不 自 由 は 広い 意味 で 全て | 災害 福 
祉 」 の 対象 と な る と 考え て いる 。 






































連携 し 


| 県 | 国 本 市 町 村 
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(全体 計画 ) 
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〇 避難 行動 要 支 援 者 避難 支援 プラ ン 











(個別 計画 ) 
・ 要 援護 者 の 個々 の 状態 
・ 避 難 経路 ・ 避 難 場所 





・ 避難 支 援 者 
〇 避難 行動 要 支 援 者 名 簿 
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で 安心 な 生活 の 確保 
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いし 環境 整備 等 ) 。 ) 2 生計 ue : mW 富 > 
a 難 凛 症 支援 者 人 | 4 EE YE - 相 誠 
DMAT、 保 健 師 チー ム 、 岩泉 町 の 台風 災害 時 の 避難 所 に 設置 され た 相談 
| 災害 ボラ ンティア セン ター、 中 長期 支援 等 コー ナー 
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第 2 章 県 の 取組 人 @ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 証 語 語 語 誠 誠 I 


ここ ろ の ケア に つい て 


岩手 医科 大 学 医学 部 神経 精神 科学 講座 教授 、 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 委員 


大 塚 耕太 郎 


i 初動 期 の 対応 


岩手 医科 大 学 は 、 岩 手 県 精神 科 救 急 医療 体制 整備 事業 の 
常時 対応 施設 及び 身体 合併 症 対応 施設 で あり 、 東 日 本 大 震 
災 の 発 災 直後 か ら 、 精 神 科 救急 対応 が 起動 し て いた 。 そ し て 、3 
月 15 日 より 3 月 22 日 まで 、 岩 手 医 科大 学 に お ける 災害 派遣 医療 
チー ム に メン タル ヘル ス 関 連 各 科 (精神 科 、 心 療 内 科 、 睡 眠 医 
療 科 ) が 加わ り 、 岩 手 県 沿岸 で の 災害 医療 を 開始 し た 。 そ し て 、 
初動 で の 災害 現場 で の 活動 を 行い な が ら 、 今後 の ここ ろ の ケア 
の 在り 方 を 計画 立案 し た 。 ま た 、 岩 手 県 精神 保健 福祉 セン ター 
に お いて も 沿岸 地域 の 各 医 療 圏 、 市 町 村 の ここ ろ の ケア の 把 
握 、 対 応 に つと め た 。 


上 滞 手 県 災害 医療 支援 ネッ トワ ー ク へ の 参加 


岩手 県 災害 医療 支援 ネッ トワ ー ク (岩手 県 担当 各課 (保健 福 
祉 部 、 医 療 局 な ど ) 、 岩 手 医 科大 学 、 岩 手 県 医師 会 、 日 本 赤 十 
字 病 院 、 国 立 病院 機構 ) に お いて も 、 岩 手 医 科大 学 神経 精神 
科学 講座 スタ ッ フ は 県 庁 障 が い 保健 福祉 課 、 岩 手 県 精神 保健 
福祉 セン ター と 一 緒 に 参加 し 、 相 互 補完 的 な 協力 体制 を と っ て 
きた 。 災害 医 療 の 全体 的 な 流れ の 中 で の ここ ろ の ケア に つい て 
の 情報 共有 や 方 法論 提示 等 を 行っ た 。 


目 ここ ろ の ケア チー ム の 派遣 か ら 

岩手 県 ここ ろ の ケア セン ター の 設置 まで 

東日本 大 震 災 で は 大 規模 災害 で あっ た た め 、 県 内 の 支援 だ 
け で は チー ム の 充足 は 困難 で あり 、 全 国 の 病院 や 行政 機関 な ど 
か ら 派遣 を 受け た 。 こ ころ の ケア チー ム の 受け 入れ に つい て は 、 
当初 より 岩手 県 や 岩手 医科 大 学 、 日 本 精神 病院 協会 岩手 県 
支部 等 の 調整 を 行い 、 窓 口 は 岩手 県 に 一 本 化し て 、 現 地 と の 
調整 を 図る 方 針 と し た 。 発 災 直 後 か ら 平成 24(2012) 年 3 月 ま 
で 全国 か ら 30 チ ー ム 以上 の 「 こ ころ の ケア チー ム ]」 の 派遣 を い 
た だ き 、 県 、 市 町 村 、 地 域 の 関係 機関 が 密接 に 連携 し し ここ ろ の 
ケア 対策 を 推進 し た 。 

財源 と し て も 災害 救 助 法 の 範 暗 で 支援 が 提供 され て いた 。 そ 
の 後 、 仮 設 住居 設置 後 の 支 援 体制 と し て の 被災 住民 の 個別 介 
入 を 推進 する た め 、 平 成 23(201 1) 年 4 月 より 被災 の 影響 が 強 


い 自 治 体 に お いて 岩 災 スト レス 相談 室 を 開設 し 、 個 別 相談 や 支 
援 者 へ の スー パー バイ ズ 等 が 開始 され 、 同 年 8 月 まで に 最終 的 
に 7 か 所 に 設置 され た 。 

この よう な 多 職 種 専門 職 に よる ここ ろ の ケア チー ム に よる ここ 
ろ の ケア を 中 長期 的 に 継続 し て いく た め に 、 岩 手 県 の 委託 事業 
と し て 岩手 医科 大 学 に よっ て 「 岩 手 県 ここ ろ の ケア セン ター」 を 
同 大 学内 に 、「 地 域 こ ころ の ケア セン ター」 を 沿岸 4 か 所 に 設置 
し た 。 岩手 県 ここ ろ の ケア セン ター の 具体 的 な 活動 と し て も 、1) 
訪問 活動 な ど を 通じ た 被災 者 支援 、2) 岩 災 スト レス 相談 室 ( 岩 
災 こ ころ の 相談 室 ) に よる 精神 科 医 師 、 精 神保 健 専門 職 に よる 
個別 相談 、3) 市 町 村 等 の 地域 保健 活動 へ の 支援 、4) 従 事 者 
支援 、5)NOCOMIT-J( 複 合 的 自殺 対策 プロ グラ ム の 自殺 企 
図 予防 効果 に 関す る 地域 介入 研究 ) が 示し た 包括 的 な 自殺 対 
策 、6) その 他 地 域 の ニー ズ に よる 活動 、 を 骨子 と し て 、 岩 手 県 自 
殺 対 策 ア クシ ョ ンプ ラン (平成 27〔2015)〕 年 度 ~ 平 成 30 
[2018] 年 度 ) に お いて も 、 重 要 な 取組 の 一 つと し て 明記 され 、 
沿岸 の 保健 所 や 市 町 村 、 関 係 機関 と 連携 し て 活動 し た 。 


目 大 規模 災害 の 被災 地 に お ける 環境 変化 、 
心理 的 課題 と ここ ろ の ケア の 課題 ( 図 |、 図 2) 


仮設 住宅 か ら の 移動 や 復興 へ の 期間 は 延長 し 、 被 災 者 は 時 
間 の 経過 と と も に 医療 費 、 経 済 的 自立 、 高 齢 化 な ど 、 現 実 的 な 
生活 の 様々 な 困難 を 抱え 、 持 続 的 な スト レス に さら され た 。 そし て 
住民 同士 の 繋が り が 減 層 し 、 地 域 と の 結び つき の 希薄 さ 、 孤 独 
な どの 問題 は 、 イ ン フ ラ が 整備 され た 後に も 継続 し て いる 。 加 え 
て 、 被 災 地 で 働く 自治 体 職 員 や 復興 関連 業務 従事 者 、 対 人 援 
助 職 等 の 勤労 者 の スト レス 加重 も 深刻 な 間 題 と な っ た 。 再建 ・ 
復興 期 に は 自力 再建 し た 自宅 や 復興 住宅 へ 移行 後 も 支援 が 行 
われ る が 、 定 住 期 に 住民 が 安心 し て 暮らせ る よう に な る た め に 、 
支援 が 継続 され 、 深 刻 事例 対応 , 健 康 づ くり 推進 , 相 互 交流 ・ 支 
援 を 深化 させ 、 健 康 格差 へ 配慮 する 視点 が 求め られ る 。 そ し て 、 
見 守り 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 や 実務 者 派遣 、 被 災 者 の 救済 制度 な 
ど 様 々 な 支援 活動 も 継続 され る 必要 が ある 。 災害 後 の 現実 的 な 
社会 的 援助 が メン タル ヘル ス に 関連 する た め 、 長 期 的 な 視点 で 
対人 支援 と 健康 づく り の 継続 的 な 支援 が 必要 で ある 。 岩 手 県 
の 保健 医療 計画 や 復興 推進 プラ ン で も 被災 地 の こ ころ の ケア 
を 柱 の 一 つ に 位置 付け て いる 。 





図 | 被災 地 の 環 境 変化 と 心理 的 問題 に つい て 
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図 2 ここ ろ の ケア の 主 な 課題 と 対応 
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取組 の 成果 


岩手 県 の 沿岸 被災 地 は 医療 資源 も 和 逐 し い 地 域 で あり 、 大 規 
模 災害 に よる 甚大 な スト レス に より 心 の 健康 に 関す る 深刻 な 影 
響 を 受け た 。 し か し 、 保 健 所 や 市 町 村 、 関 係 機関 が 連携 し 、 岩 手 
県 ここ ろ の ケア セン ター の 対策 も 中 心 に 据え な が ら 、 対 人 支援 
を 強化 し た 形 で これ まで の 実証 性 が 高い と 考え られ る 複合 的 介 
入 モ デル を 拡張 し て 、 包 括 的 な 地域 精神 医療 保健 対策 を 実践 
し て きた 。 大 規模 災害 で は 地域 の 自殺 リス ク 上 昇 や 自殺 率 増加 
の 報告 も 認め られ る 。 岩手 県 に お いて は 震 災 前 3 年 と 比較 する 
と 岩 災 後 3 年 で の 各 医 療 圏 の 自殺 の 標準 化 死亡 比 (SMR) は 
減少 傾向 に あり '、 そ の 後 も 顕著 な 増加 は 認め られ て いな い 。 


目 長期 的 展望 に お いて 

包括 的 な ここ ろ の ケア は 最 重 要 課 題 

大 規模 災害 の 被災 地 は 長期 的 に ここ ろ の 健康 の リス ク に さ 
ら さ れる こと が 知ら れ て お り 、 岩 手 県 に お いて も 行政 力 ( 財 政 カ 
指数 ) や 医療 基盤 は 十分 と いえ ず 、 地 域 の 被災 に より 増大 し た 
健康 問題 ニー ズ を 支援 な し で 対応 する こと は 当面 厳し いと 考え 
られ る 。 

予防 介入 か ら ハ イリ スク 者 対応 まで 包括 的 に 対策 を 行い 、 長 
期 的 に 健康 格差 を 生じ な いよ うに し て いく 必要 が ある 。 そ し て 、 復 
興 ス テー ジ と 被災 者 の メン タル ヘル ス 状 況 を 踏ま えて 、 対 策 の 
方 法論 を 開発 ・ 実 践 する 必要 が ある 。 そし て 、 介 入 を 騙 め れ ば 危 
KN 被災 地 の 変 化す る 社会 状況 に 対応 し な が 

ら 、 図 3 の よう に 当初 想定 し た 対策 より も 実際 の 支援 は 中 期 、 長 
i 要 が あり 、 定 住 
期 ま で 介入 強度 を 高い 水準 で 維持 する 必要 が ある 。 




























図 3 岩手 県 に お ける ここ ろ の ケア の モデ ル 
困難 の 長期 化 に 
専門 的 介入 
強 アー ム 
4 ee ー 
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第 2 章 県 の 取組 る ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


農 災 津波 の 教訓 を 未来 へ つなぐ 人 づく り 


1 
へ 
a 


文部 科学 省 総合 教育 政策 局 男 女 共同 参画 共生 社会 学 
森本 晋也 


i 全 県 を 挙げ て 、 被 災 地 の 学校 教育 の 早期 正常 化 


東日本 大 岩 災 津波 の 発 災 直後 か ら 、 応 急 対 応 と し て 被災 地 

の 市 町 村 教育 委員 会 や 学校 に 対し て 人 的 ・ 物 的 支援 が 行わ れ 
た 。 そ し て 、 県 全体 を 挙げ て 被災 地 に お ける 学校 の 再開 と 児童 
生徒 の ここ ろ の ケア へ の 対応 等 が 進め られ た こと に より 、4 月 下 
旬 に は 被災 し た 学校 の ほとん ど が 再開 で きた 。 例え 十分 な 学習 
環境 で は な く て も 、 子 ども た ち が 学 校 に 通う こと が で きる よう に 
な っ た こと は 、 大 人 た ち に と っ て も 復興 へ の 大 き な 心 の 糧 に な っ 
た と 思う 。 被 災後 、 少 し で も 早く 学校 を 再開 する こと は 、 日 常 を 取 
り 戻 すこ と に つなが り 、 復 興 へ の 原動力 と な る 。 岩 災 津波 の 教 
訓 の 一 つと し て 、 災 害 が 起こ っ た 時 に 少し で も 早く 学校 を 再開 す 
る こと が で きる よう 、 平 時 か ら の 備え が 必要 で ある 。 


放 中 長期 的 な 視点 か ら 、 震 災 津 波 を 教 証 と し た 
人 づく り の 推進 


本 県 で は 、 発 災 か ら 間 も な い 時 期 に 、「 い わ て の 復興 教育 」 
(以下 、「 復 興 教 育 ]) の プロ グラ ム 作 成 に 着手 し 平成 24 
(2012) 年 2 月 に は 具体 の 内 容 が 学校 に 示さ れ た 。 1 年 後 の 平 
成 25(2013) 年 3 月 に は プロ グラ ム の 内 容 を 見 直し た 改訂 版 、 
その 後 復興 教育 副読本 も 発行 され た 。 未来 志向 で 全 県 を 挙げ 


て 取り 組む 復興 教育 の 理念 と 考え 方 が 示さ れ た こと は 、 全 県 が 


深い 悲し み に 包 まれ る 中 、 県 内 の 教育 関係 者 が 心 を 一 つ に し 
て 、 同 じ 目 的 に 向かっ て 取り 組ん で いく 上 で 非常 に 重要 な こと で 
あっ た 。 

復興 教育 は 、 岩 災 津 波 の 体験 か ら 得 られ た 教育 的 価値 で ある 
「 い きる 」] 「 か か わる | 「 そ な える 」 を 育て 、「 郷土 を 愛し 、 そ の 復興 ・ 
発展 を 支え る 人 材 育 成 ] を 目的 と する も の で ある 。 内 陸 部 の 子 ど 
も た ち は 、 沿 岸部 の 被災 地 の 大 変 な 状況 に 思い を 馳せ 、 被 災 地 
で 災害 ボラ ンティア 活動 を 行っ た 学校 も 多く あっ た 。 被災 地 の 子 
ども た ち は 故 郷 の 復興 に 向け て の 学習 や 活動 を 行っ た 。 内 陸 部 
と 被災 地 の 学 校 間 の 交流 も 行わ れ た 。 こ の 復興 教育 の 理念 
教育 プロ グラ ム は 、 今 後 起こ りう る 災害 へ の 備え と と も に 、 こ れ か 
ら 予想 困難 な 社会 に 生き る 子ども た ち に 必要 な 力 を 身 に 付け て 
いく た め に 必要 な も の で ある 。 復興 教育 プロ グラ ム は 、 平 成 31 
(2019) 年 3 月 に 、 学 習 指導 要領 改訂 等 を 踏ま え 第 3 版 が 発行 
され た が 、 本 県 に お いて 継続 し て 取り 組む 必要 の ある 教育 で ある 。 


習 ・ 安 全 課 安全 教育 推進 室 安全 教育 調査 官 


上 震 災 津波 の 教訓 を 未来 に つなぐ た め に は 、 
震 災 の 資料 の 保存 が 重要 


発 災 後 、 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 を 経験 し た 神戸 の 先生 か ら 諾 災 

の 記録 を 残す こと の 大 切 さ が 指摘 され た 。 学 校 に は 震 災 対応 、 
学校 再開 や 支援 に 関す る 記録 、 復 興 教 育 に 関す る 資料 (子ども 
た ちの 学び や 思い ) な ど 、 震 災 に 関連 する も の が 数 多く 残さ れ て 
いる 。 た だ 、 こ れ ら の 記録 や 資料 は 、 失 われ て し まう 可能 性 が あ 
る 。 し か し 、 こ れ ら の 資料 は 、 時 間 の 経過 と と も に 、 こ れ か ら の 子 ど 
も た ち が 謀 災 津 波 の 教訓 を 学ぶ 際 に 、 教 材 と し て と て も 大 切な 
も の と な る 。 岩 災 津 波 か 59 年 が 経過 し 、 震 災後 に 生ま れ た 子 ど 
も た ち も 小 学校 に 入学 し て き て いる 状況 で あり 、 震 災 津 波 の 記 
録 の 保存 の 重要 性 は ます ます 高まっ て いる 。 

「 い わ て 農 災 津波 アー カイ ブー 希望 一 ] (以下 、 ア ー カ イブ ) 
は 、 教 育 に 関す る コン テン ツ が 充実 し て いる 。 子 ども た ち が 自 分 

で 農 災 津波 の 教訓 を 学ぶ こと が で きる 児童 生徒 用 の コン テン ツ 
や 、 復 興 教 育 や 防災 教育 に 関わ る 指導 案 や 実践 記録 が 収録 さ 
れ た 教職 員 用 の コン テン ツ が ある 。 こ ご これら の コン テン ツ は 、「 い わ 
て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 に 基づい て 作ら れ て いる 。 アー カイ ブ 
に は 、 岩 災 津 波 に 関す る 新聞 資料 (当時 の 子ども た ちの 様子 や 
地域 の 復興 に 関す る 記事 ) や 写真 、 当 時 の 児童 生徒 の 作文 や 

レポ ー ト 、 生 徒 会 発行 の 資料 等 が 数 多く 収録 され て いる 。 今後 、 
岩 災 津波 を 知ら な い 子 ども た ちや 先生 方 が 増え て いく こと を 考え 
る と 、 本 アー カイ ブ に 収録 され た 資料 は 、 貴 重 に な っ て くる 。 今後 
も 学校 に 残っ て いる 震 災 津波 に 関す る 資料 と 県 内 の 防災 教育 
や 復興 教育 の 指導 資料 の 収集 を 継続 し て ほし い 。 そ し て 、 県 内 
の 教育 委員 会 や 学校 に お いて は 、 現 在 、 農 災 津 波 に 関連 する 
資料 と し て 何 が 残っ て いる か 整理 する と と も に 、 で きる 限り デー タ 
と し て アー カイ ブ に 提供 を お 願い し た い 。 


用 アー カイ ブ や 岩 災 津波 に 関す る 資料 を 活用 し た 
学習 を 推進 


筆者 は 、 平 成 30(2018) 年 度 、 西 和賀 町 立 湯田 小学 校 と 陸 
前 高田 市 立 高田 第 一 中 学校 で 、 担 任 の 先生 方 と と も に アー カ 
i し た 授業 を 行っ た (授業 の 様子 は 

ー カ イブ で 紹介 )。 発 災 時 の 小 中 学 生 の 避難 の 状況 や 、 避 難 
WM 発 災 後 、 自 
分 の 生き 方 を 見 つめ な お し た 中 学生 の 作文 を 活用 し た 。 発 災 当 


時 の 小 中 学生 の 思い や 行動 を 学ぶ こと で 、 今 自分 た ち が 学 ん で 
いる 防災 教育 や 復興 教育 の 内 容 を 価値 づけ た り 、 学 習 を 深め た 
りす る 機会 に な っ た の で は な いか と 思う 。 

時 間 の 経過 と と も に 、 当 然 、 震 災 の 記憶 は 薄れ 、 防 災 意 識 も 
下がっ て いく 。 本 県 の 子ども た ち に は 、 沿 岸部 に 実際 に 行っ て 、 
伝承 施設 や 岩 災 遺構 な ど を 訪れ 、 岩 災 を 体験 し た 方 々 や 復興 
に 向け て 尽力 し て いる 方 々 か ら 直 接 話 を 聞い て 学ん で ほし い 。 そ 
し て 、 地 域 の 防災 や まち づく りな ど 、 自 分 た ちの 故郷 に 目 を 向け て 
学ん で ほし い 。 こ れ ら の 学習 や 活動 の 際 、 ア ー カ イブ を 活用 し て 
岩 災 津波 の 教訓 に つい て 学ぶ こと で 、 復 興 教 育 や 防災 教育 の 
学習 を 深め る こと が で きる と 思う 。 

また 、 今 回 の 学習 指導 要領 改訂 で 、 理 科 や 社会 な どの 教科 
等 で は 災害 に 関す る 学習 内 容 が 充実 し て き て いる 。 授業 で は 、 
アー カイ ブ 等 の 資料 を 活用 し て 、 岩 災 津 波 に つい て 関連 させ て 
学ぶ こと で 復興 教育 ・ 防 災 教 育 の 充実 に つなげ て ほし い 。 

県 で は アー カイ ブ 等 の 資料 を 活用 し た 教育 実践 記録 を 収集 
し 、 県 内 の 先生 方 に 情報 提供 し て ほし い 。 本 県 の 教育 関係 者 に 
と っ て より 有益 な アー カイ ブ に な る こと で 、 他 の 地域 の 方 々 に と っ 
て も 大 変 参考 に な る も の に な る と 思う 。 





上 復興 教育 ・ 防 災 教 育 で は 、 
「 自 分 事 」 と し て 学習 する こと が 重要 


筆者 は 、 岩 災 津 波 を 生き 抜い た 当時 の 中 学生 た ち に 、 震 災 
前 の 防災 教育 に つい て 、 印 象 に 残っ て いる こと や 改め て 大 切 だ 
と 思う こと に つい て 聞き 取り 調査 を 行っ た 。 聞き 取り 調査 か ら 、 次 
の 3 点 を 学習 の プロ セス に 取り 入れ る こと が 大 切 だ と いう こと が 
分 か っ た 。 1 点 目 は 、 津 波 の 危険 は 自分 に くる か も し れ な い 、 ひ と 
事 で は な い 、 自 分 事 だ と 思っ た な ど 「 課 題 意 識 ] を 持つ こと 。2 点 
目 は 、 例 えば 地域 に お いて 津波 の 歴史 や 言い 伝え を 自分 た ち で 
調べ 、 考 え 、 発 表す る な ど 、 生 徒 た ち が 「 主 体 的 に 学習 ] す る こと 。 
3 点 目 は 、 地 域 に 伝わる 「 て ん で ん こ 」 の 教え に つい て 家庭 で 話 

合っ た り 、 地 域 の 方 々 の 防災 意識 を 高め る 活動 を 行っ た りす る 
な ど 「 家 庭 や 地域 と 連携 ] し て 学習 する こと で ある 。 こ れ ら の 内 容 
は 、 教 育 を 行う 上 で 基本 的 な 内 容 で ある 。 し か し 、 固 災 を 経験 し 
た 元 生徒 た ちの 言葉 は 重く 、 今 一 度 、 元 生徒 た ちの 言葉 か ら 大 
切な こと を 確か め る こと が で きる の で は な いか と 思う 。 そ し て 、 聞 き 
取り 調査 の 中 で 、「 先 生 た ち が 大 事 な も の と し て 教え て いた の 
で 、 こ れ は 大 事 な 学 習 だ と 思っ て いた 。 だ か ら 避 難 で きた 」 と いう 
元 生徒 も いた 。 最 も 大 切な の は 、 教 師 の 姿勢 だ と 痛切 に 感じ る 。 

また 、 元 生徒 た ち は 、 故 卿 へ の 思い を 強く 持っ て お り 、 故 郷 に 
戻り 復興 に 関わ り た い 、 岩 災 の 教訓 を 伝え た いと 話す 。 実 際 、 小 
中 学生 や 高校 生 の 時 代 に 岩 災 を 経験 し た 若い 世代 の 人 た ち 
が 、 語 り 部 と な っ て 、 岩 災 の 教訓 を 伝え て いる 。 故 卿 へ の 思い 、 
災害 へ の 備え 、 復 興 の 歩み な など を 彼ら 彼女 ら か ら 次 の 世代 に つ 
な いで いき た いも の で ある 。 


目 私 た ち 教 育 に 携わる 者 は 、 復 興 教 育 や 防災 教育 に 
取り 組む 必要 感 を 持つ 自覚 が 必要 


学習 指導 要領 の 総則 に 、「 豊か な 人 生 の 実現 や 災害 等 を 乗 
り 越 えて 次 代 の 社会 を 形成 する こと に 向け た 」 現代 的 な 諸 課 題 
に 対応 し て 求め られ る 資質 ・ 能 力 の 育成 が 記述 され て いる 。 こ れ 
か ら の 子ども た ち は 、 ど の よう な 状況 で 災害 に 遭遇 する か 分 か ら 
な い 。 ど ん な 時 で も 生き 抜い て いく た め に 必要 な 力 を 身 に 付け て 
お か な けれ ば な ら な い 。 私 た ち 教育 に 携わる 者 は 、 子 ども た ち は 
災害 に 遭遇 する 可能 性 が ある と いう こと を 前 提 に し て 、「 あ の 固 
災 津 波 を 決し て 忘れ る こと な く 、 そ し て その 教訓 を 本 県 の 教育 の 
根幹 に 据え 、 郷 土 を 愛し 、 そ の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 を 育成 す 
る た め 、 県 を 挙げ て 『 い わ て の 復興 教育 ] に 取り 組み ます 」 (復興 
教育 プロ グラ ム 【 改 訂 版 】 よ り ) と いう 言葉 を 心 に 刻み 、 復 興 孝 
育 や 防災 教育 に 取り 組ん で いき た い 。 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 


コミ ュ ニ ティ 形成 は いか に 進め られ た か 


一 般 社団 法人 RCF 代 表 理 事 
藤沢 烈 


i 行政 も コミ ュ ニ ティ 支援 に 前 向き に 


平成 23(2011) 年 の 東日本 大 震 災 の 発生 か ら 9 年 が 経過 し 
た 。 住 宅 や 道路 と いっ た ハー ド 面 で の 復旧 は 、 岩 手 県 で も 目処 
が つい た 。 一 方 で 引き 続き 課題 と し て 残る の は 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 
の 再建 で ある 。 

岩手 宮城 福島 の 被災 者 約 5.700 人 を 対象 に 実施 し た 、 
NHK に よる 「 東 日 本 大 震 災 7 年 被災 者 アン ケー ト 」 "に よる と 、 
[地域 の つなが り 」 に 対し て 「 復 興 の 実感 が ある 」 と 回 答 し た 人 は 
全体 の 19.1% に すぎ ず 、54.1% が 「 実 感 が な い 」 と 回 答 し た 。 ま 
た 「 現 在 の 住ま い が 、 被 災 直 後 の 想像 と 違っ て いる 」 と 回 答 し た 
人 の うち の 44.3% が 「 想 像 以上 に 地域 の 交流 が な く な っ た 」 と 
回 答 し て いる 。 

東北 復興 の 現場 で は 、 こ うし た 課題 に 対応 する た め コ ミュ ニ 
ティ 支援 が 幅広 く 行 われ て きた 。 特 に 岩手 で は 先進 的 な 取組 が 
行わ れ 、 そ の 後 、 宮 城 や 福島 で も 参考 に され た 。 そ の 結果 、 過 去 
の 災害 で は 民間 に よる 散発 的 な 取組 に 限定 され て いた コミ ュ ニ 
ティ 支援 が 、 東 北 で は 復興 政策 の 柱 と し て 大 い に 取 り 組ま れる こ 
と と な っ た 。 

本 稿 で は 、 岩 手 で 実践 され た コミ ュ ニ ティ 形成 アプ ロー チ に つ 
いて 紹介 し て いく 。 


i まち と ひと の 「 理 解 」 


災害 に よっ て 従来 の コミ ュ ニ ティ が 失わ れ た 場合 、 つ な が り の 
再開 に 向け た 準備 が 必要 と な る 。 「 新 た な まち の 動向 」 と 、「 地 域 
を 担う ひと ] の 2 つの 側面 か ら コ ミュ ニテ ィ を 理解 する こと だ 。 

まち を 理解 する キー ワー ド は 、 代 表 性 と 多様 性 で ある 。 コ ミュ ニ 
ティ は 行政 か ら サ ービス と し て 提供 され る も の で は な く 、 住 民 が 自 
律 的 に 創り 続け る も の で ある 。 そ の た め 、 新 た な 自治 組織 を つく 
る 上 で は 、 そ の 組織 が まち に と っ て 代表 的 な 存在 で ある と 多数 の 
住民 か ら 認め られ る 必要 が ある 。 ま た 、 女 性 や 若者 と いっ た 多様 
な 主体 を 巻き 込め て いる こと も 重要 な 要素 と な る 。 地域 の 自治 
活動 は 、 高 齢 の 男性 が 中 心 と な っ て 取り 組ま れる こと が 少な く な 
い が 、 コ ミュ ニテ ィ を 持続 させ る 上 で は 女性 の 視点 や 若者 の 行 
動力 と いっ た 多様 な 力 が 不可 欠 と な る か ら だ 。 

ひと の 課題 は 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 を 推進 する 上 で リー ダー シッ プ 





を 取る キー パー ソン が 地域 に 存在 する か で ある 。 被災 地 で は コ 
ミュ ニテ ィ が 一 度 失 われ て し まう 。 代表 性 ある 自治 組織 を も っ た コ 
ミュ ニテ ィ が 再建 され る た め に は 、「 あ の 人 が 言う な ら 」 と いう 信頼 
され る リー ダー の 存在 が 重要 と な る 。 

以上 の よう に まち と ひと の 現状 を 地域 ご と に 理解 し て いく こと 
が 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 に 向け た 第 一 歩 と な る 。 


| 支援 者 間 で の 課題 の 「 共 有 」 


次 に 、 支 援 者 間 で の 課題 の 共有 が 必 要 と な る 。 復興 事業 に 
は 行政 、 民 間 、 住 民 な ど 様 々 な 利害 関係 者 が 関わ っ て いる 。 そう 
し た 多様 な 主体 が 同じ ゴー ル を 共有 する た め に 、 岩 手 県 釜石 市 
で は 「 コ ミュ ニテ ィ 形 成 シ ー ト ] と いう ツー ル が 使用 され た 。 

この シー ト は 世界 の 被災 各地 で コミ ュ ニ ティ 支援 実績 を も ち 、 
釜石 支援 スポ ン サ ー で あっ た UBS グル ー プ が ノウ ハウ を 提供 し 、 
RCF が 釜石 市 役所 と 協 働 し て 作成 し た 。 「 組織 に 代表 性 が ある 
か 」 「 多 様 な 主体 を 巻き 込め て いる か 」 「 重 要 な キー パー ソン が い 
る か 」 と いっ た 課題 ご と に コミ ュ ニ ティ 形成 支援 の 評価 指標 
(KPI) が 設定 され 、 地 域 単 位 で 管理 され た 。 こ の 評価 指標 
(KPI) は 釜石 の 復興 関係 者 で 共有 ・ 進 捗 管理 され る こと で 、 コ 
ミュ ニテ ィ 形 成 に 関す る 復興 事業 の 改善 に 役立て られ た 。 

こう し た ノウ ハウ は 岩手 県 事業 と し て 陸前 高田 市 な ど に も 紹 
介さ れ 、 コ ミュ ニテ ィ 支 援 手法 の 一 つと し て 確立 され る こと と 
な っ た 。 


i 地域 コー ディ ネー ター に よる 「 促 進 」 


理解 ・ 共 有 の 後 は 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 の 「 促 進 」 が 求め られ る 
が 、 そ の 担い 手 と な る の が [地域 コー ディ ネー ター | で ある 。 


地域 コー ディ ネー ター の 役割 は 2 つ あ る 。 1 つ 目 は 、 地 域 と 被災 
者 の ニー ズ を 引き 出す こと で ある 。 被災 地域 に 入り 込み 、 信 頼 関 
係 を 築き な が ら 有 丹念 に 住民 の 声 を 拾い 集め 、 何 が 必要 と され て い 
る の か 整理 する 。2 つ 目 は 、 支 援 主体 の 連携 を 促進 する こと で あ 
る 。 市 内 NPO や 地域 の まち づく り の 議論 を 行う 団体 、 市 関係 機関 
等 を 支援 し 、 各 主体 の 協 働 を 促す 。 

東北 復興 に お ける 地域 コー ディ ネー ター の 代表 選手 は 、 釜 石 
の 「 釜 援 隊 ] で ある 。 こ の 取組 は 、 平 成 24(2012) 年 6 月 に 釜石 
市 と RCF が 釜石 市 唐 丹 地区 で 始め た コミ ュ ニ ティ 支援 が モデ ル 
と な っ て いる 。 こ の 事業 を 釜石 全域 で 進め る べく 、 平 成 25(2013) 
年 4 月 に 釜 援 隊 を 発足 。 県 内 外 の 人 材 が これ まで 29 名 参画 し 、 
平成 29(2017) 年 に は 復興 庁 の 復興 功績 顕彰 も 受賞 し た 。 

釜 援 隊 は 当初 、 復 興 に むけ た 各地 域 の まち づく り 協 議会 や 、 
その 他 地 域 団 体 の 活性 化 を 担当 し た 。 その 後 、 釜 石 さ くら 祭 の 
復活 、 移 動 困難 者 を 支援 する オン デマ ンド バス の 運行 、 防 災 を 
テー マ に 中 高 年 層 の 見 守り 構築 を 考え る 「 復 興 公営 住宅 サミ ッ 
ト 」 の 開催 な ど 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 を 促進 する 事業 を 数 多く 手がけ 
て いる 。 ま た 、 特 定 の 団体 の み に 属 する こと な くま ち 全 体 の 復興 
に 取り 組み 、 柔 軟 な メン バー の 役割 変更 を 行う こと で 、 年 々 の 課 
題 変化 に 対応 で きる 運営 方 丈 を と っ て きた 。 








オン デマ ンド バス 


この よう な 地域 コー ディ ネー ター と いう 専門 職 の 誕生 と 活躍 に 
よっ て 、 高 齢 化 が 進み 担い 手 が 不足 し て いる 被災 地 で あっ て も 、 
コミ ュ ニ ティ 形成 が 促進 され る こと と な っ た 。 


和 コミ ュ ニ ティ 支援 の 広がり 


岩手 で 確立 され た コミ ュ ニ ティ 支援 は 、 福 島 で も 広がっ て い 
く 。 福 島 第 一 原発 事故 に より 全 町 避難 を 強い られ た 双葉 町 、 大 
熊 町 で も コミ ュ ニ ティ 形成 が 必須 と な り 、 釜 石 市 同様 に 復興 支 
援 貞 制 度 を 活用 し た 現地 コー ディ ネー ター が 採用 され た 。 釜石 と 
異な り 、 両 町 は 元 の 地域 に 一 人 も 住む こと が で き な く な り 、 福 島 
県 全域 は も と より 北海 道 か ら 沖縄 まで 全国 に 避難 者 が 散ら ば っ 
た 。 そう し た 中 で 、 各 地 で の 住民 自治 組織 の 確立 や 、 メ ディ ア 発 
行 を 通じ て 情報 提供 を 行う と いっ た 取組 を 追加 し て 、 避 難 住民 
が 帰還 に 備え る 支援 を 提供 し た 。 ま た 、 同 県 で は 県 営 災害 公営 
住宅 が 多数 建設 され た が 、RCF の 働き か け で 住宅 ご と に コー 
ディ ネー ター が 配置 され 、 複 数 の 避難 自治 体 か の ら の 入居 者 を つ 
な ぐ 自 治 組 織 を つく る 政策 が 生ま れ て いる 。 

岩手 で 育ま れ た ノウ ハウ は 、 福 島 に 限ら ず 今 後 の 災害 に も 生 
か され る こと に な る 。 復興 庁 は 、 復 興 ・ 創 生 期間 後 の 対応 の 検討 
に 当たっ て 、 こ れ ま で の 復興 施策 を 検証 する 研究 会 を 令 和 元 
(2019) 年 に 開催 し 、 筆 者 も 構成 員 と し て 加わ っ た 。 こ の 報告 の 
中 で も 、 住 宅 の 支援 だ け で な く 「 人 の つなが り ] が 重要 で ある こと 
が 明記 され た 。 こ れ を 受け て 閣議 決定 され た 令 和 3(2021) 年 
度 以降 の 復興 の 基本 方 針 で は 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 が 重要 な 柱 と 
し て 含ま れる こと と な っ た 。 加え て 、 東 北 復興 で 培 わ れ た 支援 ノウ 
ハウ は 後世 に 向け て 蓄積 され て お り 、 こ の ノウ ハウ を 普及 させ る 
こと も 盛り 込ま れ て いる 。 

コミ ュ ニ ティ 形成 手法 は 、 首 都 直 下地 震 や 南海 トラ フ 地震 と 
いっ た 近い 将来 に 発生 が 予測 され る 大 規模 災害 で も 役立て ら 
れ よ うと し て いる 。 








1「 被 災 者 アン ケー ト 一 東日本 大 岩 災 あの 日 か ら 7 年 」 [NHK NEWS 
WEB」 (https://www3.nhk.or.jp/news/special/shinsai7portal/ 
questionnaire/) 、2019 年 12 月 2 日 閲覧 。 
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第 2 章 県 の 取組 人 @ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 本 語 語 誠 I 


地域 産業 、 中 小 企業 の 復興 と 産業 関連 部 局 


一 職員 と 中 小 企業 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 信 頼 関係 が 基本 一 


一 橋 大 学名 誉 教 授 、 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 に 係る 専門 委員 


関 満 博 


阪神 ・ 淡 路 大 震 災 か ら の 産業 復興 、 中 小 企業 復興 を 支援 す 
る 中 で 、 幾 つか 痛切 に 感じ る こと が あっ た 。 以来 、 ア ドバイ ザー を 
務め る よう な 付き 合い の ある 市 町 村 の 産業 担当 部 局 に 対し て 、 
幾つ か の 提言 を 行っ て きた 。 


i 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 の 産業 復興 支援 の 経験 か ら 


阪神 ・ 淡 路 大 震 災 に は 直後 か ら 産業 復興 支援 に 従事 し た が 、 
これ ほど の 災害 の 場合 、 住 民 支援 が 最大 の テー マ と な り 、 避 難 
所 、 仮 設 住宅 の 確保 ・ 設 置 、 食 糧 の 提供 、 生 活 環境 の 整備 等 
に 市 町 村 は 忙殺 され る 。 職員 の 大 半 は 所 属 部 局 に 関わ りな く 
「 住 民 支 援 ] に 向かう 。 

他方 、「 企 業 市 民 ] で ある 地域 産業 、 中 小 企業 は 放置 され 、 行 
政 サ イド か ら の 支援 は み ら れ な か っ た 。 し ば らく は 相談 に いく 所 も 
な か っ た 。 

企業 は 生き 物 な の で あり 、 ま た 、 地 域 が 持続 的 に 生き 抜い て い 
く た め の 重要 な 主体 (企業 市 民 ) な の で ある 。 ま た 、 再 生 、 復 興 が 
遅れ る と 当該 企業 は 存立 基盤 を 失っ て し まう 懸念 も 大 きい 。 岩 
災後 の 復興 の 過程 の 中 で 、「 スーパー の 棚 を 他 の 地域 の 企業 
に 取ら れ 、 戻 っ て こない ]」 [一 気 に 海外 移管 され た 」 な どの 悲鳴 
が 聞こ えて きた 。 その まま で は 、 地 域 は 生命 力 を 失っ て し まう 。 


i 常 日 頃 の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 重要 


阪神 ・ 淡 路 大 震 災 、 中 越 沖 地震 等 の 産業 ・ 中 小 企業 復興 支 
援 に 携わっ た 経験 か ら 、 産 業 支援 の アド バイ ザー 等 に 就 い て い 
る 幾つ か の 自治 体 の 産業 振興 部 局 に は 、 以 下 の よう な 指導 を 
重ね て いる 。 

産業 振興 部 局 は 常 日 頃 か ら 地域 の 産業 、 中 小 企 業 と の コ 
ミュ ニケ ーション を 深め 、 日 常 的 に 多様 な 支援 を 重ね て いく 必要 
が ある 。 事業 に 対す る 理解 等 を 深め 、 信 頼 関 係 を 形成 し て いく こ 
と が 必要 。 事 務 室 で PC に 向かっ て 補助 金 を 探し て いる より は 、 
現場 に 出 て 、 地 元 の 産業 、 中 小 企業 が どの よう な 状況 に ある の 
か 、 今 後 の 課 題 は 何 な の か 等 を 常に 把握 し て いく 必要 が ある 。 

そし て 、 大 き な 災 害 に 直面 し た 時 に は 、 産 業 部 局 も 住民 支援 
に スタ ッ フ が 割か れ よ う が 、 一 定 の 人 数 を 確保 し 、 被 災 し た 企業 


市 民 で ある 中 小 企業 の 状況 を 把握 し 、 復 興 に 向け た 取組 を 重ね 
て いく 必要 が ある 。 で きれ ば 、 被 災後 、 少 な く と も 半数 の スタ ッ フ 
は 産業 、 中 小 企業 の 現場 に 向かい 、 支 援 に 向かう べき と 指導 し 
て いる 。 

私 は 岩手 県 で は 北上 市 と 宮古 市 の 産業 振興 アド バイ ザー を 
20 一 30 年 に わた り 務 め て いる が 、 産 業 振興 部 局 に 対し 、 以 上 
の よう な 点 を 常に 指摘 し て きた 。 そ し て 、 災 害 後 の 支 援 の 取組 は 
重要 だ が 、 そ れ 以 前 に 、 職 員 と 中 小 企業 と の 「 常 日 頃 か ら 形 成 さ 
れ た 信頼 関係 ] が 特に 重要 と 指摘 し て いる 。 今回 の 東日本 大 岩 
災 津 波 に 際 し 、 被 災 3 県 の 自治 体 の 中 で 、 地 域 産業 サイ ド か ら す 
る と 、 宮 古市 と 北上 市 (後方 支援 ) が 最も 機動 的 、 か つ 有 効 に 
対応 し た と 思う 。 


宮古 市 の 対応 被災 中 小 企業 と 新た な 補助 金 の 提案 


宮古 市 は 、 日 本 の 基礎 自治 体 の 中 で も 職員 と 中 小 企業 と の 
コミ ュ ニ ケー ショ ン が 最も 良く と それ て いた と ころ で あり 、 大 半 の 被 
災 自 治 体 が 職員 の 大 半 を 住民 支援 に 向け た 中 で 、1 週間 後に 
は 産業 担当 職員 の 半数 を 戻し 、 自 転 車 で 被災 中 小 企業 の 現場 
の 訪問 に 向かっ た 。 そし て 、 ど こよ り も 早く 3 月 末 に は 市 独自 の 補 
助 金 制度 (利子 補給 ) を 形成 し て いる 。 

さら に 、 今 回 の 被災 に 際 し 、 経 済 産業 省 は 3 月 中 に 3 回 の 現 
地 ヒ アリ ング に 入っ た の だ が 、 岩 手 県 、 宮 城 県 、 福 島 県 の 3 県 の 
沿岸 自治 体 の 中 で 対応 で きる 自治 体 は 宮古 市 し か な く 、3 回 と も 
全て 宮古 市 を 訪れ て いる 。 経済 産業 省 も 、 そ の よう な こと は 被災 
以前 か ら 了 解 し て いた 。 他 の 自治 体 で は 元々 地域 の 中 小 企業 
の 実情 も 知ら な い 場 合 が 少な く な い 。 そ の た め 、 状 況 把握 も で き 
ず 、 支 援 の イメ ー ジ も た っ て いな い 。 宮 古市 は 20 年 ほど 前 か ら 、 
職員 と 中 小 企業 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 深め 、 戦 略 的 な 産業 、 中 
小 企業 支援 に 踏み 込ん で いた 。 こ の こと は 経済 産業 省 に 限ら 
ず 、 関 係 者 は よく 了解 し て いた 。 

この 3 回 の ヒア リン グ に は 職員 と 地元 中 小 企業 者 が 同席 し 、 
「 こ れ だ け の 被災 に 対し て 、 復 旧 ・ 復 興し て いく に は 投資 額 の 
70% ほ どの 補助 金 が な いと 無理 」 と 試算 も 出し て いた 。 阪 神 ・ 淡 
路 大 震 災 の 時 は 、 こ の よう な 要請 は 却下 され 、 企 業 の 投資 ・ 代 
入金 に 対す る 利子 補給 の み が 提 供 さ れ た に すぎ な か っ た 。 阪 


神 ・ 淡 路 大 岩 災 か ら 25 年 が 経過 する が 、 被 災 中 小 企業 で 復興 
支援 工場 (工場 アパ ー ト 、 低 額 な 賃貸 ) に 入居 し た 百 数 十 社 の う 
ち 、 被 災 以 前 より も 発展 し 、 退 出し て いっ た 中 小 企業 は 、 宴 聞 な 
が ら 1 社 し か 知ら な い 。 

今回 、 こ れ だ け の 被災 に 対し て 、 経 済 産 業 省 は 新た な 理解 を 
示し 、 結 果 、4 月 末 の 段階 で 補助 率 4 分 の 3(75%) と いう 画 期 的 
な 「 グ ルー プ 補 助 金 ] を 提供 し て きた 。 産業 政策 の 世界 で これ ほ 
どの 補助 金 は か つて な か っ た 。 こ の 補助 金 に より 、 三 陸 沿 岸 の 
約 1 万 の 中 小 企業 が 再開 する こと が で きた 。 人 口 減少 地域 、 少 
子 高齢 化 地域 で 地域 の 活性 化 の た め の 産 業 振興 を 最大 の 課 
題 と し て いる 沿岸 地域 で 、 中 小 企業 が 再開 され た こと の 意味 は 
大 きい 。 地 域 の 「 現 場 ] か ら 発想 され 、 具 体 化し て いっ た この グ 
ルー プ 補 助 金 を めぐ る 取組 は 大 きく 評価 され る 。 当然 、 提 案 し た 
宮古 市 の 取組 が 最も 早く 、 一 番 早い と ころ で 平成 23(2011) 
年 11 月 に 新 工場 が 完成 し 、 稼 働 に 入っ た と ころ も ある 。 


l 補助 金 は 地域 産業 振興 の 戦略 的 「 投 資 」 と 考え る 


この よう な 補助 金 が で きる と 、 地 域 中 小 企業 の 実情 も わか ら な 
いま ま 、 各 自治 体 は その 取得 に 向かう 。 そし て 、 そ の 取得 だ け に 
関心 が 向かっ て いく 。 自治体 は その 手続 き に 終始 し て し まう 。 
個々 の 中 小 企業 の 事情 も よく わか ら ず 、 手 続き だ け で 通り すぎ 
る 。 だ が 、 こ の よう な 大 災害 の 前 後 で は 経済 を めぐ る 環境 は 激変 
し て いる 場合 が 少な く な い 。 先 に みた よう に 、 ス ー パ ー の 棚 は 取ら 
れ 、 海 外 移管 が 一 気 に 進 ん で いく 。 岩 手 県 の 水産 加工 企業 か ら 
は 、 半 壊 の 工場 を わずか 4 カ月 後 の 7 月 に 再開 し た が 、 ス ー パ ー 
の 棚 は 戻っ て こ な か っ た と の 報告 も ある 。 

補助 金 の 手続 きだ け で 仕事 が 終わ る の で は な く 、 当 該 中 小 企 
業 の 事業 的 な 見 通し 、 可 能 性 を 含め て 支援 的 な 補助 金 が 提供 
され て いく 必要 が ある 。 そ の よう な こと を 判断 し て いく た め に は 、 日 
常 的 な 中 小 企業 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 、 多 様 な 経済 産業 の 情 
報 収集 と 判断 力 が 不可 欠 で あろ う 。 | 補助 金 と は 配当 の な い 
「 投 資 」] と 考え る べき で あり 、 将 来 、 税 金 と し て 配当 が 戻っ て くる 
と いう 考え 方 が 求め られ る 。 補 助 金 で ハー ド が 戻る こと だ け を 目 
指す の で は な く 、 事 業 が どの よう に 再生 、 発 展 で きる の か を 見 極 
め て 取り 組ん で いく 必要 が あろ う 。 


目 中 小 企業 は 地域 の 「 有 力 な 市 民 」 ノ 

職員 の 力量 が 問わ れる 

また 、「 棚 を 取ら れ た 」 式 の いい 方 が ある が 、 そ れ に は 一 つ に 
「 商 品 力 、 事 業 力 」 の 騙さ が 指摘 され る 。 再 開 後 4 カ月 で 棚 を 
失っ た 企業 も あれ ば 、1 年 半 後に 再開 し た の だ が 、 す ぐに 先方 か 
ら 申し 出 が あっ た 企業 も ある 。 「 商 品 力 ] が 強けれ ば 、 唯 一 無比 
の も と し て 受け 入れ られ て いく で あろ う 。 こ の 点 は 、 日 常 的 に 商品 


力 を 強め て いく た め の 事 業 的 な 努力 の 積み 重ね が 必要 で あろ 
う 。 それ は 、 中 小 企業 個 々 の 問題 で ある が 、 地 域 の 産業 担当 部 
局 の 側 も 企業 指導 の 力 を 身 に 着け 、 支 援 的 な 立場 に た っ て 物 
事 を 推進 し て いく 必要 が ある 。 

今回 の 東日本 大 震 災 津波 に 際 し 、 被 災 し た 三陸 沿岸 市 町 村 
の 中 で 宮古 市 の 対応 が 最も 進ん で いた 。 三陸 全体 か ら も 注目 を 
浴び た 。 それ は 、20 年 に わた る 実践 的 な 産業 振興 、 中 小 企業 振 
興 の 積み 重ね が あり 、 職 員 と 中 小 企業 と の 間 の 信頼 関係 に よる 
も の で あっ た 。 「 補 助 金 の 手続 き 行政 ] で は な く 、 一 歩 踏み 込ん 
だ 信頼 関係 の 醸成 を ベー ス に し た 産業 振興 部 局 と 地域 中 小 企 
業 の 次 の 時 代 を 切り 拓く よう な 取組 が 求め られ て いる の で ある 。 


重ね て 指摘 する が 、 地 域 の 中 小 企業 は 地域 が 成り 立つ た め の 
「 有力 な 市 民 ] な の で あり 、 常 日 頃 、 コ ミュ ニケ ーション を 重ね 、 問 
題 が 生じ た 時 に は 即時 的 か つ 有 効 な 対応 を と っ て いく こと が 重 
要 。 そ の た め に は 、 コ ミュ ニケ ーション を 淀 日 頃 深め る こと に 加え 、 
産業 振興 担当 サイ ド の 企業 経営 、 戦 略 的 な 事業 展開 な ど に 対 
する 力 の 蓄積 が 求め られ る 。 

な お 、 宮 古市 、 北 上 市 に は 産業 部 局 20 年 前 後 の 経験 を 重ね 
る ベテラン の 職員 が 配置 され て いる (た ) 。 自 治 体 の 通常 の 職員 
の ロー テー ショ ン は 3 一 5 年 程度 で あり 、 地 域 中 小 企 業 と の 信頼 
関係 、 産 業 、 企 業 の 実情 を 把握 する の は 難し い 。 少 なく と も 10 
年 程度 の 経験 は 必要 で あり 、 持 続 的 な 支援 体制 を 形成 し て いく 
に は 、 職 員 の 系 統 的 な 育成 が 必要 と され る 。 
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第 2 章 県 の 取組 人 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 本 語 語 語 


福島 第 一 原子 力 発電 所 の 事故 に よっ て 東日本 の 広範 な 地 
域 に 放射 性 物質 が 飛散 し 、 岩手 県 で 県南 地方 を 中 心 に 環境 
や 農 畜 水産 物 の 放射 能 汚染 が 生じ た 。 こ の 事態 に 対し て 県 が 
行っ た 対策 に つい て は 、 人 oN 
響 対策 報告 書 ( 県 の ホー ムペ ー ジ で 閲覧 可能 ) 」 に まとめ られ て 
A RN Ne 
り 、 原 発 事故 まで は 放射 線 に 関す る 特段 の 知識 や 経験 を 持た な 
か っ た で あろ う 県 職員 が 、 こ の 未 錠 有 の 事態 に 迅速 か つ 適 切 に 
対処 され た こと が うか が える 。 

この た び 県 に お いて 、 復 興 の 取組 と 教訓 を 踏ま えた 提言 集 
「 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 一 岩手 か ら の 提言 一 を 刊行 し 、 
この 経験 と 教訓 を 後世 に 伝え る に あたり 、 県 が 行っ た 放射 能 : 
染 対 策 の うち 情報 発信 と 啓発 活動 に つい て 所 感 を 述べ た い 。 


i 汚染 状況 等 に 関す る 情報 発信 に つい て 


今 は 情報 の 公開 が 強く 求め られ る 時 代 で ある 。 原 発 事故 に 関 
し て も 、 県 民 は 空間 線量 その 他 の 環境 に 関す る 測定 結果 や 県 
卒 農 災 水 産物 の 汚染 状況 に 対し て 強い 関心 を 持っ て いた 。 こ れ 
ら の 測定 結果 は 県 の ホー ムペ ー ジ で 公開 され て お り 、 現 在 は トッ 
プペ ー ジ か ら 「[ 放 射 能 に 関す る 情報 ] を クリ ッ ク す る と 、 空 間 線 量 
や 食品 等 の 汚染 状況 に 加え 、 県 や 市 町 村 が 行っ て いる 取組 や 
放射 線 に 関す る 啓発 パン フレ ッ ト な ど 、 関 連 情 報 に 一 元 的 に ア 
クセ ス で きる よう に な っ て いる 。 イ ンタ ーネット を 通じ た 情報 の 公開 
は 事故 後 速やか に 始め られ 、 情 報 の 更新 も 随時 行わ も れ て いる よ 
う で ある が 、 改 善 の 余地 が な いわ け で は な い 。 

ー つ に は 、 発 信 す る 情報 の 管理 が 一 元 的 に 行わ れ て いな いよ 

うに 感じ られ る 点 で ある 。 例え ば 、[ 放 射 能 に 関す る 情報 ] の 新着 
更新 情報 に は 現在 ( 令 和 元 [2019] 年 12 月 )9 月 27 日 か ら 1 1 
月 29 日 まで の 10 件 の 情報 が 掲載 きれ て いる が 、 こ れ ら は 全て 水 
産物 の 検査 結果 で ある 。 こ れ に よる と 9 月 27 日 以降 は 水産 物 以 
外 の 新着 情報 が な いよ うに 思わ れる が 、 個 別 の 食品 の ペー ジ 
(例え ば きのこ ) に は 、 よ り 新 し い 情 報 が 掲載 され て いる 。 ま た 、 
[放射 能 に 関す る 情報 ] の 中 に 食品 の 放射 性 物質 検査 結果 を 
検索 で きる ペー ジ ( リ ンク ) が ある が 、 こ の 内 容 と 個別 食品 の ペー 
ジ の 掲載 内 容 に 龍 鱗 が 見 られ る 。 例 えば 、 前 者 の ペー ジ で 果物 
を 検索 すれ ば リン ゴ や ブドウ な どの 測定 結果 が 出 て くる が 、 個 別 
食品 の ペー ジ で は 平成 30 (2018) 年 以降 果物 の 測定 結果 が 


線 影響 対策 に つ 


いて 


掲載 され て いな い 。 こ の よう に 、 ペ ー ジ に よっ て 情報 内 容 が 異な 
る こと は 、 発 信 す る 情報 が 一 元 的 に 把握 お よび 管理 され て いな 
いこ と に よる も の と 思わ れ 、 今 後 の 改 善 が 望ま れる と ころ で ある 。 

ニニ つ 目 は 、 発 信 す る 情報 が 膨大 な 測定 デー タ の 比 列 に な っ 
て いる 点 で ある 。 [放射 能 に 関す る 情報 ] か ら [ 地 表 付 近 の 放射 
線量 ] を クリ ッ ク す る と 、 県 内 各地 の 測定 結果 の 一 覧 を 見 る こと 
が で きる 。 [河川 、 海 域 、 地 下水 、 土 壌 等 ] 、 [水道 水 ] な ども 同様 
で ある 。 ま た 、 食 品 は 種類 別に 掲載 され て いる が 、 い ずれ も 個々 
の 測定 結果 を 一 覧 表 に し た も の で ある 。 こ の よう な 個別 の 測定 
結果 を 迅速 に 公表 する こと は 必要 な こと で ある が 、 一 方 で この よ 
うな デー タ で 全体 の 状況 を 把握 する こと は 困難 で ある 。 こ の た 
め 、 個 々 の デー タ と は 別に 、 地 域 の 空間 線量 の 推移 を 示す グラ 
フ や 、 食 品 の 品目 別 ・ 年 度 別 ・ 地 域 別 等 で 集計 し た も の を 掲載 
する こと は で き な い で あろ うか 。 こ れ ら の デー タ は 全て コン ピュ ー 
ター で 処理 され て いる の で 、 集 計 作業 や グラ フ の 作成 等 も それ 
ほど の 労 を 要 し な いで あろ う 。 こ の よう に すれ ば 、 岩 手 県 の 環境 
汚染 や 農 畜 水産 物 の 汚染 状況 が ほとん ど 問 題 に な ら な い レ ベ 
ル で ある こと が より 理解 され や すく な り 、 不 安 の 解消 や 風評 被害 
の 防止 に も 役立っ た で あろ う 。 情報 の 公開 に あたっ て は 、 迅 速 、 
正確 、 徹 底 に 加え 、 伝 えた い 情 報 を わか りや すく 伝え る 工夫 も 必 
要 で ある 。 


i 放射 線 に 関す る 知識 の 啓発 に つい て 


現在 の 教育 制度 で は 、 高 等 学校 で 物理 学 を 選択 し た 場合 
放射 線 に つい て 学ぶ 機会 が わずか に ある も の の 、 大 学 等 で 放 
射線 に 関わ る 分 野 、 例 えば 医学 部 等 、 に 進ん だ 場合 以外 は 放 
射線 に つい て 体系 的 に 学ぶ こと は ほとん ど な い で あろ う 。 こ の た 
め 国 民 の 多く は 放射 線 に 関す る 十分 な 知識 を 持た な い 中 で 、 原 
発 事故 に よる 放射 能 汚染 に 対 財 せ ざる を 得 な い 状況 に 至っ た 。 
この よう な 中 テレ ビ で は 識者 が 「 放 射線 は どん な に 微量 で あっ て 
も 有害 」、「 東 北 の 農 産物 は 危険 ] な ど と 発言 し 、 イ ンタ ーネット 上 
で は 真 偽 不 明 な 情報 が あふ れ か えっ て 、 市 民 の 不安 が 一 層 あ お 
られ る こと と な っ た 。 確か に 放射 線 は 有害 で あり 、 不 要 な 被ばく は 
避け る べき で ある が 、「 よ くわ か ら な い 」 こ と が 不安 を 呼び 、 放 射 
線 の 危険 性 が 過大 に 認識 され て いた 感 が ある 。 

放射 線 に 関す る 知識 に つい て は 国 も ホー ムペ ー ジ に 様々 な 
資料 を 掲載 し 、 そ の 啓発 に 努め た 。 こ れ は 重要 な 取組 で ある が 、 


イン ター ネッ ト に よる 情報 検索 で は 読み 手 の 希 望 に よっ て 得 ら れ 
る 情報 に 偏り が 生じ る お それ が ある 。 つま り 、 放 射線 が 危険 で あ 
る と 強く 思っ て いる 人 は 、 放 射線 の 有害 性 に 関す る 情報 ば かり 
を 検索 する こと に な りか ね な い の で ある 。 一 方 、 県 で は 一 般 市 民 
対象 の 放射 線 セ ミナ ー を 県 内 各地 で 100 回 以上 開催 し 、 啓 発 
に 努め た 。 こ の よう な セミ ナー で は 放射 線 に 関す る 情報 を 偏り な 
く 伝 える こと が で き 、 さ ら に 住民 が 疑問 に 思っ て いる こと ある い は 
不安 に 感じ て いる こと な ど を 演者 に 質問 する こと が で きる た め 、 
放射 線 の 危険 性 に 対す る 正しい 認識 の 醸成 や 不要 な 不安 の 
解消 に 有効 で あっ た と 思わ れる 。 放射 線 に 限ら ず 、 知 ら な いこ と 
が 不安 や 恐怖 を 呼び 、 理 性 的 な 行動 を た 失わ せる こと が な いよ う 、 
住民 と の 双方 向 の 啓発 活動 が 情報 の 発信 と と も に 重要 な 取組 
で あろ う 。 









生 県 に よる 放射 線 セミ ナー 等 の 啓発 実施 事例 








「 私 た ちの くら し と 放射 線 セ ミナ ー」 開 催 の 様子 (平成 23 年 度 、 盛 岡市 ) 








アア 1 
「 岩 手 県 食 の 安全 安心 リス クコ ミュ ニケ ーション “※」 で の シン ポジ ウム 開催 の 様子 


(平成 24 年 度 、 釜 石 市 ) 
※ 食 品 と 放射 能 に 関し 消費 者 、 生 産 者 、 事 業者 等 が 正しい 知識 の 共有 と 意見 交換 を 行う こと 。 

















— ンー 


「 岩 手 県 食 の 安全 安心 リス クコ ミュ ニケ ーション 」 で の パネ ル 展 開催 の 様子 
(平成 25 年 度 、 一 関 市 ) 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 


後 草 の 皆さん へ 


「 津 波 防災 の 先進 地 で あっ た は ず の 三陸 が また し て も 壊滅 的 被害 」 一 東日本 大 岩 災 津波 を 経験 し て 一 
宮城 建設 株 式 会 社 取締 役 副 社長 、 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 前 委員 
( 発 災 当 時 : 岩 手 県 県 土 整備 部 道路 都市 担当 技 監 、 平 成 23 年 4 月 へ 平成 25 年 3 月 : 岩手 県 県 土 整 備 部 長 ) 


若林 治 


復興 も 終盤 に 差し 掛か り 、 多 く の 難 題 を 乗り 越え て きた 後 昔 
の 皆さん に 本 当 に ご 苦労 様 と 言い た い 。 し か し 、 こ れ か ら 最 後 の 
難題 が 待ち 受け て いる 。 復興 計画 に 掲げ られ た 「 津 波 に より 再 
び 人 命 が 失 われ る こと の な いよ う 」 と いう 基本 的 考え 方 を 達成 し 
て 、 初 め て 今回 の 復興 が 終わ る よう に 思う 。 引き続き 、 皆 さん の 
将来 に わた る 高い 防災 意識 の 継承 と 更 な る 取組 に 期待 する 。 


発 災 直後 の 思い 


岩手 で の 最大 の リス ク が と うと う 発 生 し て し まっ た 。 明治 、 昭 和 
の 三陸 津波 、 チ リ 地 岩 津 波 、 こ れ だ け の 被害 を 受け て きた 地域 
な の に 、 な ぜ 、 ま た し て も 死者 (直接 死 及 び 関 連 死 )・ 行 方 不明 
者 合わ せ て 6,.200 人 を 超え る 尊い 命 が 失 われ て し まっ た の か ? 
我々 は 、 い っ た い 何 を し て きた の だ ろう か ? 防 潮 堤 建設 を 始め 津 
波 防 災 に 関わ っ た 一 人 と し て 、 街 を 襲う 津波 の 映像 を 見 て 、 無 力 
感 と と も に 「 何 か 欠け て いた こと | は な か っ た か ? と の 思い に 共 ま 
れ た こと を 覚え て いる 。 


i 応急 対策 の 実施 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 設定 


し か し 、 沿 岸 被災 地 で 困 密 し て いる 方 々 を 何と か し な けれ ば な 
ら な い 。 今や る べき こと が ある 。 沿岸 ・ 県 北 広域 振興 局 と は 情報 
途絶 被害 状況 の 把握 は 困難 を 極め る 。 夕 方 、 翌 早朝 か ら 情 報 
収集 と 道路 啓 開 に 精神 的 に も 屈強 な 職員 を 派遣 し 、 内 陸 の 振 
興 局 を 拠点 と し て 建設 業 協会 と と も に 各 ル ー ト か ら 沿 岸 地域 に 
入っ て も ら う こと を 決め 、 今 後 の 対応 を 考え る 。 行方 不明 者 の 
捜索 、 ガ レキ の 除去 (道路 及び 港湾 啓 開 )、 燃 料 の 確保 、 応 急 
仮設 住宅 の 建設 、 沿 岸 広域 振興 局 へ の 人 的 な 支援 等 、30 代 
の 職員 を 沿岸 地域 に 移動 させ 、 応 急 対 策 に 従事 させ た 。 一 連 の 
中 で 、 県 土 整備 部 の スロ ー ガ ン を 「 何 を いつ まで に 、 そ し て 笑顔 
で 」 と し 、 そ れ ぞ れ の スケ ジュ ー ル を 決め て いっ た 。 応 急 仮設 住宅 
は 、 一 週間 後に 高田 一 中 で 着工 、 連 休ま で に 一 部 入居 、 盆 前 ま 
で に 全て 完成 を 目指 す ス ケ ジ ュ ー ル と し た 。 その後 、 設 置場 所 の 
選定 、 市 町 村 間 の 調整 や 必要 戸数 の 決定 、 地 元 業 者 の 活用 な 
ど を 進め 、 多 く の 困 難 が あっ た が 、 盆 前 に は 全戸 完成 し た 。 


H 関係 者 が 一 体 と な っ て 行っ た 道路 啓 開 


道路 啓 開 で は 、 内 陸 か ら 警 察 、 消 防 、 自 衛 隊 、 建 設 企 業 、 そ し 
て 道路 管理 者 が 一 体 と な り 各 ルー ト に 入っ て も ら っ た が 、 い き な 
り 津波 浸水 最上 流 部 が 最も 凄惨 な 状況 で あっ た 。 救急 救命 
動 や 支援 物資 輸送 の た め の ル ー ト 確保 が 使命 で あり 、 高 速 道 
へ の 仮設 進入 路 を 設け る な ど 、 自 ら も 被災 し た 地元 建設 企業 の 
役割 は 極め て 大 きか っ た 。 


多重 防災 型 ま ち づ く り 


津波 災害 は 、 原 位置 復旧 が 難し いこ と も あり 、 そ の 復旧 に は 、 
多く の 分 野 の 協力 と 、 何 より も 地元 の 考え や 理解 が 重要 で ある 。 
また 、 海 岸 施設 と 背後 の まち づく り が 密接 に 係る こと か ら 、 海 岩 
担当 と 都市 計画 担当 が 連日 連夜 、 頭 を 寄せ 合い な が ら 、 多 重 防 
災 型 まち づく り の 基本 的 な 考え を まとめ 、 発 災 1 か 月 後に 開催 し 
た 復興 委員 会 や 津波 防災 技術 専門 委員 会 に 説明 し た 。 そ の 後 
の 専門 委員 会 で は 、 国 の 関係 省庁 を 始め 各市 町 村 に も 同席 し 
て いた だ き 、 地 域 ご と に 海岸 防潮 堤 の 最大 高 さ を 検討 ・ 決 定 し 、 
それ を 受け 背後 の 幹線 道路 や 居住 地域 の 配置 な ど 、 市 町 村 、 
振興 局 、 県 庁 職 員 が と も に 各地 域 に 度 重なる 説明 会 を 開催 し 、 
住民 の 皆様 の 理解 と 合意 形成 を 進め て いっ た 。 し か し 、 一 部 地 
域 で は 、 被 災 者 を 集め る こと 自体 に 困難 を 極め た 。 


四 被災 者 視点 で の 事業 進捗 の 公表 


復興 計画 が 策定 され 、 各 事業 を 進め る こと に な っ た が 、 復 興 
計画 の 役割 [被災 者 に 寄り 添い …」 が 常に 念頭 に あっ た こと か 
ら 、 被 災 者 視点 を 基本 に 各 事 業 が どの よう に 進捗 し て いく か と い 
う 「 社 会 資本 の 復旧 ・ 復 興 ロ ー ド マッ プ 」 を 公表 し た 。 し か し 、 
様々 な 課題 が 表面 化し て いき 、 用 地 取 得 、 資 材 調 達 、 埋 蔵 文 
化 財 、 計 画 調整 等 多く の 難題 に 立ち 向かう こと に な る 。 こ の 間 、 
国 へ の 制度 や 事業 要望 な ど 膨大 な 事柄 の 調整 が 進め られ る こ 
と に な る 。 


i 忘れ る こと の で き な い 東日本 大 震 炎 津波 


県 土 整備 部 長 室 に は 、 今 も 「Z 旗 ] が 掲げ られ て いる 。 こ の 旗 
が いつ か 降ろ され る 時 を 願わ ず に は いら れ な い 。 令 和 2(2020) 
年 3 月 1 1 日 で 9 年 を 迎え る が 、14 時 46 分 、 沿 岸 の 何処 か で 、 海 
に 向かい 手 を 合わ せる 予定 で ある 。 「 決 し て 忘れ る こと の で き な 
い 東 日 本 大 震 災 津波 で ある 。 」 


i 県 土 整備 分 野 の 責任 者 と し て 心掛け て いた こと 


図ら ず も 、 こ の 大 岩 災 に 遭遇 し 、 一 分 野 の 責任 者 と し て 、 多 く 

の 経験 を を る せ て いた だ いた 。 心 掛け て いた 点 を いく つか 記す 。 

① 迅速 に 対応 の 基本 方 針 を 示す こと 。 

② 様々 な 不都合 な こと も 発生 する が 、 前 面 に 出 て 責任 を 
持っ て 対応 する こと 。 

③ 市 町 村 を 含め 、 様 々 な 課題 が ある が 、 調 整 役 を 担う こと 。 

[危機 | を 「 機 会 ] と 捉え る こと 。 

誰 よ り も 明る く 対応 する こと 。 











3 月 | 日 の 県 災害 対策 本 部 支援 室 の 様子 
【 出 典 : い わ て 震 災 津波 アー カイ ブ / 提供 者 : 岩 手 県 】 
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第 2 章 県 の 取組 人 @ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー ジ 証 語 語 語 庫 誠 DD 


東日本 大 震 災 


岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 客員 教授 
( 発 災 当時 : 岩 手 県 総務 部 総合 防災 室 防災 危機 管理 監 ) 


越野 修三 





i 東日本 大 震 災 津波 以前 に お ける 課題 と 準備 


危機 管理 の 要諦 は 、「 備 え あ れ ば 愛 い な し 」 、 事 前 準備 で ほ と 
ん ど 決 まる と 言っ て 良い 。 危 機 ( リ スク ) を 知り 、 そ れ を 具体 的 に イ 
メー ジア ッ プ し て 、 事 前 に その 対処 法 を 準備 する 。 そ し て 、 そ れ を 
実行 で きる よう に 実践 的 な 訓練 を 行っ て いな けれ ば 、 適 切な 災 
害 対応 は で き な い 。 

災害 が 発生 し て か ら は 、「 リ ー ダ ー の 決断 と 実行 ] が 対応 の 成 
否 を 決定 する 。 リ ー ダ ー は 、 次 か ら 次 へ と 発生 する 新しい 課題 を 
処理 する た め 、 達 成す べき 目標 を 確立 し て 、 組 織 横 断 的 に マネ ジ 
メン ト す る 能力 を 発揮 し 、 状 況 が 不明 で も 臨機 応変 に 状況 判断 ・ 
意志 決定 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 そし て 、 あ ら ゆ る 関係 機関 と 
情報 共有 し 、 調 整 ・ 連 携 し な が ら 対応 する こと が 重要 で ある 。 

平成 18(2006) 年 、 私 が 岩手 県 に 入 庁 し た 当時 は 、 防 災 上 
の 問題 意識 と し て 「 今 後 30 年 間 に 宮 城 県 沖 地 震 が 99% の 確 
率 で 発生 する ] と いう 状況 だ っ た た め 、 広 域 的 な 大 規模 災害 が 
今 す ぐに で も 起き る の で は な いか と いう 危機 感 が あっ た 。 

平成 16(2004) 年 に 県 が 作成 し た 地震 津波 の シミ ュ レ ー シ ョ 
ン に よる と 、 津 波 被 害 は 陸前 高田 市 か ら 宮 古市 に か け て の 沿岸 
南部 地域 が 甚大 で 、 人 的 被害 だ け で も 千 人 を 超え る だ ろう と 予 
想 さ れ て いた 。 こ の シミ ュ レ ーション 結果 か ら 防 災 対 策 上 の 主 な 
課題 と し て 、① 沿 岸 の 住民 を 救助 する た め の 部 隊 進 出 が 困難 、 
② 現 地 に お ける 救助 活動 の た め の 活 動 拠点 が 設定 で き な い 、 
③ 沿 岸 地域 の 医療 機能 低下 に よる 負傷 者 、 患 者 の 県 内 外 病 
院 へ の 搬送 ニー ズ の 増加 、④ 高 速 道路 不通 な ど に よる 救援 物 
資 の 不足 な ど 、 解 決し な けれ ば な ら な い 課 題 が 山積 し て いた 。 

これ ら の 課題 に 対し て 最初 に 私 が 取り 組ん だ の は 、① オ ペ 
レー ショ ン ル ー ム の 拡充 な ど 、 災 害 対策 本 部 (指揮 統制 機能 ) の 
改革 、② 災 害 対 策 本 部 を 機能 させ る た め の 訓 練 の 充実 、③ 県 
庁 内 に 自衛 隊 ( 第 9 師団 ) の 司令 部 設置 の 準備 、④ 沿 岸 各 市 
町 村 に 自衛 隊 の 活動 拠点 を 設定 し 、 現 地 で の 展開 訓練 を 実 
施 、⑤ 想 定 さ れる あら ゆる 事態 に 対応 で きる 訓練 の 実施 な ど を 
重視 し て 準備 し て いた が 、 他 に も 準備 し な けれ ば な ら な い 課 題 は 
際限 が な か っ た 。 事 前 準備 上 の ポイ ント は 、 こ れ ま で 対応 し た こと 
の な いよ うな 新しい 課題 を と れ だ け 具 体 的 に イメ ー ジ し て 、 そ れ に 
備え る か と いう こと だ っ た 。 


波 に お ける 危機 管理 


i 東日本 大 震 災 津波 へ の 対応 と 教訓 


| 初動 対応 の 課題 

平成 23(201 1) 年 3 月 1 1 日 に 発生 し た 東日本 大 震 災 津波 
は 、 予 想 (イメージ) を は る か に 超え て いた 。 死者 (直接 死 の み )・ 
行方 不明 者 合わ せ て 6 千 人 近く も の 犠牲 者 、 機 能 し な い 行 政 
(陸前 高田 市 、 大 植 町 )、 釜 石 市 の 世界 一 の 湾口 防波堤 も 田 
老 地 区 の 10m の 防潮 堤 も 津波 を 防げ な か っ た (ハー ド 対 策 の 
限界 ) な ど 、 シ ミュ レー ショ ン を は る か に 超え る 甚大 な 被害 だ っ た 。 

県 災害 対策 本 部 の 活動 は 、 市 町 村 と の 連絡 が 取れ ず 、 細 部 
の 状況 が 不明 の 中 で 意志 決定 し な けれ ば な ら な か っ た 上 に 、 音 
局 横断 的 な 業務 が 次 か ら 次 へ と 発生 し て も 、 各 部 局 は 依然 と し 
て 縦 割 り で の 対応 に 固執 し て いて 、 自 己 の 分 掌 以外 の 業務 を 行 
うこ と に は 消極 的 で あっ た 。 ま た 、 職 員 の 意識 も 県 と 市 町 村 の 役 
割 に 固執 し 、 沿 岸 市 町 村 の 危機 的 状況 を 我 が 事 と し て 受け 入れ 
られ ず に いた 。 

「 迅 速 に 、 一 人 で も 多く の 人 命 を 救助 する 」 を 合い 言葉 に 救 
助 活動 に 全力 を 注い だ が 、 状 況 が 不明 の 中 で の 人 命 救助 は 困 
難 を 極め た 。 道 路 断 絶 に よる 多数 の 孤立 地域 が 発生 し 、 瓦 確 や 
浸水 の た め 地 上 か ら の 救助 活動 は 道路 が 啓 開 され る まで 困難 
で あっ た 。 へ ヘリコプター に よる 空 か ら の 救助 活動 も へ リコ プター 
不足 に よっ て 運用 面 に 制約 が あっ た こと に 加え 、 沿 岸 病院 の 医 
療 機能 低下 の た め 、 ヘ リコ プター で の 内 陸 へ の 患者 搬送 や 県 
外 へ の 広域 医療 搬送 が 必要 だ っ た 。 

住民 の 避難 行動 に も 課題 が あっ た 。 指定 避難 所 も 浸水 し 多 
く の 犠 牲 者 が 出 た 。 ま た 、 消 防 団 や 民生 委員 な ど 救 助 す る 側 の 
人 た ち も 犠 牲 に な る な ど 、 津 波 に 対す る 意識 が 高い と 思わ れ て 
いた 沿岸 住民 の 多く の 人 が 、 避 難 の 遅れ に よっ て 津波 の 犠牲 と 
な っ た の で ある 。 

避難 所 へ の 救援 物資 も な か な か 届け られ な か っ た 。 道路 が 
不通 に な り 、 救 援 物資 も 燃料 も 車両 も 不足 し て いた 。 本 来 、 避 
難所 の 運営 管理 を 行う 市 町 村 職 員 も 人 手 が 足 りな か っ た こと 
に 加え 、 指 定 避難 所 以外 の 避難 所 が 多数 存在 し て いて 、 避 難 
所 の 把握 が で きず 、 救 援 物 資 を 届け た く て も 届け られ な か っ た の 
で ある 。 

その 他 に も 、 遺 体 捜 索 ・ 処 理 、 瓦 際 撤去 な ど 、 こ れ ま で 誰 も 経 
験 し た こと の な い 新 し い 課 題 が 、 次 か ら 次 へ と 発生 し 、 限 られ た 


情報 の 中 で 状況 判断 ・ 意 志 決 定 し な が ら 解決 し て いか な けれ ば 
な ら な か っ た 。 


2 危機 管理 に お ける 準備 の 重要 性 

危機 管理 は 、 冒 頭 で も 述べ た よう に 、 事 前 準備 が どれ だ け で き 
て いる か で 決ま る 。 何 も 準備 し な いで 不意 を 突 か れ た ら 、 誰 で も 
適切 に 対応 は で き な い だ ろう 。 ス ポー ツ で も 相手 の 攻撃 を どれ だ 
け 具 体 的 に イメ ー ジ で きる か に よっ て 有効 な ディ フェ ンス が 可能 
に な る し 、 災 害 で も その 災害 が 発生 し た 場合 、 ど の よう な 状況 に 
な り 、 何 が 課題 に な る の か を イメ ー ジ で き な け れ ば 、 適 切な 対処 法 
は 考え られ な い 。 危 機 管 理 の 出発 点 は 、 危 機 を イメ ー ジ する こと 
か ら で あ る 。 そ し て 、 そ の 考え た 対処 法 が 実際 に 役に立つ か どう 
か は 、 徹 底 し て 実践 的 な 訓練 を 行う し か 方 法 は な い 。 震 災 前 の 
準備 は 決し て 十分 と 言え る も の で は な か っ た が 、 津 波 に よる 状況 
を イメ ー ジ し 、 対 処 法 を 考え て 訓練 を し て いな か っ た な ら ば 、 も っ と 
多く の 被害 が 出 て いた か も し れ な い 。 


3 危機 に お ける リー ダー の 資質 

災害 が 発生 し た ら 「 リ ー ダ ー の 決断 と 実行 ] が 重要 で ある と 冒 
頭 で も 述べ た 。 リ ー ダ ー は 、 自 分 の 決断 に よっ て も た ら さ れ た 結果 
が どう で あれ 、 そ の 全 責 任 を 負わ な けれ ば な ら な い 。 そ の 結果 が 
重大 で あれ ば ある ほど 決断 は 葛藤 と 苦渋 に 満ち た も の に な る 。 
危機 に お ける リー ダー の 最低 限 の 条件 は 、「 決断 で きる こと 、 全 
責任 を 負う こと 」 だ と 言い 切っ て も 過言 で は な い 。 判断 力 、 実 行 
力 、 先 見 洞察 力 、 行 動力 な どの 資質 も リー ダー と し て の 必要 な 資 
質 で は ある が 、 こ れ ら の 資質 が 危機 に お いて 発揮 され 、 決 断 す る 
た め に は 、「 覚悟 」 が 必要 に な る 。 「 覚悟] と は 何 か 。 そ れ は 、 そ の 
人 の 全 人 格 を 意味 する 。 誰 も 経験 し た こと の な い 苦 渋 に 満ち た 
決断 を する 時 に 、 そ の 人 の 使命 感 、 人 生 観 、 死 生 観 、 哲 学 と いっ 
た も の が 集大成 され た 、 自 分 自身 に 何 度 も 「 こ れ で いい か 」 と 問 
いか け て 、 あ ら ゆ る 葛藤 や 自己 の 欲望 を 断ち 切り 、 最 終 的 に 断 を 
下す た め の 「 悟 り ] で も ある 。 こ の 「 上 覚悟] が な けれ ば 、 危 機 に お 
いて 重大 な 決断 は で き な い と 思っ て いる 。 

更に 、 災 害 に 対す る 尺度 (判断 基準 ) も 確立 し て お く 必 要 が あ 
る 。 それ は 、「 情報] 十 「 知 識 ] 十 「 経 験 ] に 裏打ち され た も の で な 
けれ ば 役に立た な い 。 我々 は 、 瞬 時 に 決断 し な けれ ば な ら な い 状 
況 に 遭遇 する 場面 が 多々 ある が 、 そ ん な 時 、 最 終 的 に 決断 する 
に は 「 覚 悟 ]、 す な わ ち 倫理 的 価値 観 (明確 な 人 生 哲 学 、 生 活 
信条 、 信 念 等 ) と 科学 的 な 尺度 (判断 基準 ) の 組み 合わ せ に よっ 
て 、 初 め て 危機 に お ける リー ダー と し て の 「 決 断 と 実行 」 が 可能 
に な る と 思っ て いる 。 





地震 ・ 津 波 シ ミュ レー ショ ン に よる 防災 上 の 課題 
(平成 18 年 当時 ) 
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男 画 津波 被害 市街 地 型 』 地 域 
エー 津波 被害 『 山 間 部 型 』 地 域 
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※ 市 町 村 の 行政 区 画 は 、 平 成 17 年 6 月 6 日 時 点 の も の 。 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


震 $$$ 災 に 負け な い ! 
= i == 
(一 社 ) 岩手 県 獣医 師 会 食 鳥 検査 セン ター 所 長 


( 発 災 当時 : 岩手 県 環境 生活 部 県 民 く らし の 安全 課 食 の 安全 安心 課長 〔 災 害 対策 本 部 支援 室 応急 対策 班 支援 物資 調達 チ 


日 岩 利恵 子 


平成 23(2011) 年 3 月 1 1 日 午後 2 時 46 分 。 
生き て いる 空間 全て が 一 変 し た 。 

当時 在職 し て いた 「 県 民 く らし の 安全 課 ] は 、 県 民 か ら の 相談 
窓口 な ど を 一 つ に と いう こと で 設置 され た こと か ら 、 岩 手 県 地域 
防災 計画 に お いて も 衣食 住 の 全て の 窓口 と な っ て いた 。 生活 

必需 品 供給 計画 、 食 料 供給 計画 、 給 水 計画 そし て 行方 不明 者 
の 捜索 及び 遺体 の 処理 ・ 埋 葬 計画 で ある 。 

東日本 大 震 災 津波 発生 時 、 広 域 か つ 甚 大 な 被害 を 目 の 当 た 
り に し て 、 当 課 の み で は 対応 で き な い の で は な いか と 悩ん だ が 、 
課員 の 「 被 災 者 へ の 思い が 込め られ た 支援 物資 を 庁 内 で た らい 
回 し せ ず 、 一 刻 も 早く 被災 者 に 届け よう 」 と いう 声 に 、 そ の 任務 を 
当 課 で 担う こと と し た 。 


この 時 を 境 に 、 


i 支援 物資 対応 の 概要 と 感じ た こと 


発 災 直後 、 国 な どか ら の 支援 物資 で 民間 の 倉庫 は た ち ま ち 満 
杯 と な り 、 ア ピオ (岩手 産業 文化 セン ター) に 支援 物資 の 集積 拠 
点 を 移し た 。 アピ オ は 全日 本 ホル スタ イン 共進 会 の た め に 建設 さ 
れ た 施設 で 、 ト ラッ ク の 重量 に も 耐え る こと が で き 、 更 に 段差 が な 
いた め 、 物 資 の 拠点 施設 と し て は 申し 分 な か っ た 。 ま た 、 獣 医師 
CR 関わ る こと と な っ た の は 何 か の 緑 を 感じ た 。 

こ で の 自分 の 使命 は 、 一 つ は 24 時 間 稼 働 し て いる アピ オ を 

失 察 する 政府 関係 者 や マス コミ 対応 で あっ た 。 当時 、 マ スコ ミ 

は 、 支 援 物資 が ここ か ら 動い て いな い 、 被 災 者 に 届い て いな い の 

で は な いか と 厳し く 質問 し て きた 。 岩手 県 トラ ッ ク 協 会 が 、 ず っ と 

見 て いれ ば 1 日 に 100 台 以上 の トラ ッ ク の 出入 り が わか る は ず 
だ 、 と 何 度 も 説明 し て いた の を 思い 出す 。 

も う 一 つの 使命 は 県 職員 や 全国 知事 会 に よる 応援 職員 を ア 


思い や り の 絆 を 被災 地 に 


ー ム リー ダー) ) 


ピオ まで 送迎 する バス の ガイ ド だ っ た 。24 時 間 体 制 の も と 、7 時 
と 19 時 の 出発 する 前 に 、 前 日 の 被災 地 の 状 況 や 市 町 村 か ら の 
情報 、 要 望 等 を 詳細 に 伝え た 。 こ れ は 一 日 た り と も 休ま な か っ た 。 

物資 と いう 名 前 が 出ろ と 、 た と え そ れ が 無理 難題 で あっ て も 、 
いや 無理 難題 で あれ ば ある ほど 、 当 職 の 出番 と な っ た 。 

3 月 25 日 付 で 災害 対策 本 部 支援 室 の 体制 が 見 直さ れ 、 そ の 
中 の 支援 物資 調達 チー ム の リー ダー と な っ た 。 

当時 、 越 野 修三 防災 危機 管理 監 は 、「 今 回 の 災害 で は 、 県 の 
災害 対策 本 部 の み で は 脆 な こと が 赴 見 。 ま た 物資 供給 な ど 通 
常行 っ て いな い 業 務 が 一 気 に 発生 し た こと か ら 、 部 局 横断 の チー 
ム を 作っ た 。 」 と の こと で あっ た 。 自分 は この リー ダー で いい の か 悩 
ん だ が 、 そ の 際 、 管 理 監 か ら の 「 こ の チー ム は 決し て 縦 割 り で な い 。 
た らい 回 し せ ず 、 み ん な で 支え る か ら ! と 背中 を 押さ れ て 引き 受け た 。 

この 日 か ら チ ー ム の メン バー は 、 毎 日 アピ ビオ と 庁 内 を 走り な が ら 、 
世界 中 か らい た だ いた 支援 物資 を 少し で も 早く 被災 者 に 届け る 
よう 、 知 恵 を 出し 合っ た 。 当時 は 、 庁 内 外 の 皆様 方 か ら も 、 な か な 

か 文字 と し て 残せ な い ぐ ら い の 熱 い プ ッシュ を 何 度 も いた だ いた 。 

し ば らく 経つ と 、 避 難所 や 市 町 村 か ら ニ ー ズ を 吸い 上 げ る シス 
テム が 構築 され 、 物 資 の 要請 や 調達 を 開始 し た が 、 署 く な る に つ 
れ 避 難 者 の ニー ズ に 合致 し な い 物資 も 出 て きた 。 時 期 を 逸し た 
支援 物資 が 届き 、 併 せ て 物資 の 偏り や 大 量 の 在庫 を 抱え る こと 
と な っ た 。 

時 期 を 同じ くし て 、 被 災 地 か ら は 様々 な 食品 や 生活 用 品 な どの リ 
クエ スト が 届く よう に な っ て き て お り 、 こ れ は 被災 者 の 皆様 が 元気 を 
取り 戻し つつ ある 声 と 感じ 、 で きる 限り 期待 に 沿う も の を 調達 し た 。 

この 当時 の 県 民 く らし の 安全 課 は 、 放 射 性 セン ウム に 汚染 さ 
れ た 稲 わ ら を 食べ た 牛肉 の 流通 問題 や 、 震 災 で 飼い 主 が 行方 
不明 、 あ る い は 怪我 を し た 犬 や 猫 の 救護 な どの 当 課 本 来 の 業務 





アピ オ に お ける 物資 の 確認 の 様子 


トラ ッ ク が アピ オ の 中 で 支援 物資 を 積み 込ん で いる 様子 





も あり 、 こ の 件 で も 私 は 毎日 の よう に 記者 会 見 に 対応 し た 。 記者 
か ら 様 々 な 質問 を 受け た 記憶 が 残っ て いる 。 

県 で は BCP は 作成 し て いた が 、 こ の よう な 広域 か つ 甚 大 な 災 
害 で は 業務 の 優先 順位 を 見 極め 、BCP を 見 直し 、 全 庁 で し っ か 
り 認識 する 必要 が あっ た と 思う 。 

8 月 を 過ぎ る と 、 支 援 物資 は 被災 地 に 届け て いた も の の 、 ア ピ 
オ や 民間 の 倉庫 な ど に は 合わ せ て 10t ト ラッ ク 換 算 で 300 台 以 
上 保管 され て いた 。 こ れ ら の 物資 は 被災 者 等 に 広く 配布 する こ 
と が 提供 者 の 意向 で ある こと か ら 、 チ ー ム で は 「 物 資 配 布 キ ャ ラ 
バン 隊 」 を 全 庁 的 に 組織 し 、9 月 か ら 沿 岸 被災 地 10 市 町 村 、 
34 ヵ 所 の 仮設 住宅 等 、 ま た 社会 福祉 施設 や 内 陸 市 町 村 に 避 
難し て いる 被災 者 に 対し 配布 会 を 実施 し た 。 配 布 会 場 に は 多く 
の 被災 者 に 来 て いた だ いた が 、 ど この 会 場 で も 感謝 され た 。 

一 方 で 、 万 が 一 物資 が 残っ た 場合 は 処分 する 可能 性 も ある と 
し た 公表 は 、 マ スコ ミ や 県 民 か ら 上 厳し い ご 意見 を いた だ き 、 事 実 と 
異な る 心 な い 電 話 を いた だ いた 時 は チー ム 全 員 が 否定 され た よ 
うな 気持 ちと な りつ ら か っ た 。 

今 まで 全国 で 発生 し た 災害 で 、 支 援 物資 の 配布 を この よう な 
キャ ラバ ン で 進め た 事例 は な か っ た と 聞い て いる 。 こ の ノウ ハウ 
が 今後 の 支援 物資 の 対応 に 少し で も 役に立て ば 幸い と 思う 。 

12 月 に は 附属 展示 場 と 併せ て 約 6.400m の アピ ビオ を 埋め 尽 
くし て いた 支援 物資 全て を 無駄 に する こと な く 被 災 者 に 届け る こ 
と が で きた 。 


目 東日本 大 震 災 津波 か ら 思 うこ と 、 
そし て 次 世代 に 伝え た い 一 言 
言 で 言う な ら 、 県 職員 が 災害 時 に 留意 すべ きこ と は 、 そ れ ぞ 
れ の 業務 の 垣根 を 取り 外し 、 被 災 さ れ た 方 々 が 再び 幸せ な 生活 
を 送る こと が で きる よう 対応 する こと だ け で あろ 2 う 。 
し か し な が ら 、 実 際 の 状況 に つい て は 次 の よう な 場面 も あっ た 
こと か ら 今後 の 教訓 と な れ ば 幸い で ある 。 
1 NG 
記憶 に 残っ て いる の は 、 定 時 に し か も スー ツ 姿 で 出勤 ・ 退 庁 
る 職員 が 一 部 の フロ ア に いた こと で ある 。 ey oe) 
害 対 応 の フェ ー ズ に より 出番 が 異な る 事情 も あり 、 時 期 に よっ 
て 手 の 空 いて いる 部 署 も ちっ た こと か ら 、 早 い 時 期 に 部 局 横 





支援 物資 配布 キャ ラバ ン 隊 


断 的 な 体制 が 構築 され た が 、 一 部 の 職員 に は 、 平 常時 に 課せ 
られ た 業務 の み 対 応 す る 縦 割り 意識 的 な 傾向 も 見 られ た 。 

2 被災 地 の 支 援 に 行く 県 職員 か ら 、 寝 袋 は な いか 、 レ トル ト 食 
品 は な いか と いう アピ オ へ の 要求 が 何 度 も あっ た 。 被 災 者 の 
た め に 届け られ た 支援 物資 を 何だ と 思っ て いる の か ? 被 災 地 
で 苦し ん で いる 被災 者 の た め に 、 身 を 粉 に し て と いう 気持 ち は 
微塵 も 感じ られ な か っ た 。 温度 差 は 意識 の 差 で ある 。 

3 古着 は 絶対 不要 で ある 。 過去 の 災害 で も 送ら れ て きた 衣類 
は 古着 が 多かっ た と 聞い た 。 一 方 で 、 本 県 で は アピ オ の 2 階 を 
埋め 尽く し た 古着 に つい て ノウ ハウ を 持っ て いる 古着 屋 の 協 
力 の も と 無料 配布 会 も 行い 、 無 駄 に する こと が な か っ た 。 可愛 
い 洋 服 を 手 に し た 時 の うれ し そう な 女子 高校 生 の 顔 は 今 で も 
私 の 心 に 焼き 付い て いる 。 

4 た らい 回 し と は この よう な 事例 を いう の で あろ う 。 

当 課 に 関西 の 男性 か ら 電話 が 入っ た 。 無 料 の 移動 入浴 車 
を 約 100 台 被災 地 に 行か せる か ら 是 非 活 用 し て くれ と の 内 容 
で あっ た 。 私 は 被災 者 が 喜ぶ 顔 を 思い 浮か べ な が ら も 、 様 々 な 
手続 き が ある と 考え た 。 最初 A 部 に 説明 し た と ころ 、 入 浴 車 は 
B 部 の 所 管 で ある と 言わ れ 、 そ の 足 で B 部 に 行く と 現地 で の 職 
員 対 応 で ある か ら A 部 で ある と の 回 答 で あっ た 。 

結局 、 被 災 者 の 入浴 は 無料 で ある が トラ ッ ク の 手配 は 高額 
な 料金 で ある こと が 判明 し 、 本 部 か ら 丁 重 に 断っ て も ら っ た 。 
解決 する まで 要 し た 数 日 間 は 、 も っ と 被災 者 の た め に 使う こと 
が で きた 貴重 な 時 間 だ っ た と 思う 。 


最後 に 


東日本 大 震 災 津波 は 未 曽 有 の 災害 で あっ た 。 発 災 時 、 県 職 
員 と し て 勤務 し て いた 当 職 を 含め 、 平 常時 で の 行政 の 仕事 で は 
経験 で き な か っ た 多く の こと が 一 気 に 発 生 し た 。 

今回 、 支 援 物資 を 被災 地 に そし て 被災 者 に 届け る 業務 を 担う 
こと に な っ た が 、 今 後に つい て は より 一 層 、 危 機 管理 の 意識 を 高 
く 持つ こと が 必要 と 思う 。 

今回 の 岩 災 で 、 支 援 物 資 調達 チー ム の 誰 一 人 と し て この 業 
務 を 自分 が 担う こと に な る こと な ど 考 えも し て いな か っ た で あろ う 。 

支援 物資 調達 チー ム が 被災 者 に 物資 を 届け る こと が で きた の 
は 、 平 常時 に は 知り 合う こと の な か っ た 岩手 県 トラ ッ ク 協 会 と いう 
ビジ ネス パー トナ ー が いた か ら で あ る 。 特に 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 や 
中 越 地震 を 経験 し た 佐藤 耕造 専務 理事 の 指揮 の も と 、 支 援 物 
資 を 被災 者 に 思い や り を 持っ て 届け る こと を 深く 心 に 刻み 込ん で 
対応 し た 。 

私 は この よう な 体験 を 風化 させ る こと な く 次 世代 、 特 に 行政 を 
担う 職員 に 伝え る 使命 が ある と 強く 思っ て お り 、 機 会 が あれ ば 伝 
達し て いき た いと 思う 。 
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第 2 章 県 の 取組 る ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー: 


人 命 最 優 先 で な し た こと 


ー 保健 福祉 部 長 在任 中 の 岩 災 対応 を 振り 返っ て 一 


岩手 県 学術 文化 特別 参与 、 前 岩手 県 副 知事 
( 発 炎 当時 : 岩 手 県 保健 福祉 部 長 ) 


千葉 茂樹 


平成 23(2011) 年 3 月 11 日 、 金 曜日 の 午後 、 日 本 国内 で は 
観測 史上 最大 規模 と な る 巨大 地震 に より 、 治 岸部 で は 大 津波 
に よる 浸水 が 広範 囲 に 及び 、 多 く の 人 々 が 避難 を 余儀 な くさ れ 
た 。 一 方 で 、 大 規模 な 停電 や 通信 障害 、 交 通 網 の 途絶 、 燃 料 等 
の 物資 の 不足 は 広域 に よる 被災 地 支援 の 大 き な 障 害 と な っ た 。 
「 人 命 最 優先 ] で 被災 者 を 救助 し 、 そ の 衣食 住 を 確保 し 、 心 身 の 
健康 に 不安 の な い 日 常に 戻す こと が 保健 福祉 部 の 使命 で ある 。 


上 人 


発 災後 、 直 ち に 岩手 ・ 全 国 の DMAT に 派遣 を 要請 し 、 同 日 
に は 岩手 DMAT 4 チー ム 、 青 森 県 、 秋 田 県 等 の 隣県 チー ム が 
被災 地 の 災 害 拠点 病院 等 へ 向かっ た 。 ま た 、 重 症 患 者 や 被災 
病院 の 入院 患者 等 を 搬送 する た め 、 広 域 搬送 拠点 を 花巻 空 
港 と 岩手 県 消防 学校 に 設置 し た 。 こ こ に へ リ 搬 送 さ れ た 患者 
は DMAT に よる トリ アー ジ 、 応 急 処置 後 、 内 陸 部 や 県 外 の 病 
院 に 搬送 され た 。 県 庁 災 害 対策 本 部 支援 室内 に 設置 され た 岩 
手 県 DMAT 調 整 本 部 の 指揮 調整 の 下 で 、 訓 練 さ れ た 専門 家 
と 基幹 災害 拠点 病院 を 擁する 岩手 医大 等 を 中 心 に 救命 活動 
は 迅速 に 展開 され た 。 
入院 患者 の 転院 に は 陸路 で の 搬送 も 大 規模 に 行わ れ た 。 社 
会 福祉 施設 等 の 入所 者 や 避難 し て いる 要 援 護 者 に つい て は 、 
関係 施設 を 一 括 し た 相談 窓口 に 市 町 村 か ら の 要請 を 求め 、 自 
衛 隊 等 に よる 内 陸 部 施設 へ の 移送 を 調整 し て いく 。 救 急 医療 
用 の 医薬 品 ・ 医 療 機器 、 避 難所 用 の 消毒 業 、 マ スク 等 の 調達 ・ 



































































































































搬送 に つい て は 、 発 災 直 後 か ら 県 医薬 品 卸 売 業 協 会 と 調整 を 
進め 、 防 災 ヘ リ に よる 沿岸 部 へ の 空輸 を 開始 、 次 いで 医薬 品 


卸 業 者 に よる 搬送 ルー ト を 構築 し た 。 
園 

県 内 の 広範 囲 で 停電 が 続き 、 緊 急 手術 等 に 対応 する 医療 
機関 で の 非常 発電 用 燃料 の 不足 が 危 恨 され た 。 と り わ け 透 析 
医療 を 確保 する た め 、 県 内 透析 医療 機関 の 状況 把握 等 を 進め 
な が ら 、 人 工 透 析 を 必要 と する 方 々 の 相談 窓口 を 健康 国保 課 
に 設置 し た 。 対 応 医療 機関 の 調整 等 に は 岩手 医大 泌尿 器 科 
学 講座 と 透析 医 ネ ットワーク の 協力 を 得 て 透 析 患 者 に 対応 す 
る こと と し 、 同 講座 か ら 2 名 の 専門 医師 を 県 庁 に 派遣 いた だ 






















































































く 。 治 岸部 の 透析 医療 機関 の 応援 医師 も 岩手 医大 か ら 派 遣い 
た だ いた 。 自 動車 を 使え ず 通院 が 困難 な 状況 に ある 透析 患者 
の た め 、 市 町 村 に 対し て は 医療 機関 へ の 移送 手段 、 医 療 機関 
近辺 の 宿泊 施設 等 の 確保 を 要請 し た 。 通 電 後 も 燃料 不足 は 
医療 ・ 福 祉 等 の 多く の 施設 運営 、 訪 問診 療 な ど 自 動車 を 利用 
する 諸 活動 の 大 き な 支 障 と な り 部 内 各課 が 対応 に 追わ れ た 。 

| 

DMAT の 活動 は 超 急 性 期 ( お お むね 48 時 間 以 内 ) が 想定 さ 

れ て いる も の で ある が 、 地 域 に よっ て は ほぼ 全て の 医療 機関 が 
被災 し 、 医 療 機能 が 停止 し た まま で ある 。 ま た 、 地 元 医療 スタ ッ 
フ も 多く が 被災 し て いた 。DMAT 活 動 は 通常 期間 を 超え て 継 
続 され 、 3 月 20 日 に 立ち 上 げた 「 い わ て 災害 医療 支援 ネッ ト 
ワー ク 」 に 引き 継が れる 。 ネ ットワーク は 発 災 直後 か ら 岩手 医 
大 、 県 医師 会 、 日 赤 、 国 立 病 院 機構 、 県 医療 局 、 県 の 6 機関 が 
連携 体制 の 構築 を 進め て きた も の で 、 被 災 地 域 へ の 医療 救護 
チー ム の 派遣 や 医療 機関 等 へ の 支援 な ど 、 災 害 医療 の 確保 に 
向け て 動き 出す 。 被 災 者 の 慢性 期 疾 患 へ の 対応 や 感染 症 対 
策 、 こ ころ の ケア な ど 保 健 活動 チー ム も 加え 、 被 災 地 の 医療 
ニー ズ に 即応 し た 保健 医療 体制 を 整備 し て いく 。 

















































































































上 和 寺 到 肝 


災害 救助 法 は 発 災 当日 、20 時 に 沿岸 12 市 町 村 へ の 適用 を 
決定 。 被 害 が 広範 囲 に わた り 、 相 次 ぐ 余 震 や 県 内 全域 で の 停 
電 や 断水 に よっ て 今後 特殊 な 救助 が 見 込ま れる こと な どか ら 、 
翌日 8 時 に 県 内 全市 町 村 に 拡大 し た 。 被 災 者 生活 再建 支援 
法 も 県 内 全域 に 適用 する 。 

































































| 
災害 救助 法 の 適用 に より 「 避 難所 の 設置 」「 応 急 仮設 住宅 
の 供与 」「 炊 出し その 他 に よる 食品 の 給与 」「 飲料 水 の 供給 」、 
「 被 服 、 寝 具 そ の 他 生 活 必 需 品 の 給与 ・ 貸 与 」、「 医 療 ・ 助 産 」、 
5 炎 者 の 救出 」、 「 住 宅 の 応急 修理 」 等 の 実施 に 対し 、 国 が 経 
費 の 一 部 を 負担 する こと と な る 。 具 体 的 に は 、「 災 害 救助 法 に 
よる 救助 の 程度 、 方 法 及び 期間 並び に 実費 弁償 の 基準 」 に よ 
る が 、 未 曽 有 の 災害 に 救助 の 実施 に 関し て 地域 福祉 課 は 国 へ 
の 照会 ・ 協 議 、 担 当 部 局 等 と の 調整 に 多忙 を 極め る こと と な る 。 


























3 月 17 日 に 専決 処分 され た 平成 22(2010) 年 度 一 般 会 計 補 正 
予算 (第 7 号 ) に 災害 救助 法 関係 予算 と し て 94. 9 

上 、 応 急 仮設 住宅 の 設置 に 要する 経費 等 に つい て は 400 億 円 
の 債務 負担 行為 が 設定 され た 。 

| 

一 方 で 、 国 か ら は 3 月 19 日 以降 、 被 災 県 か ら の 問合せ 等 を 
踏ま えた 弾力 運用 が 数 次 に わた っ て 示さ れる こと と な る 。 例 え 
ば 、「 公 共 施 設 等 で の 開設 が 原則 で ある 避難 所 は 、 必 要 に 応じ 
て 公 的 な 宿泊 施設 、 民 間 の 旅館 ・ ホ テル 等 の 活用 も 可能 と す 
る こと 」「 応 急 仮設 住宅 の 寒冷 地 仕様 、 民 間 賃 貸 住 宅 等 の 借り 
上 げ を 可能 と する こと 」「 避 難所 で の 炊き 出し 等 の 提供 は 、 住 
家 に 被害 を 受け て 炊事 の で き な い 在宅 者 も 対象 で ある こと 」 な 
ど で あ り 、 国 庫 負担 金 の 概算 交付 や 積算 の 簡素 化 な ども 示さ 
れ た 。 

必要 な 予算 計上 を 効率 的 に 進め る た め 、 担 当 課 か ら 聞 き 
取っ た メモ を 私 自身 が 直接 財政 課 ( 当 時 は 予算 調製 課 ) に 示 
す な ど 、 内 部 事務 は 極力 簡素 化し た 。 国 に 対し て は 、 被 災 地 の 
実情 に 即 し た 支援 や 事務 手続 を 強く 求め て いく こと が 必要 で 
あろ う 。 ま た 、 保 健 福祉 部 の 取組 と 密接 に 連携 し 政策 地域 部 
(地域 振興 室 ) が 中 心 と な っ て 実施 し た 被災 者 の 内 陸 宿 泊 施 

設 へ の 移送 に つい て は 、 発 災後 早期 か ら 検討 、 調 整 が 進め ら 
れ て いた 。( 新 年 度 に 私 が 政策 地域 部 長 に 就任 する 中 で 、 既 存 
の 枠組 み に 捉 われ な い 取 組 と し て 実現 する こと と な る 。) 








i 人 的 支援 


沿岸 市 町 村 で は 庁舎 等 へ の 被害 、 職 員 の 被災 な ど に より 行 
政 機能 が 著しく 低下 ・ 混 乱 し た 。 庁 舎 が 全壊 し た 陸前 高田 市 と 
大 村 町 で は 、 庁 舎 内 の 地域 包括 支援 セン ター の 専門 職員 が 
被災 し 、 ま た 、 関 係 書類 ・ デ ー タ 等 が 流出 し た 。 大 船渡 市 、 陸 前 
高田 市 、 宮 古市 で は 保健 セン ター が 全壊 する な ど 、 徐 々 に 自治 
体 被害 の 様相 が 明らか に な っ て くる 。 他 に も 多く の 被害 が あ 
り 、 ま た 、 被 害 が な く て も 膨大 な 災害 対応 業務 や 専門 職員 の 不 
足 の た め 、 住 民 へ の 保健 福祉 サー ビス を 停止 せ ざ る を 得 な い 





状況 も 生じ た 。 
発 災 翌日 に は 、 災 害 対策 基本 法 に 基づい て 保健 師 の 派遣 
を 要請 し 、 同 日 か ら 県 及び 市 町 村 、 県 外 応援 の 保健 師 チ ー ム 


の 派遣 が 始ま る 。 避 難所 で の 健康 相談 実施 や 業務 の マネ ジ メ 
ント な ど 被 災 地 の ニー ズ に 対応 し 、 例 えば 大 船渡 市 及び 陸前 
高田 市 は 内 陸 部 市 町 村 と 奥州 保健 所 ・ 一 関 保健 所 が 中 心 と 
な っ て 支援 する な ど 体 制 を 構築 し な が ら 、 派 遣 調整 を 進め て い 
く 。 名 古屋 市 か ら の 人 的 支援 の 申し 入れ に 対し て は 市 町 村 業 
務 に 従事 する 保健 師 派 遣 を 要請 し た 。 全 国 か ら の ここ ろ の ケ 
ア チ ー ム の 派遣 を は じ め 、 栄 養 士 、 児 童 福 祉 司 、 保 育 士 、 介 護 


職員 等 の 他 職 種 、 施 設 ・ 避 難所 等 で 従事 する 専門 職員 に つい 
て 、 順 次 、 国 や 全国 団体 等 と の 派遣 調整 を 進め て いく 。 こ れ ま 
で に 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 、 新 潟 県 中 越 地震 、 岩 手 ・ 宮 城内 陸地 
岩 等 で 対応 経験 の ある 職員 の 知見 を 引き 出し な が ら も 、 圧 倒 
的 な マン パワ ー の 不足 に 対し て は 、 自 治 体 の 範囲 を 越え た 応 
援 体制 が 運用 面 も 含め て 強化 され る 必要 を 痛感 し た 。 





i 被災 者 支援 


多数 の 住民 が 避難 を 余儀 な くさ れ 、 浸 水 を 免れ た 校舎 や 体 
育 館 、 公 民 館 等 の 集会 場 、 福 祉 施設 、 寺 社 、 個 人 宅 な ど 指 定 
避難 所 以外 に も 多く が 避難 し 、 市 町 村 で は 避難 者 の 実態 把握 
が 困難 を 極め た 。 県 と し て 、 物 資 等 の ニー ズ に 即応 し 、 避 難所 
で の 十分 な 生活 環境 と 安定 し た 運営 を 確保 する よう 支援 体制 
の 早急 な 構築 が 必要 で あり 、 災 害 対策 本 部 統括 部 門 の 求め に 
より 、 保 健 福祉 部 が 県 内 全 避 難所 の 実態 調査 を 手掛け る 。 

実態 調査 (3/23 て 3/27) で は 、 被 災 地 全体 の 状況 を 早期 か 
ら 把 握 し て いた 自衛 隊 の 全面 的 な 協力 を いた だ く 。 む し ろ 自 衛 
隊 の 協力 な くし て 調査 は 遂行 で き な か っ た 。 こ の 調査 体制 は 、 
その 後 の 内 閣府 の 全 避難 所 実態 把握 調査 の 実施 に も 引き 継が 
れ 、 自 衛 隊 に は 医療 支援 、 物 資 輸送 、 給 食 、 給 水 、 入 浴 支 援 等 ば 
か り で な く 、 被 災 者 、 県 民 の 目 に は 届か な いと ころ で も その 支援 
に 大 きく 貢献 いた だ いた 。 (被災 市 町 村 で 昼夜 を 分 か た ず 業 務 
を 遂行 する 職員 の た め に 、 隊 上 員 用 の 大 型 テ ント (レス ト エ リア ) 
を 休憩 ・ 休 息 に 利用 させ て も ら う な どの 支援 も いた だ いて いる 。) 

調査 結果 は 県 ・ 市 町 村 災 害 対策 本 部 等 と 共有 し な が ら 
「 高 齢 者 向け 仮設 トイ レ の 洋式 化 」「 授 乳 ・ オ ムツ 交換 スペ ー 
ス の 整備 」 な どの 環境 整備 を 直ちに 講じ た 。 大 規模 な 避難 所 
で は 衛生 環境 や 自治 機能 等 が 心配 され 、 更 に 調査 を 実施 し 必 
要 な 対応 方 策 を 進め て いく 。 

現地 支援 活動 の 本 格 化 と 連動 し 、 被 災 者 の 状況 に 応じ た よ 
りき め 細 か い 支 援 に 努め て いく 。 被 災 児 童 の 状況 把握 を 急ぎ 、 
必要 な 保護 や ここ ろ の ケア の 具体 化 を 進め な が ら 、 い わ て 子 ど 
も の 森 に よる 「 移 動 児 童 館 」 を 導入 し 、 絵 本 の 読み 聞か せ や 人 遊 
び を 提供 する 。 女 性 ・ 児 童 の 犯罪 被害 を 防止 する た め 避 難所 
で の 注意 喚起 や 警察 の パト ロー ル 、 民 間 の 協力 に より 防犯 ブ 
ザー を 配布 する 。 女 性 リー ダー の 選任 も 奨励 し た 。NP0 に 協 
力 し 妊産婦 ・ 新 生 児 の 内 陸 部 宿泊 施設 で の 受入 れ を 進め た 。 
県 社会 福祉 協議 会 が 窓口 と な っ た 緊急 小口 資金 特例 貸付 は 
3 月 中 に 1,019 件 、 | 信 3.853 万 円 と な り 、 当 面 の 生活 費 を 現金 
で 得 ら れる よう 被災 者 を 支え た 。 本 格 的 な ボラ ンティア 受入 れ 
に 向け て 、 大 規模 な 活動 の た め の 資 材 置場 や 食事 提供 施設 の 
整備 、 移 送 バ ス 運 行 等 の 体制 整備 を 進め て いく 。 

| 
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第 2 章 県 の 取組 ⑧ 第 6 節 有識者 か ら の メッ セー 証 語 語 齋 


発 災 直後 か ら 、 国 内 外 の 専門 性 の 高い 自己 完結 型 の NP0 
や NGO0 等 の 民間 団体 が 続々 と 現地 入り し 、 積 極 的 に 活動 を 
始め た 。 一 方 、 個 人 を 中 心 と し た ボラ ンティア の 受入 れ に つい 
て は 、 交 通 網 の 寸断 や 燃料 不足 等 も あり 、 地 域 事情 に 詳し く な 
い 個 人 ・ グ ルー プ の 活動 は 極め て 危険 と 考え られ た 。 受 入れ 側 
も 被災 の た め組 織 的 に 対応 で きず 、 被 災 地 入り し た 団体 間 の 
連携 や 活動 調整 が 円 滑 に 進ま な い ケ ー ス や 、 支 援 の 申出 に 現 
地 の 状 況 は いま だ その 時 期 に 至ら ず 、 当 面 見 合わ せ て いた だ く 
ケー ス も あっ た 。 こ うし た ケー ス は 医療 支援 や 各種 の 物資 ・ 
サー ビス の 提供 、 慰 問 活動 等 で も あり 、 相 手 方 の 善意 に よる 申 
出 に 窓口 の 職員 が 即断 で きず 悩む よう な 場面 も 見 られ た 。 現 
地 の 状 況 を 客観 的 に 提示 ・ 周 知 し 、 支 援 者 に 考慮 いた だ く よ う 
な 工夫 も 極め て 重要 で ある 。 

| 

保健 福祉 部 長 在任 中 を 振り 返り 、 災 害 発生 の 初期 段階 で 
時 間 や マン パワ ー 等 の 限ら れ た 中 で は ある が 、 部 内 外 の 様々 
な 専門 職員 の 力も 借り て 、 そ の 時 々 の 状況 か ら 当面 を 見 通し て 
必要 と 思わ れ た 多く を 手掛け る こと が で きた と 思う 。 発 災 が 平 
日 の 通常 勤務 時 間 内 で あっ た こと は 初動 を 助け た 。 被 災 地 の 
地域 医療 を 支援 する 「 い わ て 災害 医療 支援 ネッ トワ ー ク 」 が 立 
ち 上 が り 、 ま た 、「 岩 手 県 災害 時 透析 医療 支援 マニ ュ ア ル 」 が 
策定 され る な ど 、 農 災後 に お いて 当時 の 経験 を 踏ま えた 成果 
も 生ま れ た 。 

何より も 関係 機関 、 団 体 等 の 専門 的 な 知見 ・ 技 能 や 組織 
力 、 行 政 で は 及ば な いき め 細 か な 活動 は 、 初 動 対応 か ら 応急 
復旧 、 そ し て 現在 も 続く 復興 推進 の 取組 に 欠く こと の で き な い 
大 き な 力 と な っ た 。 こ の 場 を お 借り し 、 改 め て 関係 の 皆様 に 感 
謝 申 し 上 げ る 。 

多く の 局面 で 功 を 奏し た 関係 者 と の 連携 体制 は 一 朝一 タ に 
構築 で きる も の で は な く 、 日 頃 か ら 様 々 な 課題 に つい て 意見 交 
換 等 を 行い な が ら 、 相 互 の 信頼 関係 が ある 中 で 施策 の 推進 に 
取り 組ん で きた こと に よる 。 平 成 31(2019) 年 4 月 、 岩 手 県 の 10 
年 を 展望 し 「 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) 」 が スタ ー ト し た 。 
職員 に は 、 い か に 県 内 の 総力 を 結集 させ て いく か 常に 思い を 巡 
ら せ な が ら 、 計 画 の 推進 に 取り 組ん で いた だ きた いと 考え る 。 

















(執筆 に 際 し て は 、 事 実 確認 等 に 当時 の 保健 福祉 部 関係 職員 
の 協力 を いた だ いた 。 改 め て 感謝 申し 上 げ る 。) 


